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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　僕たちの同好会──『抱ほう擁ようの会』の活動内容を端たん的てきに表すならば、『通りすがりの人と無む作さく為いに抱だき合うこと』である。そして、僕たちはそんな活動を放課後毎日のように行っている。

　その活動を、今日、この瞬しゆん間かんも行っているわけだから、こんな無む駄だなことを考えずとも『いつものように』とまとめてしまえばいいかもしれない。

　いや、そうしよう。

　まとめてしまおう。

　僕たちはいつものように同好会活動を行っていた（ただし恰かつ好こうはスク水だけどね！）。




　……うん。

　やっぱりいつもとはだいぶ違ちがうと思うんだ。たかがファッション。されどファッション。確かにいつもと同じ活動をしているのだけれど、スク水を着ているというだけでこれほどまでに感覚が違うとは。

　僕たちは七月の炎えん天てん下か、みんなが下校する時間帯に、『抱擁の会』の活動を行っていた。スク水で。

　みんなが制服やジャージを着ている中で、紺こんのパンツ一枚スタイルで歩きまわる。それは、自分で言うのもなんだが、もはや勇ゆう敢かんとさえ言えると思う。

　いや、言ってしまう。

「どなたか、この勇敢な僕と抱だき合いませんかー？」

「きゃー小こ早ばや川かわくんが裸はだかよー」

「セクシーだわ」

「なんてフェロモンなの⁉」

　あれ、なんかいつもと違う気がするな……。なんだろうか、これがスク水効果なんだろうか。

　でも、顔を赤らめる通りすがりの女の子の反応はいつもと違って刺とげ々とげしさがないのに、いつもより晒さらし者感が強いのはどうしてだろう。

　もう早くこの場から消えてしまいたい。しかし、そんなことを僕の口から言うことは不可能なのだった。

　なぜならば、女子メンもみんなスク水なのだから。

　夏の青空のもとでスク水をまとう。それは一見正しそうに思えるが、それが健全とされる場はプールか海だけである。校門付近でかわいい女の子たちがスク水なのは、なんというか、うん。ドキドキします。

　ゆずき……ゆずきがスク水を着てる。

　ゆずきのスク水はとても似合っていた。起き伏ふくに乏とぼしいなめらかな体は幼かったが、だからこそスク水の潔けつ癖ぺきな紺色が非常にマッチし、僕のほとばしる庇ひ護ご欲よくを一手に引き受けてくれるようだった。ちんまりと体を縮めて怯おびえるように視線をあっちこっちさせるのが、なんというか食べられる直前の草食動物のようだ。大だい丈じよう夫ぶだよゆずき、僕がまもるから！

　アネさん……アネさんもすごくいいよ。

　てゆーかアネさん、また小学生バージョンになってるね。どうしたんだろう。

　それにしても、スク水開発者はよく基調を紺色にしたと思う。白い肌はだの色と金きん髪ぱつとのコントラストはもはや黄金比とも呼べる域に達している。黄金比、にもかかわらず、スクール水着という優等生的な着衣と、長い金髪と真っ赤なピアスがアンバランスで、どうしたって彼女は僕の目を惹ひきつける。見事だ。

　ただ、もしアンバランスランキングを付けるとすれば、優勝は芹せり葉は先せん輩ぱいだと思う。スクール水着という子供っぽい衣装に、その存在感あふれる、薄うすい布地をつきやぶらんばかりのお胸はもはや反則級だ。「ここからだしてーここからだしてー」と押さえつけられ苦しそうにお胸が声を上げていた。まぁ幻げん聴ちようなわけですが。

　そんな、僕よりも圧あつ倒とう的に衆目を集めてしまう彼女たちが文句も言わずその恰好を受け入れているのだから、僕が文句を言えるわけもない。

　だから、放課後の校門、スク水一枚で通りすがりの女子に抱きつくことを提案するというガチで訴うつたえられかねない行こう為いを続けるのである。

「僕と抱き合いませんかー？」

「そうするわー」

　と、瞬時に言葉を返してくれたのは芹葉先輩だった。

「いやいや、芹葉先輩。同好会メンバー同士で抱き合ってどうするんですか」

「メンバー同士で抱き合っちゃいけないっていう決まりなんてあったかしらー」

「ないですけど、フリーハグを広めようっていう意義は大おお幅はばに減りますよね」

　なんていう僕の返し言葉を気にもとめず、芹葉先輩が僕に抱きついてきた。

「うわっ、芹葉先輩！」

　芹葉先輩は現在スク水である。だから、当然その薄い布越ごしに、もろにそのふくよかなメロンの感かん触しよくを受ける。スク水の肌はだ触ざわりがザラザラしてて、僕の胸はやたらと高鳴った。

　しかし、それだけにはとどまらなかった。

「あ！　ずるいわ芹葉さん！」

　そう言って、小学生状態のアネさんも僕に抱きついてきたのである。いつもガンとして同好会活動に参加しないくせに！　スク水を着て心が開放的になっているためだろうか。夏の日差しに火ほ照てった小さなアネさんは、すごく体温が高い気がした。胸とかほとんどないけど、女の子はやっぱり柔やわらかい。

　そして、極きわめつけは。

「あの……わ、私もっ」

　なんと、ゆずきも抱きつきたそうに瞳ひとみをうるませたのだった。か、かわいい！

　彼女は相変わらずの小動物力を発揮して、僕のゆずきに対する触ふれたい魂だましいに火をつける。いますぐこっちから抱きつきたいレベル。

　でもあれ？　スク水でハグなんかしちゃえば、当然、《裏切り体質》が……。

　僕は若じやつ干かん動どう揺ようしてしまう。

　ゆずきって、こんなに奔ほん放ぽうな感じだったっけ？

　しかし、僕の動揺と混乱はまだまだ続くのであった。

　いつも僕に対して抜ばつ群ぐんに厳しい日向ひなた高校の女子たちが、

「小早川！　わ、私とも抱きあいなさいよ、このフェロモンお化け！」

「なに言ってんのよ、ウチにしなさい！」

「小早川の犯罪的スク水はあたしだけのものよ！」

　なぜか僕にデレているのである。

　そして、女子たちはなぜかブラウスのボタンを外し始めた。え？

「いやいや、なに突とつ然ぜん脱ぬぎ始めてんのさ！」

　ほんと、どうしちゃったんだみんな！　こんなところで脱ぎ始めるなんて、正気とは思えない。思えないけど、続けて欲しい気持ちも無きにしもあらずだ！

「あわてないでよ小早川、下にスク水着てるし」

「そうよ。がっかりした？」

「あたしのスク水に酔よいしれなさい！」

　いや、え？　わかんないけど、ブラウスを脱ぎ捨て、スカートのホックを外しハラリと落とす姿は、下にスク水を着ていようともぜんぜんエロいんだぜ。

　制服を脱ぎ捨てスク水姿になった通りすがりの女子たちが、僕に抱きつかんとにじり寄ってきたのだった。みんな目がギラついている気がする。

　嬉うれしいはずなのに、なんか怖こええ！

「待ってよ、みんな！」

「待てない」「待てない」「待てない」「待てない」「待てない」「待てない」

　やばい、この人たち、表情がガチだ。僕は得体のしれない不安に襲われ、お腹なかの辺りに圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。

　彼女たちを止めないと！　僕は、頭をフル回転させ、そして特になにも思いつかなかったので、とりあえず適当につぶやいた。

「そうだ！　僕とじゃんけんしようじゃんけん！」

　じゃんけん？

　といったふうに、面々はきょとんと首をかしげた。

　言葉を止めてはだめだ。語り続け、彼女たちの足を止めているうちに打開策を考えなければ！

「そうだよ、ほら……なんていうか……」

　僕の適当な言葉に、みんなが興味を持つ。

「「「「「　なんていうか？　」」」」」

　なんでもいい。

　なんでもいいから続けなければ、スク水の人たちに襲おそわれる！

「なんていうか……じゃんけん……それは……──




　──……じゃ……じゃんけん……それは……ちょきが……ぱーにかち……ぱーは……ぐーにかち……ぐーはちょきに……かつという……まさに……さん……すくみの……さんすくみの…………さんすくみずの…………すくみずの…………」

「お兄ちゃん、起きて！　お兄ちゃん！」

「すくみず」

「お兄ちゃん！」

　ばちん。

　はっ！

　なにやら甲かん高だかい声が耳に刺ささり、ビリビリと頰ほおに痛みを覚える。

　次いでシャーッと音が鳴って目の前が赤くなり、徐じよ々じよにはっきりしていく頭と視界で目の前の彼女たちを認にん識しきした。

　僕のお腹の上に千ち歌かが座り込んでいて、窓まど際ぎわで菜な々な千せがカーテンを引いたのだった。千歌はパジャマだったが、菜々千は制服姿だった。それを見て、ああ今日は夏休み前、前期最終登校日だと思い出す。

「やったよ菜々千！　お兄ちゃんが起きたよ！」

「そうだね。よかったね」

「お兄ちゃんすごいうなされてたから、あたし、心配だったんだよ！　悪夢でも見てた？」

　ああ、なるほど。わかった。

「もしうなされていたとすれば、それはキミが重かったからだ」

　普ふ通つうに圧迫感で吐はきそうだよ。そりゃ、悪夢も見るだろ。

「あ、わかる？　あたし、性せい長ちよう期でガンガン育ってますゆえ、日に日におっぱいを中心に重くなっているのです。ね、菜々千！」

「そうだね」

　菜々千さん相あい槌づちにぜんぜん心こもってませんね。

　未いまだ僕のお腹から下りずもぞもぞ胸をもんでるけどさ、そこには絶ぜつ壁ぺきしかないと思うよ。どうでもいいけど千歌、寝ね癖ぐせすごいな。そして早く下りろ。

　僕も起きて学校行く準備したいんだよ。
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　思い返せば、スク水が出てきた時点でおかしかったんだよ。

　だって僕、スク水見れないはずですもん。僕は以前、ゆずきの《裏切り体質》の効力を実験するときに、『スク水が見たい』と思い浮うかべながらゆずきに触さわってしまった。それは見事に裏切られ、僕はその日以来女子のスク水姿を見ることができていないのだ。

　だいたい、ゆずきがあんな肌はだを露ろ出しゆつした状態で僕に抱だきつこうとするはずがないんだよ、《裏切り体質》なんだから。そうだそうだ、はっはっは──

「小こ早ばや川かわ、しっかりして」

「はっはっは」

「小早川！」

「はっ──アネさん！」

「大だい丈じよう夫ぶよ小早川。あたし、見なかったことにするわ！」

　アネさんの言葉の意味は、僕の気持ち悪い高笑いについてではないと思う。彼女は僕の手元を見ながら苦く笑しようしているから、おそらくそれについてだろう。僕は手元のそれから現実逃とう避ひしようと、今朝の愉ゆ快かいな夢を思い浮かべていたのだ。

　手元には、前期期末試験の総合順位が記された用紙があった。アネさんが気軽な調子で「見せてよ」と言ってきたので、僕は気軽な調子で見せてあげた。アネさんと一いつ緒しよに、近くにいたクラスメイトのみんなも覗のぞきこんできた。

　ところでアネさん、その見なかったことにする宣言、よく聞くけどさ、正直どうなんだろう。それ、確実に見てますし、見なかったことにはならないですし。何の解決にもならないよね。もしそれで世の中の多くが許されるとすれば、きっと大変なことになると思う。例えば、だけど。僕がアネさんの胸を揉もんだとするよ。それは実際触りたいとか触りたくないとかそういうことは関係ない、純じゆん粋すいな例え話として。それで、いきなり僕がアネさんの胸を揉んだとすれば、当然アネさんは怒おこるし、悲しむと思うんだ。そんなアネさんに向かって僕は言うわけですよ。

『ごめんアネさん！　僕、触らなかったことにするから！』

　これを見れば、いかに『なかったことにする宣言』がなにも解決していないかがよくわかって頂けると思う。けっきょく揉んだという事実は消えないし、その事実に消えてもらっては困る。だって適てき宜ぎその感かん触しよくを思い出したいですしー。

　ただ、その『なかったことにする』っていう優やさしさは必要かもしれないよね。

「こ、小早川って、変態の上に頭がアレなんだな……」

「まあ、変態だからこそアレっていうか」

「ひねりがないわね」

「馬ば鹿かっぽい人がストレートに馬鹿なのって、あたし痛いと思うけど、でも大丈夫だよきっと。だってほら、マッサージとかも、痛いけど、気持ちいいじゃん？」

　フォローしているんだか馬鹿にしているんだかわかりづらいクラスメイトの言葉に、僕はいたたまれない気持ちになった。

　手元に視線を落とし、あらためて自分の成績を確認した。二百三十三位。学年全員で二百三十七人なので、下から五番目だ。三日前に期末テストが終わり、二日の休日を挟はさんで早くも採点と集計がなされたようだ。夏休み前に配ることで生徒に危機感を抱いだかせるつもりなのだろうか。その学校側の戦略、見事という他ほかない。

　いや、こんな成績であれば隠かくしてもよかったんだけど、でもなんか隠すと成績の低さを気にしているみたいなので、逆にオープンにすることにしてみたんだ。自分でもなぜこの選せん択たくをしたのかまったく意味がわからない。

　ただ、さ、アネさん。

「僕は見せたんだから、アネさんも見せてよ。そうじゃなきゃ、不公平だろ」

「え……み、見なくていいんじゃないの……？　別に面おも白しろいもんじゃないわよ」

　お。

　なんかすごい声ちっちゃくなったな。さてはアネさん……やっちまったな。

　涼すずし気な夏服を着こなしている金きん髪ぱつピアスのヤンキー設定少女に、弱気な表情は似合わないぜ！

「とにかく見せてよ」

「なんでよ」

「アネさん。僕はアネさんがそんな、人にだけものを要求して、自分は応じない卑ひ怯きような人だとは思わなかった。ほんと、残念」

　煽あおってみたら、

「おい小早川、言い過ぎだぞ！」

「人のプライバシーをなんだと思ってるの？」

「そうよ、アネさんは自由でいいんだよ！」

「小早川のものはアネさんのもの、アネさんのものはアネさんのものなんだよ！」

　ジャイアニズムキタ！

　ただ、実際のアネさんはみんなが言うような、国民的ネコ型ロボットアニメのイジメッコキャラ精神は持ち合わせていないので、すごすごと紙を差し出したのだった。

「そんなに言うなら、別に見せてもいいけど。ほんと、面白くないから」

　そして、僕はアネさんの順位を確認した。

　あ。

　二位だ。

　学年全員で二百三十七人いる学校の、上から二番目だ。すげぇ。

「アネさん、ヤンキー設定と秀しゆう才さい設定は、両立させちゃいけないと思う」

「なんでよ」

　僕がいたたまれない気持ちになるからだよ！

　まぁ、アネさんが勉強できるのは知ってたんだけど、しかし髪かみを金髪に染めて耳元にはピアス輝かがやく女の子にぶっちぎられるというのは、なんていうかな。人は見かけによらねぇ。

　そんな物思いにふける僕を差し置いて。

「素す晴ばらしいわ！　素晴らしいわアネさん！」

「アレだけ保健室登校キメてるのに、なんてこった！」

「保健の先生も真っ青だわ！」

「今日は僕たちに勉強教えてください！」

「いいけど」

「「「「　やったー！　」」」」

　アネさんはミーハークラスメイトに囲まれるようにどこかに行ってしまった。

　なんだこれ。

　ちなみに一位は青あお山やまだった。出席番号一番の彼はまっさきに担任から成績を受け取り、そして手元を教きよう卓たくの前の生徒に覗かれ「うぉ。青山一位すげぇ」という言葉が教室全体に響ひびきわたっていた。

　芹せり葉は先せん輩ぱいも実は頭いいらしいし、なんか、僕の周りって頭いい人多いな。

　しかし、おかしい。正直、こんなにテスト順位悪いと思わなかった。確かに僕は、中間テストだって下から三十番目くらいだったから、頭がいい方ではないだろう。でも、こんなに悪くはなかったはずだ。

　だいたい、今回僕は頑がん張ばったんだ。勉強には環かん境きようが重要だと思うから、僕はテスト前、部屋掃そう除じに本気を出した。その結果、無む菌きん室のような部屋を作り出すことに成功した。いま僕の部屋はチリひとつ落ちていないし、窓やサッシはピカピカだ。

　さらに僕は自身の集中力を高めるために、自己催さい眠みんの本を読みあさった。いまではその甲斐かいあって、どんな興奮状態でも五分もあれば心を落ち着かせることができる。

　それなのに！

「だ、大丈夫ですよ真ま春はるくん、気にしないでくださいっ」

　出席番号が後ろの方のゆずきも、自分の成績を受け取ったようだ。僕のところにやってきて、ちっちゃなぐーを作って僕を慰なぐさめてくれる。

　ああ、ゆずきはかわいいな。

　衣ころも替がえもとっくに終わり、半はん袖そでブラウスのゆずきは《裏切り体質》的な意味ですごくあぶなっかしい。人に触ふれたら大変なのに。でも本人曰いわく、「警けい戒かいするから逆に安全」ということだった。

「誰だれにでも得意不得意はありますからねっ！」

　そうだよな。ダメだったことは良くなかったが、だけどそれを過度に気にするのはもっと良くない。そうなのだ。ゆずきの言うとおり、誰にでも得意不得意はある。だから僕も、不得意を受け入れ、得意を伸のばしていけばいいのだ。えっと……僕の得意なことといえば……詐さ欺ぎ行こう為い？

　なんだかすごく悲しくなったので、僕は気を紛まぎらわせようとゆずきに訊たずねた。

「でさ、ゆずきは成績どうだったの？　見せてよ」

「え……み、見なくていいんじゃないですか……？　別に面白くないですよっ」

　お。

　どこか警戒したような、なぜかテレたような表情を浮かべ僕から視線をそらす。

　この反応。どこかで見たことある気がする……てゆーかさっきだ。なるほどこのパターン。だいたい想像はついたが、しかしここで引くのはなんだか悔くやしい気がして、僕はなおも訊ねた。

「とにかく見せてよ」

「な、なんでですかっ」

「ゆずき。僕は寂さみしいよ。みんなの声が大きかったからかもしれないけど、ゆずきは僕の成績知ってるわけじゃん？　それなのに、ゆずきは僕に教えてくれないなんて、僕は、キミに信しん頼らいされてないんだね」

「そ、そんなことないですっ」

　言って、ゆずきは僕にその長細い紙を見せてくれた。

　頰ほおを染めて恥はずかしそうに手をもじもじさせるゆずき。

　はいはい。そんな表情浮うかべちゃってもさ、どうせ良い順位なんだろ。

　と、僕は高をくくっていた。のだが。

「あれ……二百三十四……位？」

　それは、学年で下から四番目だ。ああ、ゆずき。顔を真っ赤にしちゃって。かわいい。プチトマトって呼んでいいですか？

　キミは、こちら側の人間だったんだね。

　ゆずきはなぜか申し訳なさそうに、僕を上うわ目め遣づかいでみつめていた。

「ゆずき、あれだよ」

「……どれ……ですか？」

「誰にでも得意不得意はあるから、気にしなくていいと思うよ」




　そんな波は瀾らんな前期最後のホームルームが終われば、午後からはいよいよ夏休みと言っていいだろう。とは言っても同好会活動があるんだけどね。

　照りつける夏の日差しがチリチリと肌はだを焼く。

　高いところに光り輝く太陽の目立つ正午過ぎ。僕はプラカードを持って校門付近を歩き回っていた。

「夏休み前に僕と抱だき合ってみませんかー？　話のネタになりますよー！」

「時期関係ないわよ、変態！」

「裁さい判ばん沙ざ汰たは、話のネタにはヘビーだわ」

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって抱だき合ったとしても、示談金は弾はずませなさいよね！」

　ああ、やっぱり夢とはぜんぜんちがうな。現実は裁判とカネの話ばっかりでうんざりだよ。

　そんな僕を見て、アネさんは爆ばく笑しようしていた。木こ陰かげのベンチでゆずきと一いつ緒しよに見学するというその姿勢。それは、『抱ほう擁ようの会』メンバーとしてどうなんだろう。

「アネさん。アネさんも座ってないでさ、少しは活動したらいいんじゃないかな」

　アネさんと抱き合いたい人はたくさんいると思うよ。アネさん、そういう期待に応こたえたい方だろ？

「嫌いやよ」

「なんでさ」

「だってあたし、好きな人としか抱き合いたくないもん」

　それはそれで素す敵てきな心がけですね。『抱擁の会』の方針とは真っ向から反してる気はするが。

「小早川は、好きじゃない人と抱き合えるんだ」

「うーん、僕が抱き合えるかどうかはともかくとして、僕と抱き合ってくれる人がほとんどいないよ」

「かわいそうね」

　そんなかわいそうな僕を見てアネさん、さっき爆笑してたけどね。

「じゃ、じゃあさ小早川」

　アネさんは顔を伏ふせ、上目遣いになった。

「なんだよアネさん。急に声小さくしないでよ」

「小早川がかわいそうだから、あ、あたしが抱いて、あ、あげようか？」

「え？　遠えん慮りよするよ。なんで同情で抱かれないといけないのさ」

　いや、待てよ。

　口に出して思ったんだけど、同情で抱かれるってなんかエロい気がする。

「な、なによ小早川の癖くせに！　あたしが抱いてあげるって言ってるのに！」

「きゅ、きゅうに大きな声ださないでよアネさん！」

　言葉だけ聞くと痴ち女じよですね！

　そんな僕とアネさんの様子を見て、

「け、喧けん嘩かはよしてくださいっ」

　ちょっと申し訳なさそうに注意するゆずきだった。

「大だい丈じよう夫ぶよゆず。これはじゃれてるだけだから」

「そ、そうだったんですかっ！」

　どうでもいいけど、木陰でじゃれる僕たちは本気で『抱擁の会』の戦力外だ。

「あらあらー、また三星人ともサボりねー」

　と、そんなところに『抱擁の会』会長──芹葉先輩がやってきた。

　今日も巻まき髪がみをふわふわさせて、ふわふわの笑え顔がおと一緒にふわふわしている。みんなと同じ指定の夏服を着ていても、どこか大人っぽく見えるのはそのふわふわと揺れるふくよかなお胸のためだろうか。

「違ちがうわ、芹葉さん。あたしとゆずはサボってたけど、小早川はちゃんと活動してたわよ。ただちょっと、人徳がなくて抱き合えてないみたいだけど」

　アネさん。

　人はそれフォローと呼ばないんだよ。

「小早川星人は人徳がないのねー」

　面と向かって言われると、ちょっと傷つきますね！

「人徳がないなんてあわれねー。小早川星人はよく似てるわー」

「え？　何に似てるんですか？」

「あくあくまにそっくりねー」

　ああ、前から思ってたんだけど、芹葉先輩はやっぱりテレビっ子だ。

『あくあくま』とは、アクアマリン向むこう島じまっていう遊園地のマスコットキャラクターで、最近ＣＭによく登場するクマのキャラクターなのだが、なんでも自じ称しよう悪あく魔まなので、いつも暴ぼう虐ぎやく非道な悪事──という名のくだらないいたずらを犯おかしてはあまりのトロさですぐに捕つかまるというとてもあわれなキャラだ。アクア＋クマの造語（造名？）なのに、どうして悪魔の要素入れちゃったんだよとか、悪魔の要素入れたせいで、キャラからアクアの要素無くなっちゃって水の遊園地のマスコットキャラとしては失格なのでは？とか、さまざまな突つっ込みどころによって少しずつ話題になっている。三兄弟だか三姉妹だかの設定で、大中小のあくあくま──いちごう、にごう、さんごう──がテレビ画面で視し聴ちよう者に憐れん憫びんの情を引き起こし、結果としてみんなアクアマリン向島に足を運んでしまうのだという。

「僕……そんなにあわれだったでしょうか」

「小早川星人はあわれよー」

　僕、生まれて初めてですよ。ニコニコと笑顔のかわいい女性にまっすぐ見つめられてあわれまれたのは。

「月つき丘おか星人と星ほし空ぞら星人ー。試ためしに小早川星人と並んでもらっていいかしらー」

　言われるがまま、二人は僕の横に並んだ。

[image: ]

「こうやって並ぶと、ますますみんなあくあくまにそっくりねー。あわれですごく可愛かわいらしいわー」

　うん。

　アネさんの口角がすごいぴくぴくしてるから、芹葉先輩であっても気をつけてくださいね！




「まぁ、確かにあわれではあったかもしれないよね」

「……そ、そうですね」

　それは、同好会の話ではない。主にテスト結果の話だ。

　学校帰り、僕とゆずきはチェーン店のドーナツ屋に寄っていた。アネさんも誘さそったのだけど、なんでも「クラスのみんなに勉強教える約束してんのよ」ということだった。みんな、行動力あるよね。

「わ、私たちも勉強教えてもらったほうが良かったんじゃないでしょうか……」

「今日はいいんじゃないかな。たぶん、アネさんならいつでも教えてくれるよ」

　教えてもらうなら芹葉先輩でもいいしね。聞いたところによると、彼女は中間テスト学年トップだったらしい。お嬢じよう様さまで巨きよ乳にゆうで同好会を立ち上げる行動力があって、いつもニコニコしていて勉強もできる。あの人いったい何なんだろう。

　ところで、我が日向ひなた高校はそこそこ学力の高い学校だ。

　僕は受験のとき、同じ中学だった青山につきっきりで勉強を教えてもらうことでなんとか入学できたが、早くもみんなに置いていかれつつある。ちなみに青山は全国トップクラスの私学に入学することもできたらしいが、近いからという意味不明な理由で日向高校を受験した。

　ゆずきはといえば、そもそも転校してまだひと月半だ。ゆずきがなぜ日向高校に転校できたかといえば、遠い親しん戚せきが日向高校校長と友だちだった、という要するにコネだった。以前の学校でバーグ・ティーンであることがバレそうになり、強ごう引いんに転校させてもらったらしい。バーグ・ティーンであることがバレれば専門の保護施し設せつにほぼ強制的に収容され、いままでの生活を一変させられる。母子家庭で幼い兄弟もいるゆずきは家のこともしなければならないため、施設に行けるような状況ではなかった。

　転校したのは良い判断だったと思う。僕はゆずきよりも遥はるかにしょぼいバーグ・ティーンだったけれど、施設──通称ハウスに昔収容されたことがあった。あそこはとてもさびしく、バーグ・ティーンを人と思わないところだ。だから、このまえゆずきがそこに連れ込まれそうになったとき、それだけで血が沸ふつ騰とうしそうになった。いろんな偶ぐう然ぜんが重なってハウスはなくなってしまったが、それは、少なくとも僕たちにとって、幸運なことだったのだと思う。

　ともかく。

　ゆずきが通っていた前の学校よりも日向高校の方が偏へん差さ値ちが高いため、勉強で苦労するのはしかたないっちゃしかたない。

「勉強しなきゃです。ホントは、夏休みはバイト三ざん昧まいにしようと思ってたんですけど」

「それもなかなか、難しいしね」

「でも、何とかしますっ」

　もちもちした数珠じゆずのようなドーナツを食べながらゆずきとだべる。

　テーブルには仕事情報のフリーペーパーが並べられ、僕もケータイをスライドさせながらバイト情報を探していた。

　そう。

　僕たちは夏休みにするバイトの計画を立てるため、ここにやってきたのだ。

　ゆずきは本当は家計の助けになるようにと夏休みだけでなく通年でバイトしたいらしい。でも『学生の本分は学業』というのが母親の方針なのだそうで、夏休みの間のバイトでもやっと説得したということだそうだ。前期の成績が母親に伝わるの、後期の初めでよかったよね。

　で、バイトを探しているわけなんだが。

「やっぱりなかなかいいバイト、ないですね……」

「うん……難しいね」

　そうなのだ。

　ゆずきは《裏切り体質》だから人に触ふれることができない。それはつまり多くのバイトが不可能になることを意味した。

　まず、接客系は無理だ。商品案内、お金の受け渡わたし、とにかく人と接せつ触しよくするリスクが多い。飲食系も厳しい。女子だとやはりホールを任されることが多いだろうからけっきょく接客だし、厨ちゆう房ぼうであっても料理の受け渡しの際に何が起こるかわからない。

　僕たちは人と接する機会のないテレホンオペレータがいいんじゃないかと思っていたのだが、夏休みの短期バイトでそれ系を見つけることはできなかった。

「あ、これなら──」

　と、そこでゆずきはフリーペーパーをめくる手をとめ、一つを指さした。

「できるかも！　……しれません」

　どんなバイトだろう、と僕が覗のぞき込んだところ、

「二泊はく三日……十万！」

　すごい高額だ！　あ、でも……。

「ゆずき……これはないと思うよ」

「……そ……そうですよね……」

　確かに割はいいんだけど。

『投薬被ひ験けん者しや募ぼ集しゆう。バーグ・ティーン厚こう遇ぐう』

　あやしすぎるだろ。




　いい感じのバイトは見つからないまま時間ばかりが過ぎていった。

　見つからない仕事探しに脱だつ力りよく感を覚え、僕たちはドーナツを食べることが目的になってゆく。

　ゆずきはチョコのかかったザクザク音のする固めのドーナツを両手で持って食べる。そんな様子がリスみたいだなぁと思った。

　ぼーっと見とれていたら、

「な、なに見てるんですか、真春くんっ」

「見てちゃダメだった？」

「恥はずかしい……ですから」

　ごめん。

　でも。

「…………み、見ないでくださいって言ってるじゃないですかっ」

「うん」

　なんだかわからないけど、ずっと見ていたくなってきてしまいまして。

「ちょっと真春くんっ。怒おこりますよっ！」

「試しに怒ってもらってみてもいいですか？」

　ゆずきはちょっとぽかんとした表情を浮うかべた。そして頰ほおを染め、顔を背そむけた。斜ななめ下に視線を逃のがしながら、

「……真春くんなんて……嫌きらいです」

　小さな声で言った。

　ああ。この子はかわいいなぁ。アネさんには悪いけど、二人でこれてよかったな。なんだかデートみたいだ。というかこれ、デートじゃないんだろうか。

　ゆずきは、僕のことをどう思ってるんだろう。

　ゆずきもこれをデートだと思ってくれてたら、嬉うれしいな。

「……どうしたんですか真春くん。ぽーっとして。顔も少し赤いです」

「まぁ、顔が赤いのは特とく殊しゆメイクだけどね」

「早はや技わざですねっ」

　冗じよう談だんを言う僕のことを、ゆずきがじっと見てきた。大きな瞳ひとみが、まっすぐに僕の顔を見上げる。

　潤うるんだ瞳に惹ひきつけられるけど、そんなにじっと見られるとテレる。

「な、なにかなゆずき」

「…………」

　アレ？

　ゆずきは答えてくれなかった。どうしたのかな、ずっと黙だまってしまったままで、視線は僕の顔を直視したまま。

　ひょっとして。

「ぼ、僕の顔に何かついてる？」

「…………」

　なおも答えてくれない。

　僕がいよいよ不安になってきたとき、

「ふふ」

　ゆずきはこらえきれないというように口角をゆるめた。

「え？　え？」

　僕が意味わからずにいると、

「仕返しですよ。真春くんっ」

　……。

　なんだそれは。

　でも、ささやかないじわるでさえ、笑え顔がおのゆずきは抜ばつ群ぐんにかわいい。そんな表情ならずっと見ていたいくらいに。

　だからさゆずき、それぜんぜん仕返しになってないと思うよ。にこにこと満足気なゆずきはまた、ドーナツを小さな口でかじった。

「私にじっと見られて、恥ずかしかったですか？　真春くん」

「うん、まぁ」

「じゃあ、成功ですっ」

　ちっちゃく両手をぐーにして喜んでくれてるとこ悪いんだけどさ、恥ずかしいよりも僕、なんだか幸せです。

「ずっとこんな日が続いたらいいね」

　そう思ったときには、言葉が口をついていた。ゆずきはぽかんとした。僕はドキッとした。

　それは僕の本心だったのだけど、ゆずきがそう思ってくれているかはわからない。だから、もしかすると僕はすごく独りよがりな恥ずかしい言葉を言ってしまったのではないかと急に不安になったんだ。思い返せばキザだったし──

「「ずっとこんな日が続いたらいいね」」

　…………。

　ちなみに、いまのは僕のセリフじゃない。もちろん、ゆずきのセリフでもない。ああ、すごく嫌いやな予感がする、というよりも嫌な気分だ。

　僕の背後から聞こえた声。それは、なんというか。

　辱はずかしめじゃね？

「キミたち、いつから見てたの？」

「ずっとだよずっと！」

「具体的には『試ためしに怒ってもらってみてもいいですか？』あたりからだよ。怒られたいなんて、お兄ちゃんって、Ｍだったんだね」

　ああ、わかんないけどなんかさ、死にたい。

　千ち歌か、菜な々な千せ。

　僕はとても運が悪いよ。

「もう、お兄ちゃん！　あたし、邪じや魔ましちゃいけないなーと思ったんだよ！　だけど、見てたらすごく面おも白しろかったから、思わず出てきてしまったのです！　ね、菜々千！」

「お兄ちゃんの意外な一面を見た気がする」

　ああ、死にたい。

「ま、真春くん。妹さんですか？」

　わかるかな。

　知り合いに家族を見られるという、なんというか、この独特の恥ずかしさ。

「ど、どうだろう」

「しらばっくれた！　お兄ちゃんがしらばっくれたよ菜々千！」

「妹でもない人に『お兄ちゃん』って呼ばせてるのが事実だと思われてもいいなら、しらばっくれればいいと思うよ。お兄ちゃん」

　それは嫌ですね菜々千さん！

「ゆずき、紹しよう介かいするよ。こっちの赤いリボンが千歌で、青いリボンが菜々千。僕の妹だ」

　ゆずきは、両手を合わせて固まった。

　そのまま少し待っていると、笑顔をはじけさせながら言った。

「真春くん！　とっても可愛かわいらしい妹さんですね！」

　かわいい……ね。

　まあ、それ以上に鬱うつ陶とうしいものでもあるんだけど。

　それはそれとして、千歌、菜々千。キミたちめっちゃニヤニヤしてるな。まんざらでもなさすぎるだろ。

　立ち上がり、千歌の腕うでを摑つかんで僕の隣となりの席に強ごう引いんに座らせた。

「きゃ、お兄ちゃん、なにするのさ！　あたしにも、心の準備ってものが！」

　準備いらないだろ。何も始まらないから。

　二人をゆずきの横に座らせるのはまずいと思ったので、僕はとりあえずこうした。横のテーブルをくっつけてスペースを広げ、まず僕が座って横に菜々千を促うながす。

　菜々千は静かに座った。

　しかし、

「で、お兄ちゃん。この人だれ？」

　菜々千さん。なんか怖こえぇ！

　何が怖こわいかといえば、だって菜々千はわかってるはずなんだもの。千歌も菜々千も以前僕とゆずきが一いつ緒しよに歩いてるとこ見たことあるし。うちでゆずきの話題になったこともあるし。

　あえて、まったく知らない体ていできた菜々千さんマジ怖ぇ。

「あ、あの、私は星空ゆずきって言います。真春くんとは同じクラスです。千歌ちゃん、菜々千ちゃん。よろしくお願いしますねっ」

　ちょこんと頭を下げるゆずきに、千歌が言った。

「でさ、ゆずちゃんはお兄ちゃんと付き合ってるの？」




「ち、違ちがいますよ！　ぜんぜんそんなんじゃないですっ‼」




「あ、違うんだ。すごく仲良さそうにみえたからてっきり付き合ってるのかと思った！　ね、菜々千」

「まあ」

「なんか安心したね。あたしお兄ちゃんに彼女ができて、ドーセーとかしてうちに帰らなくなったらヤダもん！　ね、菜々千」

「そうね」

「ど、同どう棲せいだなんてっ！　そんなの絶対ないですから、安心してくださいっ」

「そっか。てゆーか菜々千。あたし、ドーナツ食べたい。抹まつ茶ちやの。もちもちしたやつ」

「うん」

「買いに行きたいんだけど、お兄ちゃんが邪魔で買いに行けないよー菜々千」

「いいよ、あたしが買ってくる。抹茶のやつだけでいい？」

「あ、じゃあ、ジュースも。タピオカのやつ」

「わかった」

「で、あたしはゆずちゃんのことなんて呼んだらいいかな。あ！　ゆずちゃんでいっか！」

「すでにそう呼んでましたねっ」

「だから、ゆずちゃんもあたしのこと、千歌ちゃんでもバネッサちゃんでも、好きに呼んでね！」

「バネッサちゃんがどこから出てきたのかわからないので、千歌ちゃんにしておきますねっ」

「あ、菜々千が戻もどってきた！　菜々千、あたし早くいちごのやつ食べたいよ！」

「いちごの、あたしのなんだけど。千歌は抹茶のでしょ」

「それは五分前までのバネッサちゃんの話です！」

「？　バネッサちゃん？」

「とにかく、いまあたしはいちごのドーナツと紅茶が飲みたい！」

「じゃあ、いいよ。あたしが抹茶のとタピオカの貰もらう」

「わー！　あたし菜々千大好き！」

「菜々千ちゃんは、優やさしいんですねっ」

「……違うよ。千歌がわがまますぎるだけ。ところで、えっと、なんて呼んだらいいですか？」

「あ、菜々千！　ゆずちゃんはね、ゆずちゃんだよ！」

「馴なれ馴れし過ぎない？」

「ゆずちゃんでいいよね！　ね！　ゆずちゃん！」

「それで大だい丈じよう夫ぶですよっ」

「いいんですか。こんな見た目でも、一応お兄ちゃんと同級生なら、高校生ですよね？　初対面なので星空さんにしておきます」

「こんな見た目でもって、菜々千ちゃん、いまさらっと毒どく舌ぜつでしたね……」

「ところでさっきからお兄ちゃん、せっかく美少女に囲まれてるんだから、なんかしゃべろうよ」

　そうだね、千歌。

　お兄ちゃんも、しゃべりたい気持ちはやまやまなんだよ。僕が黙ってたらキミたちが変なことを口走るんじゃないかと不安だしね。

　でも、不思議と体が動かないんだ。どうしてだろう。不思議だね。

「そっとしておいてあげようよ、千歌。お兄ちゃんいま、失しつ恋れんで傷心中だから」

　言っちゃうんだ。それ言っちゃうんだね、菜々千さん。

「し、失恋ですか？」

「ああ、星空さんも鈍にぶい系なんだ。千歌、この二人はほっといても平気かも」

「え？　何が？」

　いや、わかってるよ。僕たちが付き合ってないことは。それは、知ってた。だって僕、告白してないし、されてもないですしー。

　だから、「付き合ってるの？」っていう質問に対して、「違いますよっ」と答えるのはもっともだと思う。

　うん。だから、なんにもおかしなことはないよ。

　そのあとに、「絶対ないです」とか言ってたけど、ホントその通り。だから、僕ぜんぜん動どう揺ようしてない。

　答えるべき答えを正確に答えたと言っても過言ではない。その圧あつ倒とう的言語感覚に敬意を表したいくらいだ。

　つまり僕はぜんぜん平気。

「え？　真春くん、どうしたんですか？」

「星空さん、気にしなくていいですよ。お兄ちゃんはいつもこんな感じだから。ね、千歌」

「え？　まあ、うん！　そうだね！　菜々千が言うなら、きっとそうだよ！」

「お二人は、本当に仲がいいんですね」

「「うん」」

　アレだ。

　寝ね覚ざめは悪かったし、テスト結果は悪かったし、もう今日はきっと何かと悪い日なんだ。だからここで、千歌と菜々千に出会ったに違いない。

　だいたい、なんでこの子たちはここにいるんだ。

「キミたち今日って、ニナちゃんに会いに行くんじゃなかったの？」

「だから行ってきたんじゃん」

「便が三時発だったから、あんまり時間なかったの。だから早く帰ってきたんだよ」

　ニナちゃんというのは、以前まで千歌と菜々千の部屋に住み着いていた女の子だ。二人はニナちゃんを隠かくして住まわせていたので、ときおり聞こえる物音に僕はてっきり猫ねこでも飼っているんだと思ってた。まさか人間だったとはね。

　僕がニナちゃんの存在を知ったのは、彼女が二人の部屋から出て行ってしまったあとである。

　先日バーグ・ティーン保護施し設せつ、通つう称しようハウスが炎えん上じようして壊かい滅めつしたのは記き憶おくに新しい。そのとき、僕たちと一緒に現場にいたのがニナちゃんだった。ニナちゃんはゆずきと同じ、《裏切り体質》だった。ただ、ハウスではそれを《ユダ》と呼んでいたらしいけど。

　ニナちゃんが僕たちの家を出て行くとき、妹たちが僕のケータイの番号を彼女に教えた。千歌も菜々千もケータイもってないからそれはまぁ仕方ないけど、次は一言言ってくれ。

　とにかくそんなわけでニナちゃんから僕に連れん絡らくがあり、僕はそれを二人に伝え、そして二人はニナちゃんに会いに行った。二人の中学も今日の午後から夏休み。ニナちゃんは今日祖国──イギリスに帰るので、お見送りということだった。

「ニナちゃんは元気にしてた？」

「うん！　今日もすごい碧へき眼がんでね、すごい可愛かった！　ね、菜々千！」

「『おにいさんによろしくおねがいしマス』って言ってたよ」

　まぁ、何にしても元気だったなら良かったね。

　あの子も、きっと施設に閉じ込められて大変だったに違いない。

「ニナにね、あたしのバッジつけて写真撮とってあげたんだよ！　ね、菜々千！」

「あたしのバッジもね」

「え？　キャプテンビクトリーのやつ？」

「「それ！」」

　キャプテンビクトリーとは、僕が小学生の頃ころに流行はやっていた特とく撮さつヒーローだ。時空の裂さけ目から現れる悪の怪かい人じんたちを圧あつ倒とう的な力の差で叩たたき潰つぶし、最後に『勝ったほうビクトリーが、正義ジヤステイス』と決めゼリフを吐はく、いま考えるとものすごく横暴な、しかし当時の僕には憧あこがれのヒーローだった。キャプテンビクトリーのバッジはお菓か子しのおまけについてくるやつで、何種類かあった。でもいつの間にかつけなくなって、本ほん棚だなの片かた隅すみに置いていた。

　そのバッジ、千歌と菜々千が欲しがったからあげたんだ。二人は別にキャプテンビクトリーには興味なかったはずなのに、そんな古いバッジをいまでもつけている。

「千歌、菜々千。言っておくがあのバッジ、思いのほかオシャレじゃないぞ」

「知ってるよ。でも、つける人の素材が良ければどんなものも素す敵てきアクセに変わるのです！　ね、菜々千！」

「うん……あれ？　千歌、そのバッジは？」

　菜々千の言葉に、千歌は首を傾かしげた。

　視線を落とし、自分の胸むな元もとを見てわさわさと触さわる。そこにはいつもつけているバッジがない。

「あ、そうだ！　ニナに返してもらったとき、ポケットに入れたんだった！」

　言ってポケットをまさぐる。

　しかし、千歌の顔色はどんどん青くなっていった。

「ない」

　今度はカバンの口を開けてひっくり返すが、しかし千歌の表情は晴れなかった。

「…………どうしよう」

　ものすごく動揺する千歌。

　いやでも。

　よく考えてみてくれ。

「千歌、あんなのどうでもいいだろ。ただの古いバッジじゃんか」

「だめだよ！　せっかくお兄ちゃんからもらったのに」

　そのお兄ちゃんが別にいいって言ってるんですけど……。

「またなんかあげるから、落ち着けよ」

「落ち着けないよ！」

　千歌は、悲しそうに声を荒あららげた。

「だって、もうもらえないよ」

　いや、確かにあのバッジはもうないけどさ、でもきっともっといいものはこれからだってみつけられるはずだ。

　でも。

「あのバッジは、あたしにとって誇ほこりだから」

　千歌の強い言葉を聞いて、僕はとっさに、いいものってなんだろうと、疑問に思ってしまったのだ。

　気け圧おされ、僕は言葉に詰つまった。誇りなんて大げさで、それが何を意味するかはわからなかった。でも、千歌の目が真しん剣けんなことだけはわかった。

　そして、真剣さというのは伝でん播ぱしてしまうものなのだ。

「大丈夫ですよ千歌ちゃん。捜さがせばきっと見つかりますっ」

　小さな握にぎりこぶしを作って、ゆずきが千歌に笑いかけた。




　もうそろそろ暗くなるし、明日にした方がいいんじゃないかな。

　僕は提案したが、みんな納なつ得とくしてくれなかった。千歌、菜々千はもとより、ゆずきもやる気まんまんだから僕に拒きよ否ひ権はない。

　ということで千歌のバッジ捜しだ。

　千歌のバッジは空港で写真を撮るときにはあった。だから、空港からドーナツ屋までの間にあるはずなのだ。どういう経路かといえば、空港からＪＲ、地下鉄を乗り継ついで、十五分ほど歩けばドーナツ屋に到とう着ちやくする。……はずなのだが、二人は地下鉄には乗らず走ってきたらしい。元気だね。

　僕たちは、二人が通ったＪＲまでの経路をさかのぼった。

　ドーナツ屋から出て歩道を進み、信号を渡わたって自然公園の森に入る。そして、ザ・自然と思おぼしき獣けもの道みちを登り、高台にある広場を突つっ切って再び森へ迷い込む。ガードレールを乗り越こえて下水道の上に架かかる細い石を渡り、そして再び別の森に入り込んで、もはや野山と言っても過言ではないその柔やわらかい道を登り切ると、そこは境けい内だいだった。

　てゆーか。

「千歌。菜々千。世界はね、道路を整備することで発展したんだよ」

「「え？」」

　森を見つけたら入る、というメンタリティはできれば小学校低学年で卒業して欲しかったですね！

　もともと体力のないゆずきは、ついていくだけで精せい一いつ杯ぱいのようで、はあはあと息を切らせていた。無理もない。僕でさえかなりきついんだから。

「ゆずき、無理しなくていいんだよ」

「わ、私はぜんぜん平気ですからっ。早く見つけましょうっ！」

　玉の汗あせをかいて大変なときでも強がるキミを見て、僕はいつも心配になるんだ。




　それは奇き跡せきだったと思う。

「もう今日は終わろう。暗くなってきたし、もう逆立ちしても出てこないよ」

　僕が言ったところ、千歌はリアルに逆立ちしたのだった。

「キミ……何してんの……？」

「お兄ちゃんすごい！　そうなの！　あたしくるとき、ちょうどこの辺りで逆立ちしたの！」

　なんでだよ。

「千歌……パンツ丸見えだぞ。お兄ちゃんとしては、もう中学生なんだし羞しゆう恥ち心しんを身につけて貰もらいたいよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　これ、見えても平気なやつだから」

　意味わからん。

　呆あきれているときに、菜々千が声をあげたのだった。

「あ、見つけた」

「え⁉　ホント！」

　菜々千は歩道脇わきに植えられたつつじの下をのぞき込んでいた。

　……なるほどね。そりゃ、逆立ちなんかしたら落としますよね。千歌は慌あわてて立ち上がり、菜々千のもとに駆かけ寄った。

「あ、あたしのバッジ！」

　まぁなんにせよ、見つかったなら良かったよ。

「良かったですねっ」

　ゆずき。暗くなるまで手伝ってくれて、ありがとうございます。

　でも。

　話はそう単純に終わってくれなかったらしい。

「……あ……」

　千歌が珍めずらしく、力のない声を漏もらした。

　どうしたのかと思って近づくと、みるみる彼女の表情が歪ゆがんでいった。

「壊こわれちゃってる……」

　言葉通りだった。

　バッジはなんだか縁ふちが割れてぺしゃんこで、それなのにぼこぼこしている。よく見るとタイヤの跡あとみたいなのがついていて、裏返すとピンが無くなっていた。

　ああ、自転車にひかれてしまったんだな、と僕はわかった。

　千歌は少しの間奥歯を嚙かみ締しめていたんだけど、でもついに我が慢まんできなくなって泣き声をあげた。

「せっかくお兄ちゃんからもらったのに……」

　そんなこと気にする必要なんてないのに。菜々千が千歌の手をとって、そして身を寄せる。

　僕はそんな妹たちを愛いとおしく思いつつも、少し大げさだな、とも思ってしまう。

　たかがバッジ。

　古いバッジ。

　お菓子のおまけのバッジなんて、もうどうだっていいじゃないか。だから、それに固こ執しゆうする必要はないし、そこでリスクをおかす意味なんてないはずだ。

　ねぇ、ゆずき。違ちがうかな。

　でも、ゆずきはそれをリスクをおかすにたる事こと柄がらだと思ったみたいだ。

　落ち込む千歌に、慰なぐさめる菜々千。そんな二人に後ろから、そっとゆずきは近づいた。

　僕は悟さとった。

『私はこれから《裏切り体質》を人の役にたてようと思うんです』

　思い出したのは、以前僕に語った言葉。

　きっと彼女にとって、いまがそのときだったんだ。

《裏切り体質》は危険な能力だから、そうそう使うもんじゃない。バッジが壊れたとか、どうだっていいことじゃないか。簡単にその能力は使うべきじゃない。

　そんなことは、ゆずきだってわかっているはずだ。

　しかし。

　ゆずきはそれを簡単なことだと判断しなかった。

「バッジ……もう直らないのかな」

　僕の妹の悲しむ姿を、ゆずきは一いつ緒しよに悲しんでくれていた。だからこそ、こうやって勇気をふりしぼって彼女は近づいている。

　ゆずきがそう判断したなら、僕はそれに手をかそう。それで、ゆずきがもう少しだけ、ゆずき自身を好きになってくれるのならば。

「千歌、菜々千」

　僕が呼ぶと、二人はこちらに顔を向けた。

　僕は適当に空を指さして。

「あれ、ＵＦＯじゃね？」

「「え？」」

　僕の指に、二人の視線は釣つられた。

　これで、多少は触ふれやすくなったかな、ゆず──

「えっ？」

　ああ、すっかり釣られてますねゆずきさん……。

　そして、

「あっ」

　視線が上に行ったからか、足元がおろそかになったご様子で。ゆずきは何かにつまずいてよろけ、そのまま千歌ともつれるように二人で倒たおれこんだ。

「うわ！」

「きゃっ」

　どんくさいですねゆずきさん！　僕が能力を使って支えようとしたが、わずかに間に合わなかった。

　二人が倒れこむとき、その場でなにか青白く光るのが見えた。《裏切り体質》が発動しちゃった……。

　そして、千歌の持っていたバッジがかんかんとアスファルトを転がった。

「大丈夫か！」

　いろんな意味で。

　僕は近寄る。なんか、ＵＦＯとか言ってごめん……。

「ご、ごめんなさい千歌ちゃん！」

「あたしは大丈夫だけど、ゆずちゃんは⁉　それから、ＵＦＯは‼」

　千歌、ごめん。

「千歌、いいことを教えてあげよう。ＵＦＯっていうのはね、未み確かく認にん飛行物体っていう意味なんだよ。つまり確認できたら、ＵＦＯはＵＦＯじゃなくなってしまうわけなんだ。そしていま、千歌はＵＦＯを確認できなかった。言い換かえれば、確認できないからこそＵＦＯなんだ。つまり、ＵＦＯは──」

　千歌は目を丸くした。

「──ＵＦＯは……」

　オウム返しする千歌に、僕は言い放つ！

「存在したということだ！」

「そうだったのか！」

　両手をぐっと握りしめ、なにやら目を輝かがやかせる千歌にはなにやら伝わったようなのでよしとしよう。言っている僕自身は意味わからなかったのだけれど。横の菜々千さんは不審な目でこっちを見ていたのだけれど。

「そ、そんなことよりバッジ！」

　千歌は思い出したように立ち上がり、転がったバッジのところへ駆けた。

　そして、

「……あれ？」

　拾い上げ、間の抜ぬけた声を上げる千歌だった。

　そうか。

　成功したみたいだね。

「直ってる……」

　僕は立ち上がろうとしているゆずきに近づいた。手を貸しそうになったが自分をいさめ、声だけかけることにした。

「大丈夫？」

「は、はい」

　良かった。なにも起こらなくて。

　そして、ゆずきが嬉うれしそうな表情で千歌を見つめているのも良かった。

　千歌ははしゃいでいた。

「直ったよ菜々千！　バッジが直った！　直ったよ菜々千！」

「良かったね」

　ぴょんぴょん跳はねるようにかける。僕のところにきて、僕の手を握にぎって「直ったよ、お兄ちゃん！」と笑え顔がおをはじけさせた。

　ただ、そこで千歌は首を傾かしげた。

「でも、どうして直ったんだろう……？」

　そんな千歌に、僕は言ってやる。

「簡単なことさ。世の中にはまだ科学では解明できない数多くのことがあって、その中の一つが起きたとすれば僕たちはあわてふためいてしまうだけのこと。つまり」

「つまり……？」

「ＵＦＯパワーだ‼」

「ＵＦＯパワーか‼」

　ああ、どうすればこんなに素す直なおに人は育つんだろうね。小早川家さすがとしか言えねぇ。

「良かった……」

　ひと通り喜んで、そして、千歌はまた泣きだした。大げさな千歌は、いつだって大げさだ。

　大きくしゃくりあげて涙なみだをながす千歌。僕はしゃがんで、千歌の頭に手をおいた。

「もう、直ったんなら泣くことないだろ」

「……だって、安心したんだもん。このバッジは、ヒーローから貰もらった、あたしの誇ほこりだから」

　まぁ、確かにヒーローのバッジではあるけどさ。

「千歌、そんなにキャプテンビクトリー好きだったっけ？」

　訊たずねると、千歌は大きくかぶりを振ふった。

「違ちがうよ。お兄ちゃんはあんまり覚えてないかもしれないけど、バッジを付けたお兄ちゃんはあたしのヒーローだったんだよ。あたしが近所の子にいじめられたとき、お兄ちゃんはいつもキャプテンビクトリーの真似まねして助けてくれたの」

　そういえば、そうだったっけな。当時の僕は単純で、バッジをつけるだけでキャプテンビクトリーになって強くなれるような気がしたものだ。千歌は小さい上に生意気だったから、よく近所の、少し年上の子にからかわれた。僕はさっそうと助けに入り、恰かつ好こうよく千歌を逃がしてやった。まぁ、そのあと人知れずボコボコにされてたんですけどね！

「お兄ちゃんはずっとヒーローだったから、お兄ちゃんが急にいなくなっちゃったときも……」

　千歌の表情が陰かげる。

　その表情が少しだけ僕の心に刺ささる。それは、僕がハウスに連れて行かれ、僕がみんなと離はなれ離ばなれになった二年間のことだからだ。

「寂さびしかったけど、でも、ちょっと誇らしかったんだよ。だって、お兄ちゃんにはすごい力があったから連れて行かれたんだもん。やっぱりあたしのお兄ちゃんはヒーローだったんだって。だから、このバッジは、あたしの誇りなの」

　そう言ってバッジを抱だく千歌に、僕の心が少し痛む。

　違うよ千歌、僕はヒーローなんかじゃない。僕は、キミの言うようにハウスに連れて行かれた。でも、僕の少し遠くにあるものに触ふれる、なんていう手品じみた能力は本当に大したことがなかったから、すぐに見捨てられたんだ。キミが思っているよりも、僕はずっと恰好悪い。いつだってそうだ。昔だって本当はキミの知らないところでやられていたし、ハウスでだって僕の力は不要だと捨てられた。

　でも。

　そんな僕をキミが見たくないならば、僕はそれを見せはしない。精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って、キミの恰好いいヒーローであり続けたい。

　僕は、左ひだり腕うでを背中に回し、右みぎ腕うでを首に絡からめるようにポーズを決める。そこから、弧こを描えがくように右腕を天高く突つき上げる。手の形はもちろん勝利のビクトリー。

　確か、こんな感じだった。僕は傷だらけになって千歌のもとに戻もどり、当時の僕はぐずる彼女にこう言ってやったんだ。

「勝ったほうビクトリーが、正義ジヤステイス」

　今考えると僕は負けていた上に、キャプテンビクトリーの決め台詞ぜりふは横暴だ。でも、少なくとも千歌には、僕がヒーローに映ってくれていて、千歌がそれを望むのならば、これからも僕は虚勢を張り続ける。

　千歌はそんな僕を見て言った。

「お兄ちゃん、みんながこっちを見てるよ」

　え！

　うわっ、大きな声を出しすぎてしまったようで、学生集団やら、サラリーマン風の人やらがこっちを見て笑っていた。恥はずかしい！

　……けれど。

「やっぱりあたしのヒーローは、みんなの目を惹ひいちゃうんだね！」

　千歌が僕の手をとって、そうやって朗ほがらかに笑ってくれるのならば、このくらいの恥ずかしさなんてどうだっていいよね。




　今年のセミの声はまだ少し先のようで、夕方をすぎれば街は静かになり始める。

　僕はゆずきと二人で歩いている。

　暗くなってきたので、家まで送ろうと思ったのだ。千歌は元気になったので、もう菜々千に任せて大だい丈じよう夫ぶ。

　ゆずきは言う。

「真春くんは、優しいですね」

「そんなことないよ。優しく見えて、心の中ではいつも他人の不幸を願ってるから」

「……かなり幻げん滅めつなんですけど……」

　ジト目で見つめられた。いや、その視線傷つくよ。

「も、もちろん冗じよう談だんのやつだよ⁉」

　ゆずきは僕をにらむように見た。

　でも、ふっと表情をゆるめ、

「わかってますよ」

　笑った。

　小さなえくぼができるその笑い方は、見ているだけで幸せになる。ねぇゆずき。僕なんかより、ゆずきのほうがずっと優しいと思う。だってキミは、《裏切り体質》のためにいままでずっと苦しんでいたはずなのに、その力を千歌のために使ってくれた。ゆずきはすこしずつ前に進んでいて、そんなゆずきが僕は大好きだった。そう思ったら、隣となりを歩いているだけで少しドキドキした。

　そんなとき、不意にゆずきは寂さびしそうな顔をした。

「真春くんがみんなに優しいの、私はよくわかってますから」

　なぜか、今日一日の出来事がフラッシュバックした。

　ドーナツ屋での楽しかった時間が蘇よみがえり、ふっといまこの瞬しゆん間かんがとても寂しく感じた。隣にいるのに、少しだけ遠く感じる。

　わからないからだ。

　ゆずきが僕のことを、どう思っているのか。

　たぶん、一いつ緒しよに帰ってくれるし、嫌きらいではないと思う。でも、千歌が「ゆずちゃんはお兄ちゃんと付き合ってるの？」って聞いたとき、「ぜんぜんそんなんじゃないですっ‼」って、すごい勢いで否定していた。

　それは、心の中で僕と付き合うのは絶対にないって、そう思ってたから……とか。

　そうだとすると、単純に悲しい。

「ねぇ、ゆずき……」

「なんですか？　真春くん」

「えっと、えっとさ……」

「？　はっきりしない真春くん、珍めずらしいですね」

「そんなことないよ」

　とにかく、遠回しに気持ちを確かめてみよう。

「ゆずき、千歌と菜々千と、仲良くなれそう？」

「はいっ！　とても可愛かわいらしかったです。ただ、菜々千ちゃんは……」

「え？　菜々千？」

「いえ、なんでもないですっ。二人とも、もっと仲良くなりたいですっ」

「……じゃあ例えばだけどさ。本当に例えばなんだけど、ゆずきが二人と姉妹だったらさ、仲いい姉妹になれそう？」

「う～ん、難しい質問ですね。私は仲良くなりたいですけど、二人が私を受け入れてくれるかどうか……。あ、でも、そうしたら、真春くんとも兄妹きようだいですね！」

「そ、そうだね！」

　そう捉とらえましたか。

「お二人とも、真春くんのこと大好きなの、見てて伝わってきました」

「そんなことないよ」

「そんなことありますよっ。きっと優しいお兄さんなんですねっ。……だから、もし真春くんがお兄さんだったら、私も幸せだと思いますっ」

　……じゃあさ、もし彼氏だったら？

　聞いてみたかったんだけど、けっきょくその勇気は持てずじまいで、僕たちはゆずきの家に到とう着ちやくしてしまった。

　教えて欲しいんだ、ゆずき。

　キミは、僕のこと。どう思っているのかな。




　二人でいるときすら少し寂しく感じたのだから、当然一人で歩く道はもっと寂しい。

　とぼとぼ歩いていると、自分の家がすごく遠く感じる。

　そんなとき。

　僕に近づいてくる小さな女の子がいた。

　菜々千だった。

「あれ？　一人？」

「千歌には先に帰ってもらった。お兄ちゃんに聞きたいことがあったから」

「……千歌には聞かせたくないようなことなんだ」

「うん」

　真しん剣けんな表情だった。

　そして、菜々千はまっすぐ僕を見て、はっきりした声で言った。

「あたし、お兄ちゃんが優しい人だって知ってるよ。星空さんのこと、好きなのも知ってる」

「ば、馬ば鹿かっ！　なに言ってるんだ菜々千！」

「それなのにさ」

　少しだけ、菜々千の目に怒ど気きが浮うかんでいるのがわかった。

「……あたしは、お兄ちゃんや千歌と違ちがって、冷たい人間だから、誰だれにでも優しくなんてなれない。あたしに関係ある人だけ幸せであればいいと思ってる」

「どうしたんだよ菜々千、突とつ然ぜん」

「教えて、お兄ちゃん」

　菜々千は、頭がいい。

「星空さんが千歌と倒たおれたあとで、星空さんが立ち上がるときなんだけど。お兄ちゃん、星空さんの近くにいたよね」

「ああ、そうだったかな」

「それなのにお兄ちゃん」

　菜々千は妹だけど、僕よりも少し先を歩いているのかもしれない。




「どうしてお兄ちゃんは、星空さんに手をかしてあげなかったの？」




　だから菜々千は。

　その意味することがわかっているのだろう。

　怜れい悧りな瞳ひとみをこちらに向ける菜々千。結ゆった髪かみが夜風になびく。菜々千は本当に頭がいい。妹だけど、僕はそんな彼女を尊敬しているし、大切に思っている。

　でも、ここで引くわけにはいかない。僕は神しん妙みような空気に臆おくさないようにして、言ってやる。

　ただし情けない表情で。




「だから、僕はモテないんだな……」




　沈ちん黙もくが流れ、次いで菜々千は柳りゆう眉びを寄せた。

「……なに言ってるの？」

「いや、菜々千。僕はたったいま、天てん啓けいが降ってきた思いだよ。なるほど、キミの言うとおりだ。あの場面は手を貸すべきだった。だけど、僕は貸さなかったんだ。と言うよりも、手を貸すという気き遣づかいを思いつくことさえできなかった。たぶん、こういうことが原因でモテないんだろうな、と思ってね……」

「お兄ちゃん……」

「恥はずかしい話だけどね、言うよ。僕はいつも学校に登校すると、クラスの女子に言われるんだ。水に沈しずめてやりたい、とか、法ほう廷ていで会いましょう、とか。あと少しで裁さい判ばん沙ざ汰ただよ。もうほんと、まったくモテないんだ。でも、たったいまその原因がわかった。それは──」

　菜々千は僕の顔をじっと見ていた。鋭するどい目はまつげが長く、少しまぶたが閉じ気味なので黒目がちになる。

　そんな菜々千に、はっきり言ってやる。

「気遣いが足りないからだ！」

　言ってやった。

「つまりね。僕は気遣いさえあれば、水に沈めてやりたい、とか、法廷で会いましょう、とか言われることはなかったんだよ。やっと気づいたよ」

「いや、気遣いが足りないだけでそこまで言われないでしょ」

　ですよねー。

「というかお兄ちゃん。そんなことで誤ご魔ま化かせると思ってるの？」

「いや、菜々千。誤魔化してるわけじゃないんだ。お兄ちゃんは本当にモテなくて、そのことを菜々千に相談しようとだね──」

　菜々千の表情は変わらなかったが、心なしか、声が少し鋭くなったような気がした。

「お兄ちゃん。千歌を傷つけないで」

　……やっぱりダメだな。

　僕が、菜々千の前で誤魔化すことなんてできないんだ。

　でも、聞いて欲しい。

「菜々千。きっと、大だい丈じよう夫ぶだから」

「何が大丈夫なの。あの、星空さんて人、バーグ・ティーンなんでしょ？　きっとすごい力があるんでしょ？　お兄ちゃん、危ないかもしれないよ。それに、あの人の近くにいたら、またお兄ちゃんの力だって悪い人にバレるかもしれない。そしたらお兄ちゃん、また連れて行かれちゃう。そんなの、千歌が悲しむよ」

　その可能性は、いつだって僕につきまとう。菜々千の言うことは、もっともなんだ。確かにゆずきの近くにいれば、その可能性は多少なりとも増えるかもしれない。

　だから、これは僕のわがままなんだ。わかってる。

「菜々千、聞いてくれ」

「……なに？」

「僕は、千歌と菜々千が大切だ。でもね。ゆずきも同じくらい大切な人だと思ってる。だから、菜々千にも、彼女を悪く思わないで欲しい。これは、僕のわがままだけど……。菜々千。お兄ちゃんに大切な人が増えたら、だめか？」

「本気なの？　あの人、千歌が『お兄ちゃんと付き合ってるの？』って聞いたとき、すごい否定してた。お兄ちゃんのこと、あんまり好きじゃないかもよ」

　昼間の場面が頭に浮かぶ。

　菜々千の言葉に、胸がチクリとした。確かに、ゆずきが僕のことをどう思っているかはわからない。

　でも。

「そうじゃないんだ。ゆずきが僕をどう思ってるかじゃなくてさ、僕がゆずきを大切にしたいって思ってるんだ。それじゃ、ダメかな？」

　菜々千はいぜん表情を変えない。でも、

「ダメじゃないよ」

　認めてくれた。

「あたしも千歌も、そんなお兄ちゃんだから好きだよ。だから、それは仕方ないのかもしれない」

　──ただ。と菜々千は続けた。

「みんなを大切にすることなんてできないよ。それは、何も大切にしないのと同じだから」

　寂さびしい言葉だと思った。

　菜々千は僕と千歌をとても大切に想おもってくれている。きっと、いつも家族を優先してくれるんだ。だからこそ、そんな言葉が出てくる。

　でも、僕はそれを肯こう定ていできない。

「菜々千、それは間ま違ちがってる」

「間違ってない。みんなを平等に大切にすることなんてできない」

「できるよ」

「できない」

「少なくとも菜々千はできる」

「…………え？」

「だって菜々千は、勉強ができる。部屋の掃そう除じもきっちりできるし、料理だって上手に作る。千歌ほどじゃないけど、体育だって苦手じゃないだろ。菜々千は、どんなことだって大切にしてきた。だから、なんでもできるようになった。僕は目の前でそれを見てきた。菜々千は、目の前の一つ一つを大切にする子だ」

　だからこそ。

　妹だけど、僕は菜々千のことを尊敬してるんだ。いつだって、キミは自じ慢まんの妹だった。

　でも、菜々千は納なつ得とくしてくれなかった。

「……違うよ。お兄ちゃんわかってない。あたしは目の前の一つ一つを大切にしてるようにみえるのかもしれないけど、その代わり犠ぎ牲せいにしてることだってあるんだよ」

　ときおり吹ふく夜風は涼すずしい。

　街灯はささやかに街を照らし、求愛の虫の音が少しずつ夏の色を濃こくするのだった。

　菜々千は、それ以上語ってくれなかった。

　ただ、彼女はそれ以上僕を追及しなかった。僕たちはどこか寂しい住宅街の道を、言葉もなく歩いた。




　　　　◆　◇　◆




　千歌がいいと思います。

　僕の計画の媒ばい介かいは、千歌こそが適任に違いありません。

　だから、千歌の心と視界を共有しましょう。そのために、いったんニナとはお別れです。僕はハウスに連れて行かれ、そこから脱だつ出しゆつするときにニナには大いに役だってもらいました。ずっと彼女の物語を読んできたので、僕はすごく彼女に愛着を抱いだいておりました。でも、海外に行ってしまうのでは利用価値は半減です。




「《心の原稿Fluoroscopy》」




　唱えると、青い光が瞬またたいて僕の手元に四百字詰づめの原げん稿こう用よう紙しが現れます。この原稿用紙こそが、僕のバーグ・ティーン──《神視点Arbitrary Eye》の根幹なのです。

　この原稿用紙には、僕がペンを持たずとも時間とともに文字が刻まれていきます。自然と刻まれるその文字は、僕の筆ひつ跡せきと同じでした。この文字は、基本的には僕しか読むことができません。

　書かれている内容はニナ視点の物語です。逐ちく一いち、彼女の心情と視界の内容が刻まれていくのです。

　この物語を読むことで、ニナがなにを見て、なにを思うのかを知ることができるのです。でも、もうこれは必要ありません。ニナは海外に行ってしまうので、それはそれで面おも白しろそうですが、使い道は少ないでしょう。

　新たな物語を作るには、ひとまずニナの物語をボツにする必要があります。

　僕は原稿をくしゃくしゃに丸め、後ろに放ほうり投げました。ニナと心の共有ができなくなるのは少しさみしいけれど、仕方ないのです。原稿は、黒い炎ほのおに包まれて消えました。これで、僕は新たな物語と過ごすことができます。

《神視点Arbitrary Eye》を使用して心と視界を共有するには、次の条件をクリアする必要があります。




１．あなたの物語が読みたい、と相手の目を見て伝える。

２．その言葉に対し、相手が肯定の意思を示す。




　この二つの条件をクリアすれば、晴れて僕はその相手の原稿を手に入れることができるのです。

　千歌がいいでしょう。

　千歌がいいと思います。




　僕は千歌を見たことがあります。

　それはもちろんニナの物語に登場したことがあるのもそうですが、なんと僕は千歌と同じ中学だったのです。

　僕はハウスに拘こう束そくされる間、以前の学校は休学扱あつかいとなっておりました。復学する際に、僕は赤いリボンと青いリボンの、小さな双ふた子ごを見つけました。それは、物語に出てきた通りの外見でした。僕は二年生で、双子は一年生でした。

　二人は千歌、菜々千と呼び合っておりました。

　それから数日間ですが、僕は二人を観察しました。そして夏休みに入り、僕はいよいよ『大いなる計画』を実行するために、千歌に接せつ触しよくを試みるのです。

　夕方前の時間まで、ニナの物語に双子は登場しました。そして、ニナと双子が別れるところまでは読どく了りよういたしました。

　僕は双子の住所を知っています。だから、だいたいどの駅に何時に向かうのか、ということも見当がつきました。

　僕は予測通り双子を発見し、そして観察しておりました。できれば僕は、千歌が一人のときに接触したいと思っておりましたが、反対に双子は兄と、そのクラスメイトと合流してしまいました。ただ、双子の兄のクラスメイトはいずれ『大いなる計画』の重要なピースになってもらいます。

　ドーナツショップを離はなれ、今日はもう機会がないのかな、と思いました。

　しかし僕の祈いのりが通じたのか、時間は経たちましたがついに千歌が一人になって、あらためて僕の前に現れたのです。いつもより寂さみしげに見えるのは、おそらく辺りが暗いことだけが原因ではないでしょう。

「千歌」

　僕は呼びかけました。

　千歌は口を半開いた表情でこちらを見ました。

「だれ？　どうしてあたしの名前を知ってるの？」

「千歌は日向ひなた中では有名人なのです。だから、僕が知っていても不思議じゃないのです」

　一言目こそ怪け訝げんな表情で小首をかしげた千歌でしたが、次の瞬しゆん間かんには笑え顔がおの花が咲さきます。

「そうなんだ。あたし有名人なんだ！」

「そうですよ。可愛かわいらしい双子はどうしてもみんな気に留めてしまうものです」

「だよね！　見られちゃうのは、まぁ、美少女の宿命というやつですよ」

　千歌は可愛らしい双子のバカな方として有名なのです。僕の言葉にすでにまんざらでもない様子は、単純というより他ほかありません。

「あたしと同じ中学なんだ。名前を聞いてもいい？」

「名前は重要ではありません。千歌、名前の代わりにこれをあげましょう。甘いものは好きですか？」

　綺き麗れいに包装された小箱の中にはチョコレート菓が子しが入っております。お近づきの証しるしです。単純な千歌ならば喜んでくれるはず。

　しかし、千歌は僕のプレゼントを拒こばんだのでした。

「好きだけど、知らない人からものを貰もらったら、美み織おさんに怒おこられるから……」

　美織さんとは、確か千歌の母親だったでしょうか。

　しかし、そんなことよりも。

「ぼ、僕は千歌にとって知らない人なのですか！」

　ショックなのです。

　これほど楽しげに話した仲なのに！

「え、うん。知らない人だよ」

　……。

　僕のことを知らない人扱いするとは、いい根こん性じようなのです。

「千歌」

　千歌、僕が教えてあげましょう。

「千歌は、もし明日僕と会ったとして、おまえは僕を無視するのですか？」

「え？　しないよ」

　それで十分なのです。

「では、もう僕たちは知り合いなのです。もう僕たちは出会えば互たがいに無視できない関係にあるのですから」

「あ、そうだね！」

「だから、これを受け取っても大だい丈じよう夫ぶなのです」

「そっか！　ホントだ！」

　思った通り、千歌は単純な子です。

「千歌。本は好きですか？」

　僕は本題を切り出しました。

「え？」

「僕には、ちょっとした夢があります。それには、千歌の協力が必要なのです。手伝っていただきたいのです」

「なにかな？」

「ヘンゼルとグレーテルのお話を知っていますか？」

「知ってる！　お菓子の家のやつでしょ！」

「そうなのです。素す敵てきだと思います。夢のようだと思いませんか？　お菓子の家。僕はぜひ登場人物になって、お菓子の家に暮らしたいのです。千歌もどうですか？」

「住みたい！　美味おいしそうな家に住んでみたい！」

「千歌が登場人物だったら、ヘンゼルとグレーテルはもっと素敵な物語になったと思うのです。ぜひ読んでみたいのです」

「うん！　あたしが主人公だったら絶対面白いよ！　任せて！」

　思っていた以上に千歌は簡単に肯こう定ていを示しました。

「僕の言う通りにすれば、きっと住むことができますよ」

　千歌は目を輝かがやかせました。

　とにかくこれで。




　僕は千歌視点の物語を手に入れました。




　条件は整ったと言っていいでしょう。

「さようなら、千歌」

「え？　あたしは、なにをすればいいの？」

　それは、時期が来たら伝えます。

　今日はお別れです。

「《心の原稿Fluoroscopy》」

　小さな声でささやきました。

　僕の『大いなる計画』が、一歩前へと前進しました。

　瞬く青い光とともに現れた原稿用紙には、千歌の物語が書きだされておりました。

「ところでさ」

　僕の背中に向かって、千歌が話しかけました。

「なんで女の子なのに、自分のことを『ボク』って呼んでるの？」

　ああ、千歌は全然わかっていないようです。

「千歌、いま日本ではボクっ娘こなどまったく珍めずらしいものではないのですよ。特にマンガやアニメには頻ひん繁ぱんに登場するし、活字が主なライトノベルだともはや叙じよ述じゆつトリックにさえならないほどのレベ──
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　菜な々な千せと一いつ緒しよに夜道を歩き、僕は自宅に帰り着いた。

　が、なぜか先に帰ったはずの千ち歌かがいなかった。ちょっと心配したが、数分もせずに帰ってきた。

「あたし、迷子になっちゃった」

　自宅周辺という場所でのまさかの言い訳を千歌から聞かされた僕たちはぽかんとするよりほかない。

　その後、僕は自室のベッドに倒たおれこみつつ、夏休みのバイトどうしようかなーなどと考えていた。のだが、それはすぐ解決した。

「ぴったりよー」

　ケータイ越ごしに聞こえる間延びした声とともに。

「ほんと、あくあくまによく似てるんだものー」

　まさか「もしもし」よりも先にそんな言葉を聞けるとは思わなかったですよね！

　電話の相手は芹せり葉は先せん輩ぱいだ。そういえば前にそんなこと言ってたな。テレビＣＭでお馴な染じみのあわれなクマに似ていると言われるのはなかなか複雑なものがあるよ。

「それを言うために電話してきたんですか？」

「そうよー」

　……電話切っちゃおうかな。

「あ、それだけじゃないわよー」

　良かったです。

「本題は───」

　始まった芹葉先輩の話は、意外にも僕たちにとって素敵なものだった。

　バイトの話である。

　件くだんのあわれなクマ、あくあくまでお馴染みの水と自然の遊園地──アクアマリン向むこう島じま。そこで着ぐるみアクターを僕、ゆずき、アネさんがやってくれないかというお誘さそいだった。要するにあくあくまを演じろってこと。

　てゆーか。

「なんで芹葉先輩がバイトの斡あつ旋せんしてくれるんですか」

「あら、言ってなかったかしらー。アクアマリンは芹葉のおじいちゃんが経営してるのよー」

　聞いてなかったんですが。

「……芹葉先輩って、マジでお嬢じよう様さまだったんですね」

「そんなことないわー」

　……謙けん虚きよだ。

「って言ったら、謙虚に聞こえるかしらー」

　台無しですね。




　着ぐるみアクターと言えば、夏場は暑くて最悪の職種だ。

　でも、それは僕たちにとっては最高かもしれない。なぜならば、直接触ふれる可能性が限りなくゼロに近いからだ。着ぐるみに入ってしまえばゆずきでも安心。誰だれにぶつかっても何も起こらない。

　ということで、僕はその話をゆずきに伝えた。ゆずきは喜んでくれた。アネさんは、最初乗り気ではなくどっちつかずの態度だったが、「嫌いやならしょうがないよ。僕の方から芹葉先輩にアネさんは参加できないって伝えておくね」と言ったら「な、何よ！　参加しないなんて言ってないでしょ！」と急に乗り気になった。

　なんなんだ。

　もともと、そのシフトに入るはずだったバイトが急にいなくなったらしい。その代役ということなので、夏休みが始まって二日後というなかなか急な日程で僕たちは働くこととなった。

　五日間続くバイトの初日を迎むかえ、僕たちはアクアマリン向島にやってきた。

「バイト、楽しみですねっ。真ま春はるくん！」

　そう言ってぴょこぴょこ歩くゆずき。動きやすい恰かつ好こうでこいという話だったので、シャツにスカートっぽいけど実はズボンという恰好なゆずきは制服とは違ちがってまた可愛かわいらしい。でも胸を含ふくめて細い佇まいが、角度によってはときおり少年に見えるね！というのはまぁ黙だまっておこう。

「芹葉さん、なんかあたしたちに変なことさせる気じゃないでしょうね……」

　可愛らしいゆずきとは対照的に、ホットパンツからスラリと伸のびる白いおみ足眩まぶしいアネさんはなんか恰好いい感じだ。これでサングラスでもしたらほんと芸能人と言われても信じてしまいそう。

　アクアマリン向島は郊こう外がいに立地した少し行きづらい場所なのだけど、レンガが敷しかれ拓ひらけた場所には大勢の人が集まり、そしてどこかお城のような入り口を見るとどうしたってテンションが上がる。

　まぁそれは男子の僕よりもきっと女子のほうが上がるものだろう。さらに言えば女子の中でも年の若い子のほうが上がるに違いない。というわけで、

「わー遊園地なんて久ひさし振ぶりだね！　ね、菜々千！」

「そうね」

　妹たち──主に千歌がテンション上がっていた。

　なぜ妹たちが来ているかといえば、以前芹葉先輩から電話が来たとき、その内容は見事に壁かべ越ごしの千歌に聞かれ、「あたしも行くあたしも行く」ということになってしまったからだ。これではもう止めることは不可能なのである。

　そして、

「俺も小学生のとき以来だ」

　青空のもと遠くまで響ひびく低音、それは青あお山やまの声だ。ゆったりとした所作はどことなく優ゆう雅がだが、どことなく優雅な所作のときは割とノリノリだということを僕は知っている。

「あ、青山もやっぱり久びさなんだね！　やっぱり人妻好きの変態で、友だちが少ないからかな。ね、菜々千！」

「中高生にして人妻好きは、ちょっとひかれても仕方ないよね」

「待ってくれ。その情報は事実ではない。小こ早ばやか──キミたちのお兄さん特有の噓うそだ」
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「！　お兄ちゃんの言ったとおりだ！　お兄ちゃん、『青山は絶対自分が人妻好きだと認めないだろうけど、それはテレ隠かくしだから』って言ってた‼　ね、菜々千」

「うん。往おう生じよう際ぎわが悪いと思う」

「それは間ま違ちがいだ。月つき丘おかと星ほし空ぞらからも言ってやってくれ」

　と、青山はすがったのだが、

「は？　自分で何とかしなさいよ青山。ね、ゆず」

「は、はいっ」

　アネさんからは援えん護ごしてもらえず、そうなればアネさんの舎しや弟ていと言ってもいいゆずきの援護ももらえなくなる。どうでもいいけどアネさん、テストで青山に負けたからって露ろ骨こつに敵視するのはどうかと思うよ。

「誰にも助けてもらえないね！　やっぱり人妻好きなんだ。ね！　菜々千」

「もう言い訳のしようがないね」

　青山は無言で頭を抱かかえた。

　過度な反論をしないことをポリシーとしている青山は、こうなってしまえばどうしようもない。

　そもそも、青山は遊園地にくること自体あまり乗り気じゃなかった。僕としては、僕たちがバイトしている間、青山に双ふた子ごの面めん倒どうを見て欲しかったのだが、

「どうして俺がおまえの妹のお守りをしないといけないんだよ」

　つれない返事をするばかり。

　でも。

「青山遊園地にきて、千歌と菜々千のお守りしたほうがいいと思うよ」

「は？　なぜだ」

「なんでか知らないんだけどさ、千歌と菜々千、変な勘かん違ちがいしちゃっててね。どうやら青山が人妻好きの変態だと思ってるらしいんだよ。もう人妻であれば手当たり次し第だい手をだす野や獣じゆうで、日向ひなた町の人妻はみんな青山の手て籠ごめにされてると思ってるんだ。特に千歌はその思い込みが強くて、しかも彼女はおしゃべりだから、学校ですぐ広まると思うよ。僕はいつも青山はそんなやつじゃないって言うんだけど、どうしても伝わらなくてさ。だから青山、とりあえず僕の妹のお守りをしてさ、誤解を解いておこうよ」

　僕の必死の説得（と家庭内で青山情報をリークするという事前準備）の甲斐かいあって、彼を遊園地に呼ぶことに成功した。

「青山、早くしてよ！　青山には速さが足りないよ。ね、菜々千！」

「う、うん」

　くるくる回りながら青山を急せかす千歌。

　ちなみに、僕が家で青山のことを青山と呼ぶので、千歌にも伝染うつったっぽい。青山も不本意そうな表情をしているが、極力年下には優やさしくするがポリシーの青山は、それを上手に注意することができないでいた。

　なんて、青山の不ふ憫びんさを横目に見つつ、アクアマリン向島の入場ゲート付近は徐じよ々じよに混こんでくる。

「ゆず、小こ早ばや川かわ。そろそろ行くわよ」

「は、はいっ」

　バイト組の僕たちは、三人のお見送りだ。後ほど別の入口から中に入ることになっている。人通りが多いところはゆずき的な意味で危ないしね。

　などと考えていながらも、気になる千歌の存在。それは僕がシスコンなわけではなくて、単純にくるくる回ってるからだ。

「おい千歌。周りの人に迷めい惑わくだから、あんまり回るなよ。ホントさっきからスカートの中見えてるし」

　嬉うれしいのはわかるけど、やたらテンション高い。

「シスコンのお兄ちゃんをもつ妹は大変なのですよ。大だい丈じよう夫ぶだよ。これ、見られても減らないパンツだから」

　逆に、見られたら減るパンツってなんだ。それどこで売ってるの？

　ともかく、さっきからちょくちょく人とぶつかりそうになってるし、ホント気をつけて欲しい。遊園地だから子どもも多いしね。

「小早川。あたしたちは時間だから、もう行くわよ」

　アネさんの言うとおり、そろそろ集合時間も近づいてきている。

　遅ち刻こくしたらせっかく紹しよう介かいしてくれた芹葉先輩にも悪いし、そろそろ行かなきゃな。

「そうだねアネさん。ゆずきも行こう」

　と、横を見たときだった。

　そこには、わりと衝しよう撃げき的な光景があった。それは、ある意味でどうということのない光景かもしれないが、少なくとも僕にとって背筋が冷える程度にびっくりする事態だ。

　それは、ゆずきと菜々千がもつれるように倒たおれる姿だった。

　え？

　二人でなにやってんの？

　夏の薄うす着ぎの二人がそんな状態になれば当然のように素す肌はだの接せつ触しよくがあるわけで、夏の日差しでわかりにくくはあるものの確かに青い発光があったのだった。

「二人とも、大丈夫か！」

　転んだという意味でもそうだし、それ以上に。

《裏切り体質》的な意味で。

「どうしたの⁉　菜々千！」

　千歌がこっちに戻もどってきて、菜々千に手を貸した。

　そして返す刀でゆずきにも手を貸そうとした千歌を、

「ダメ」

　菜々千が引き止めた。その間に、ゆずきは跳はね起きる。

「な、なにすんのさ菜々千！」

　びっくりしたような表情の千歌。菜々千は一いつ瞬しゆん不安げな表情をして、次に僕の方をキッとにらんだ。口に出してはいないが、『千歌を悲しませないで』と言われているような気がした。

「菜々千！　大丈夫なら早く行こ！　時間と青山は待ってくれないんだよ！」

　意外とノリノリの青山は、鼻歌交じりにもうだいぶ先まで行っていた。あいつ……やっぱりかわいいな。

　菜々千はまだこちらに顔を向けていたが、

「え、あ──きゃ」

　千歌に腕うでを取られ、引きずられるように入場ゲートへと向かった。

　僕はゆずきの方を見た。

「だ、大丈夫？　ゆずき」

「……わ、私は平気ですけど……」

　どうやら、彼女はすりむいたりしてはいないようだ。それはひとまず良かったとして、

「なにがあったの？」

　僕がゆずきに訊たずねると、後ろからアネさんが語った。

「いま、あんたとゆずがぶつかりそうになったのよ。それを、小早川の妹がかばったみたい」

　なんでも、ゆずきは走って遊んでいた子どもにぶつかりそうになったらしい。しかし、そのときにバランスを崩くずして僕にもたれかかりそうになった。それだけならば、僕の服の部分をつかめばよかったのだが、菜々千が間に割って入ってくれたということだった。結果としてゆずきは僕と触ふれなかったが、しかしゆずきは菜々千と触れ、能力を発動させることとなってしまった。

　菜々千……余計なことを……なんて言えるわけがない。彼女は、僕を守ろうとしてくれたんだから。

「問題は、小早川の妹が何を考えてたか、よね」

　アネさんの言うとおり。

　確かに現れた青い発光。それは間違いなくバーグ・ティーンの光であって、そうであるならばなんらかの裏切りが起こったに違ちがいない。僕は周囲に視線をさまよわせた。が、目立った変化は見当たらない。人は多いが何事もなかったように賑にぎやかな喧けん騒そうが続いている。

　菜々千は千歌に連れられて、すでに行ってしまった。彼女がなにを考えていたのかはもうわからない。

「小早川、ゆず。とにかくもう行くわよ。バイト始まっちゃう」

　異様な緊きん張ちよう感かんに包まれていたが、しかしそれに対処する手立てを僕たちは持っていなかった。だから不安を抱えつつも、僕たちはバイトに向かうしかない。




　が、人間は慣れる生き物である。

「何も起きないんじゃないの？」

　と話すアネさんは気楽なものだ。しかしそれはある意味もっともで、起きるかどうかわからない未来を気にしていまを楽しめないのはあんまりいいことじゃないと思う。

　しかし、それでもゆずき本人は不安に思っているようで、

「菜々千ちゃん……何を考えていたんでしょうか……」

　小さな眉み間けんを寄せ、浮うかない顔をしていた。

「気にしたってしかたないよ。とにかく急ごう」

「そうよゆず。遅おくれたら、紹介してくれた芹葉さんに悪いわ」

「は、はいっ」

　杞き憂ゆうで終わればいい。でも、もし何かあったとしたら。僕がゆずきに手を貸せるように、ずっとそばにいよう。

　僕たちは職員通路から敷しき地ち内に入り、控ひかえ室しつ──という名の倉庫のような場所──に向かった。

　動きやすい服でくるよう言われていた僕たちは、頭にタオルを巻いて着ぐるみをかぶるように着用した。僕が一番おおきな『いちごう』、アネさんが中くらいの『にごう』、ゆずきがちっちゃな『さんごう』のあくあくまを身にまとう。そして簡単なレクチャーを受け、さっそく園内に駆かり出された。最初は若じやつ干かん緊きん張ちようしたが、しかしやることはそう難しくない。職員の人から渡わたされた風船を子どもたちに配ったり、記念写真に応こたえたりするだけということだ。基本的に、着ぐるみはしゃべっちゃいけないらしい。

　そんな感じだったので、僕のすることは簡単だなーと思ってたんだけど、

「あとは、適当にかわいい動きでみんなを笑え顔がおにしてくれれば大丈夫ですから」

　という職員さんの最後の一言で、ぐっと難易度が高くなったんですよね！

　僕たちは園内に放ほうり出された。

　クレープとかアイスとかの露ろ店てんのある、園内のちょっと開けた場所だ。近くにブルーライナーという名物のジェットコースターが走っており、楽しげな悲鳴と水しぶきの音がよく聞こえる。

　そんな場所で、僕はいままでに経験したことのない状じよう況きように遭そう遇ぐうした。ある意味その状況に遭遇したことがないのは僕の人生のもの悲しさを表しているのかもしれないが、しかしこんな状況は多くの人が体験したことはないのではないか。

　少なくともこれだけは言える。

　悪い気は、しない。

「きゃーかわいい。いちごうちゃーん！」

「写真とっていいですかー？」

「さわりたいよー。さわっていいー？」

　人気なのである。

　風船配りをしているのだが、みんなから笑顔を向けられるのだ。

　僕は知らなかったんだ。たくさんの無む邪じや気きな笑顔を集めることが、こんなに幸せなことだなんて。だって、同じウロウロすることであっても、かわいいフグの看板を持ちながら日向ひなた高校の敷地を素す顔がおでウロウロすれば、僕は「懲ちよう役えき刑けいを覚かく悟ごしなさいよね！」なんていう罵ば倒とうを受けるわけだよ。てゆーかそれでもし本当に起き訴そされたとすれば、僕の人生は高校生にして大きな軌き道どう修正を余よ儀ぎなくされることになる。僕、本当に『抱ほう擁ようの会』をやめる時期にきているのかもしれないよね。

　しかしここでは、

「やわらかーい」

「もしゃもしゃしてるねー」

「あわれだねー」

　そうやって子どもたちにチヤホヤされるわけだ。まあ、『あわれだねー』に関しては微び妙みようなわけですが、でも気分はそれほど悪くない。

　と、僕はバイトを楽しみつつもゆずきの様子を気にしていた。やっぱりさっき《裏切り体質》を発動させたわけだし、なにかあってもおかしくない。そしてなにかあってから考えるのでは遅おそいのだ。僕は、できるだけゆずきから離はなれないようにした。

　表情は見えないが、いそいそと子どもたちの相手をしているゆずきは楽しそうだ。小さい彼女は着ぐるみに包まれてもやっぱり小さくて、さんごう姿がとても良く似合ってると思う。

　僕は一応アネさんの方も確かく認にんした。アネさんはものすごくこっちを見ていたと思ったら、急に僕に近づいてきた。

　そして顔を、視界が狭せまくてよく見えないんだけどおそらく僕の耳元に近づけ、

「子ども相手になにする気よ、ロリコン」

　ささやいた。

　アネさんなに言ってるんですか……。




　という感じで、バイトはとにかく楽しい時間だった……らどれほど良かっただろうね。

　何事も、楽しいのは新しん鮮せんな気持ちを保てている間だけである。ほら、ゲームだってやり込みすぎてレベル上げが作業になってくると、いままでより面おも白しろくなくなるでしょ。もっともそれほど楽しくないのに延々とレベル上げを続けてしまう魔ま力りよくがゲームにはあるのだけれど。

　それはともかくいつもと違う高こう揚よう感かんで序じよ盤ばんこそワクワクしていたが、しかし時間が経たつとともにこれは苦行だと悟さとった。たぶん僕だけじゃない。ゆずきとアネさんも、初めに比べて明らかに動きのキレがなくなってきた。よたよた歩くゆずきのさんごうは、なんか初め見たときより年取って見えるよ。

　でも、それは仕方ないと思う。暑いんだ、この着ぐるみ。

　全身もこもこの毛で覆おおわれている上に、黒を基調としているのでとにかく熱を集める。虫眼鏡があればもやされてるレベル。そして季節は夏だ。日本のジメジメした気候と相まって、着ぐるみの中は汗あせでベトベトだった。

　さらに、

「中の人は男なの、女なの？」

「ほんとあわれだよなー、蒸むし暑いのにこんな着ぐるみ着ちゃってよー」

「ＣＭではいつもこけてんだろ。こけろよー」

　あくあくまゆずきが悪ガキたちに囲まれ、足元をガシガシ蹴けられていた。それぞれ赤、青、黄色のシャツを着た信号みたいな子どもたちだった。なんというか、けっきょくあくあくまってなめられキャラなんだよね。ゆずきはこの中で一番小さいので標的になってしまったのだろう。

　多くのお客さんとの交流は楽しいんだけど、やっぱり一部に調子に乗っちゃう人がいて、そういう人の対応するのは本当に疲つかれる。子どもだから仕方ないといえばそうかもしれないが、それなら大人がきっちりついているべきだろ。

　暑い中、こういうお客さんは本当にかんべんして欲しい。

「おきゃくさまは神様なんだぞ！」

「そうだ、サービスしろ」

「こけろー」

　僕が他ほかのお客さんと写真をとっている間、アネさんがガキどもをゆずきから引き離はなそうとするのだが、お客さん相手なのであまり強くもできない。

　しかも、にごうあくあくまの愛らしい容よう貌ぼうのため、いつもの威い圧あつ感かんがゼロだ。ほんと、あのかぶりものを外してアネさんがどんな表情をしているかガキどもに見せてやりたい。

　僕はお客さんとの撮さつ影えいが終わったので、ガキどもを追い払はらうのを手伝おうと思った、ときだった。

「うわ！」

　何かにつまずいて、僕はバランスを崩した。着ぐるみ、視界悪すぎるんだ。でも倒たおれながらにして、僕はガキに足をかけられたことに気がついた。

　足をかけられた場所も悪かった。大きく弧こを描えがいた三段の幅はば広ひろい階段のあるところだったので、僕はそのまま転げ落ちてしまったんだ。

　痛い。が、それはいい。

　問題なのは、

「きゃっ」

　そのあとゆずきも転がり落ちてきたこと。

「ぐはぁ」

「ご、ごめんなさい真春くんっ。大だい丈じよう夫ぶですかっ」

　ゆずきはもちろん軽いのだけど、段差のあるところから降ってくればわりと重圧はかかる。

　仰あお向むけだった僕とうつ伏ぶせのゆずき。僕たちは合わさるような形になった。

「ゆずきこそ、大丈夫？」

「だ、大丈夫ですっ」

　思わず声を出してしまったあとに、着ぐるみを着ているからしゃべってはいけないことを思い出す。が、そんな場合でもなかった。

「あいつらに、落とされたの？」

「え？　えっと、いえ、わ、わかりませんっ」

　まあ、視界が狭いしね。でも、この場面はそれ以外考えられないと思う。

「足をかけられたのかな？　それとも、後ろから押された？」

「…………えっと、全身がふわっと……浮きました」

　……？

　なにそれ。

「多分……子どもたちに落とされたわけじゃないと……思います」

「そう……なの？」

　なんてずっと抱だき合ったまま話していたもんだから、

「きゃー、あくあくまがお盛んよ！　さんごうがいちごうを襲おそってるわ！」

「おいおい、遊園地で何やってるんだ」

「子どもがいるのよ！　だから子作りは……えっと……夜にしなさいよ！」

　夜ならいいんですかね。

　そこで、僕はゆずきと抱き合っていることを初めて意識した。ゆずきは《裏切り体質》だから、普ふ段だんは抱き合う事なんてできない。だけど、着ぐるみをまとっているから僕たちは普ふ通つうに抱き合うことができているんだ。まぁ、着ぐるみだからせっかくゆずきと抱き合えてるのに、なんか嬉うれしさ半減ではあるんだけど……。

　とにかく、僕はゆずきと一いつ緒しよに立ち上がった。

　ガキどもは段の上からこっちを見てゲラゲラ笑っている。

　さっきまではただただイライラしてたんだけど、僕は少し落ち着いていた。やっぱりなんやかんや、ゆずきと抱き合えて嬉しかったしね。それに、よくわからないけれど、ゆずきを落とした犯人がガキどもだという確証もない。ただ、僕に足をかけたのは、まあちょっと反省してもらおう。

　僕は段を上がりつつ、それを行った。

　晴天の空の下。

　弾はじける。

　火花のように儚はかない青い閃せん光こうだ。僕の能力は大したことないからか、輝かがやきも小さい。派手さはないけど、目立たなくて便利だよね。

　ちょっとした、いたずらだ。

「はっはっは…………ん？　おいおまえ、いまおれのこと触さわった？」

　赤いシャツが首を傾かしげた。

「いや、触ってないけど」

　答える黄色いシャツ。

「うわっ！　なんか動けねぇ！　足が、足が」

　赤いシャツがわめいた。

　僕の能力は、頭の中でイメージすれば、離れたところにあるものに触ふれることができるというものだ。昔はほんと、近くしかできなかったけど、なんか年々遠くのものまで触れるようになった、気がする。

「ねえ、どうしたの？」

「わ、わかんねぇけど、足が！」

　要するに何をしているかといえば、見えざる手で赤の足を摑つかんでるんだよね。

　さて、と。

　僕は段を上がって、赤シャツに近づいた。赤シャツは僕に足を摑まれているのでこの場から動くことができない。

　僕は赤シャツに顔を近づけ、いつもより低い声を意識しながら、

『出るんだよ。足なしお化けが、キミの足を奪うばいに』

　言ってやった。

　同時に僕は、赤の足から手を離す。赤は、バタバタと足を動かしたと思うと「ひっ」と声を上げ尻しり餅もちをついた。次に僕は、青と黄色の足を一本ずつ摑む。

「なに！」

「いいっ！」

　そして、離す。また、青と黄色は飛び上がるようにして尻餅をついた。ついたまま、僕の方を見ながらずるずると後ずさる。

「……おい、やばいよ、行こう」

「逃にげよう……」

「ま、ママに言いつけてやる！」

　上手うまくいったようだ。

　ガキどもは顔を青くして僕たちに背を向け走り去っていった。……ちょっとやり過ぎだったかな。

　と、ぱーんという音を立てて、僕は頭を叩たたかれた。な、何するんだアネさんあくあくま！

　などと思っていたんだけど、

「よくやったわ」

　耳元で小さくささやいた。

　ああ、褒ほめてくれたんですね。褒めるときに叩くとは、なかなかバイオレンスですね。

「でも、あんたいま、なにやったの？」

　そういえばアネさんにはまだ、僕の能力のこと言ってなかった。だから、僕がバーグ・ティーンであることも知らない。これは……あとで話すことになりそうだな。




　着ぐるみの中でボイルされながらその後も僕たちは業務を続け、やっとのことで休きゆう憩けい時間に入った。

「あっついわねっ」

　アネさんは気絶するようにパイプ椅い子すに座り込んで、かぶりものを脱ぬいだ。汗ダラダラで、頭に巻いたタオルからこぼれ落ちた髪かみが顔に張り付いている。顔が真っ赤だ。

「アネさん……大丈夫？」

　アネさんは態度こそ大きいが、体は強いわけじゃない。

「へ、平気よ！　……なによ小早川……心配してくれたの？」

　まぁ心配だったわけだけど、なんとなくそれをはっきり言うのは恥はずかしいな。

「ううん、ぜんぜん心配じゃなかった。だって、アネさんは学校屈くつ指しのヤンキーだからさ、そのくらいは平気だろうと思ってたよ」

「そ、そうよね！　あたしがこのくらいでへたるわけないじゃん！　小早川はよくわかってるわ」
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　誇ほこらしげだな。その設定、よっぽど気に入ってるんだね。と、そこで彼女のシャツが汗あせで張り付いてることに気がついた。ツンと張る胸ははっきりとレースのブラが浮うかび上がり、ブラの部分を避さけるように汗で色が変わっている。うわ、エロいな。

「なによ小早川、口開けてばかみたいな顔して」

「い、いや、ほら僕金魚的な存在だから、エサが欲しいときは口開けるんだよ」

「クラスのみんなが水に沈しずめたくなるのも当然というわけね」

　汗のせいで妙みようにエロいことになってるのは指し摘てきしないでおこうそうしよう。僕はゆずきの方に視線をむけた。ああ、ゆずきもめっちゃ汗かいてる。

「ゆずきは、大丈夫？」

「だ、大丈夫ですよっ！」

　アネさんと同じように顔を真っ赤にし、少し息を切らせている。頭のタオルも取るのを忘れて椅子でぐったりしているゆずきを見てると、なぜかほのぼのした気持ちになるよ。

　まぁそれはいいとして。

「階段から落ちたときは、平気だった？」

「平気ですっ！　真春くんが……下にいたので……。真春くんは、大丈夫ですか⁉」

「いや、僕はもうだめだよ。死にそう。体の水分という水分がもう抜ぬけちゃってさ、はっきりいっていま干ひ物ものみたいな状態だからね。長期保存食品として活かつ躍やくするレベル」

「よくわかりませんけど、大丈夫そうですねっ！」

　え？

　というくだらない会話をしたり、支給された昼食を食べたりしながら僕たちは休憩時間を過ごしていた。平和な感じだ。こんなバイトだったらこれから五日間まずまず楽しく過ごせそう。まぁこれから午後あの暑い中で動きまわるのは重労働ではあるんだけどね。

　そんなとき、アネさんが僕に訊たずねた。

「ところであんた、午前中ガキどもになんかしたわよね。何したのよ」

　それは、当然の疑問だと思う。

　僕がバーグ・ティーンであることを知ってるのは、家族以外ではゆずきと青山だけだ。ゆずきにはまえに病院跡あとで肝きも試だめしをしたときに、僕の能力を伝えた。彼女が能力をおおっぴらにしてくれたのに、僕が話さないのは圧あつ倒とう的にフェアじゃないと思ったから。青山には、アネさんがハウスにさらわれたとき、助けに行く途と中ちゆうで僕の能力について話していた。もしかすると、なにかの役に立つかもしれないと思ったのだ。僕はこの能力のことを多くの人に言う必要はないと思っている。だから、隠かくしているといえばそうだ。でも、アネさんであれば話してしまっても問題はない。

　薄うす暗ぐらい倉庫のチカチカする蛍けい光こう灯とうのもと。何気ないことを話しているつもりだった僕は、何気なくこの話を聞いてもらえると思っていた。

　でも。

　僕がこの事実を話したとき、アネさんが泣きそうな表情を浮かべたのだった。

「ごめんアネさん、僕……アネさんに隠すつもりは──」

　そんな彼女のうるうるとした瞳ひとみが僕を動どう揺ようさせる。

　しかし。

「小早川！」

「はい！」

　アネさんは、小動物が牙きばをむくようにキッと僕をにらんだ。

　次いで、すべらせるように視線を移した。

「ゆず！」

「は、はいっ！」

　え、このタイミングでゆずき⁉　相変わらず追い詰つめられたネズミみたいな感じでアネさんはゆずきを睨にらんでいる。なんでゆずき？

　と思うと今度は下を向いて。

「ずるい……」

　こぼすように言ったのだった。

　え？

　なにがずるいの？

「ゆずばっかり小早川と一緒でずるい」

　一いつ瞬しゆんなに言ってるのかわからなかった。だから、「いまなんて？」と聞き返してしまった。すると。

「あたしだけ仲間はずれなのがつまんないって言ってんのよ！」

　割と理り不ふ尽じんな嫉しつ妬とでした！

「いやいや、ちょっとまってよアネさん。はっきり言って、バーグ・ティーンなんて、なってもいいことなんて一つもないよ？」

　だいたい僕、バーグ・ティーンだけどできることなんてマジ限られてるしな。嫌いやなことの方がずっと多い。

「わかってるけど、でも、羨うらやましいのは羨ましいの！　二人がきっとそのせいでつらい思いをしたのもわかってるわ。でもでも。それでも羨ましいのは羨ましいの！」

　なんか子どもが駄だ々だをこねるみたいなアネさん。まぁ、そうやってぷっくり頰ほおをふくらませるアネさんはちょっとかわいいわけですが。

「もう！　行くわよゆず！」

　アネさんは席から立ち上がった。

「あれ、どっか行くの？」

「き、聞くんじゃないわよ！　っさいわね！」

　いやいや、そんなこと言われたら気になるよ。僕がもう一度訊ねると、

「トイレよ！」

　と大きな声を上げられました。そうだね、午前中からずっと着ぐるみで行くタイミングなかったもんね。

　アネさんとゆずきは、ドアの方に向かった。

　そのときだった。

　僕の全身が急に何かに引っ張られた。何が何だかわからないまま体がふわりと浮いて、僕はパイプ椅子ごと倒たおれた。

　え？

　なにこれ。

「なにしてんのよ小早川！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか真春くん！」

「だ、大丈夫だよ。はは……なんだろ？」

　僕の無事を見届け、二人はあらためてトイレに向かった。僕も椅子に座り直す。

　がちゃん。

　僕は倒れた。

「小早川……ふざけてるわけ？」

「い、いや……そんなことないんだけどな。とにかく大丈夫だから、休憩時間そんなにないし、早くうんこ行ってきなよ」

「ばかっ」

「サイテーです……」

　などと罵ば倒とうを受けながら、もう一度僕は椅子に座り直し、二人を送り出した。

　がちゃん。

　僕は倒れた。

「小早川……わざとやってるなら、怒おこるわよ」

「いや、別にわざとってわけじゃないよ！　あれ……おかしいな……」

　とにかく僕は、もう一度椅子に座り、二人を送り出した。

　がちゃん。

　僕は倒れた。あれ、本当におかしい。なにが起きてるんだ？　わざとじゃないんだけど、でも、こんな風もない屋内で、わざとでなく椅子から倒れる、なんて。

「……いい加減にしなさいよね……小早川！」

　ああ！　ついにアネさんの金きん髪ぱつが怒ど髪はつ天てんを衝つくって感じになってる。

「ち、違ちがうんだよアネさん。僕はちょっと椅子で倒れることに快感を覚えるってだけで──」

「やっぱりわざとなんじゃない！」

　適当なことを口にしてしまう自分の性格がつらい！

「ち、ちが」

　と、そこでゆずきが割って入った。

「あのっ！」

　ゆずきは僕とアネさんを交こう互ごに見た。そこには、思った以上に真しん剣けんな彼女の大きな瞳があった。

　そして、ゆずきは半ば忘れかけていたことを、真剣な口調で言ったのだった。




「もしかすると、なんですが、《裏切り体質》のせいではないでしょうか」




　一聞したとき、僕は今朝の映像がフラッシュバックしたんだ。

　おそらく、アネさんも。遊園地に到とう着ちやくしたとき、ゆずきと菜々千がもつれるように倒れた。そして、二人は、触ふれ合った。確かに顕けん現げんした青い光。

　しかし。

　その光が何を意味しているか、《裏切り体質》が何を引き起こしたか、ということを僕たちはまだわかっていなかったのである。

　それが……今いま頃ごろになって？

　僕たちはいま、何が起きたかを冷静に考えた。そして、もう一度同じことをやってみる。すると、やはり僕は同じように椅い子すごと倒れた。

　アネさんが、人差し指をくちびるにあてた思案気な表情で、言った。

「どうやら、ゆずと小早川は離はなれられなくなったみたいね」

　何時間と気づかなかったその事象。

　ゆずきが僕から離れると、僕がゆずきの方向に引っ張られるのだ。逆もまた然しかり。僕がゆずきから離れると、ゆずきが僕の方向に引っ張られる。僕とゆずきが半径二メートル以上離れようとすると、動いている方に動いていないほうが引っ張られるような力が働く。その結果、僕たちは離れられないのだった。僕が階段から落ちたとき、ゆずきがあとから落ちてきたのもおそらくこれが原因だろう。悪ガキたち、疑ったりしてごめんなさい。

　とにかく、どんな現象が起きているかということの見当はついた。であれば次の問題は、なぜそんなことになったのか、である。《裏切り体質》は、相手の思ったことの反対の現象を起こす体質だ。

「たぶん、菜々千ちゃんは、私と真春くんが近づくのが嫌だったんだと思います。自分で言うのも辛つらいですけど、私、菜々千ちゃんに嫌きらわれていると思うので……」

　寂さみしそうな表情をして、ゆずきの声は消え入りそうになった。

　違うよゆずき。菜々千はけっしてキミのことを嫌っているわけじゃないんだ。ただ、僕に危険が及およばないようにと、僕と千歌のことを大切に思ってくれている。菜々千の気持ちが僕は少し寂しくて、でも、やっぱり嬉うれしくもあった。

「たださ、あんたたち。どうしていままで気づかなかったの？　二メートル離れることもできないのに、普ふ通つう気づくでしょ」

　アネさんの指し摘てきはもっともだ。

　なんでだろう、と僕が思った矢先。

「そんなに……ずっと近くにいたんだ」

　アネさんは、どういうわけか寂しそうな声をだしたのだった。

　そうだ。朝、ゆずきと菜々千が接せつ触しよくしたときから、僕はずっとゆずきを気にしていた。離れないようにしていた。

「ずるいよ。二人ともずるい」

　彼女に、なんて声をかけていいかわからなかった。機転の利きかない自分が情けなく、ただ機転を利かせようとしている自分はもっと情けなかった。

　そんなタイミングで、

「午後の部行きますよー」

　職員の人が気軽な感じでやってきたのだった。

　少し僕たちの雰ふん囲い気きはぎくしゃくしたまま、その後もひたすら暑い中バイトを続けた。あいかわらず暑いし、代わる代わる現れる悪ガキたちは鬱うつ陶とうしい。でも、やっぱり気軽に子どもたちと触れ合えるゆずきは、バイトを楽しんでいるように見えた。

　ただ、休きゆう憩けい時間にトイレに行けなかったアネさんとゆずきは、妙みように内うち股またでしたけどね！




　僕たちはまた二時間働いて、そして休憩時間に入った。

　そして、アネさんとゆずきは控ひかえ室しつで着ぐるみのマスクを取ると、「早くして」というアネさんの声とともにトイレへと向かった。僕はまだ多少余よ裕ゆうがあったが、二人はそうでもなかったらしい。

　とにかく僕とゆずきがあまり離れられないので、僕も女子トイレの前まで行く必要があった。

　しかし。

　どうやら《裏切り体質》の効果は二メートル以上離れられない、だけではなかったのだ。僕はトイレの前でまとうとしたのだが、ゆずきが女子トイレのカクカクと蛇だ行こうした入り口を進んでいったとき、ゆずきが視界から消えようとしたタイミングでバチバチ、と青い光がはじけて僕は彼女に引き寄せられた。

　アネさんとゆずきの歩くすぐ後ろで、倒れる僕。

　要するに女子トイレに入りかけながら倒れる僕。

　そんな僕に声をかけるアネさん。

「何してんのよ変態」

「ほら、なんていうかさ。二人が心配で。女子トイレとはいえ、中にどんな危険があるかはわかったもんじゃないからね」

「中の危険より、あんたのほうがよっぽど危険よ」

　アネさん、マジでそのとおりだと思います。




　僕たちは、僕とゆずきにかかっている《裏切り体質》の縛しばりについて、もう一度考えなおした。そして、たどり着いた仮説は『僕とゆずきは半径二メートル以内の同じ空間にいなければならない』というものだ。同じ空間とは、僕とゆずきの間に仕切りがあってはいけないということ。

　すなわち。

「じゃあ、私が、その、お手洗いを使うには……」

　ゆずきはそう言いつつ真っ赤になった。たぶん、僕も真っ赤になってるんじゃないかと思う。

　ゆずきがお手洗いを使うには、ゆずきはドアを開け放つか、あるいは僕も一いつ緒しよにトイレの個室に入らなければならないということだ。

「ちょっと……トイレはまた今度にしない？」

　僕は提案したんだけど、

「もう……厳しいです……」

　ゆずきは内股で申し訳なさそうに言った。ごめん、でもなんかこっちが申し訳ない気持ちになるよ。

　この場所は職員通路であって、基本的にお客さんはこない。だから空すいていることがせめてもの救いだ。

「小早川、仕方ないわ。あんた女子トイレ入んなさい」

「……絶対入んなきゃダメかな」

　なんだか、いろいろなものを失いそうな気がしてならない。

「ダメ」

　はい。

　にっこり即そく答とうのアネさんに、仕方なく、ほんとに仕方なく、僕は了りよう承しようするしかなかった。

　アネさんが女子トイレに誰だれもいないことを確かく認にんし、僕とゆずきが続いて入った。

　これから僕と同じ空間で女子たちが用を足す、というミッションが始まる。

　まず初めに、ゆずきが用を足すことになった。その間ドアを開け放たなければならない。そして振ふり返ればパラダイスな僕を監かん視しするため、アネさんはもう少しだけ我が慢まんするらしい。

「ま、真春くんっ。ぜ、絶対見ないで下さいねっ！」

　念を押すゆずきなんだけど、

「安心していいわ、ゆず。もし振り返るようなことがあったら、もう小早川は死んでると思う」

　こんな人に監視されたら振り向けるはずないですよね！

　僕は何があっても背中を向けることを二人に誓ちかった。しかしそれだけでは足りないようで、アネさんは僕にこんな要求をした。

「見ないだけじゃなくて、音も聞いちゃダメ。匂においもかいじゃダメだから。いまから息するの禁止」

　……早くも死ねと？　なるべく急いで済ませて下さいね、ゆずきさん。

　僕はゆずきに背中を向けて目をつぶった。そして息を止める。そしてすることがなくなってちょっと冷静になり、いったい女子トイレで僕は何やってるんだと若じやつ干かんへこんだ。

　そんなときだった。

　女性の声が聞こえた。

「ああ……」

　なんでこんな簡単なことに気づかなかったんだろう。

　いまトイレに誰もいないからといって、近くに人がこないなんていう保証はどこにもないのだ。

　確実に近づいてくる女性の話し声。たぶん二人組なのだろう。

「ど、どうしよう……アネさん」

　僕は目をつぶったままアネさんに問う。

「あんた、いま息したわよね？」

　言　っ　て　る　場　合　か　！

　そうだ。よく考えれば、この場面で一番影えい響きようがないのはアネさんなのである。だって女子トイレに普通に女子がいるだけなのだから。

　このままだとゆずきはドアを開けたまま用を足す変態少女だと思われてしまうし、僕にいたっては裁さい判ばん沙ざ汰ただ。なぜなら僕は、女の子にドアを開けたまま用を足させ、それに興奮を覚える変態にしか見えないのだから！

　人生の終わり、が見えた。

　話し声は着実に近づいてきて、大きくなる足音に僕の心臓が摑つかまれる。

　だめだ。

　行動しなきゃ。

　僕はとっさにアネさんの腕うでを摑んだ。

「きゃ！　なにするの小早──」

　僕は彼女の口を塞ふさぐ。男子に向かって女子が悲鳴をあげるin女子トイレとかマジで見られたら裁判沙汰だ。

　アネさんを引っ張りこむようにして、僕はゆずきの個室に飛び込み、即そく座ざにドアを閉める！

　ごめんゆずき！

　でも、緊きん急きゆう事態なんだよ！

　なんて焦あせりながらも、僕の視界にその光景が飛び込んできた。

　真っ白なパンツを膝ひざのところまで下ろして便座に腰こしをかけるゆずき。うわ、やばい！　はっきり言ってすごく動どう揺ようして、僕は目が離はなせなくなりかけた。ゆずきはいまにも顔から火が出そうな表情だった。

　心臓がバクバクなって、何がなんだかわからなくなる。そして、僕はもうひとつの事態に気付く。狭せまい個室に飛び込んだのは僕だけではない。僕はアネさんを引っ張りこんでしまったのだ。よく考えたら、アネさんは女子だから別に隠かくれる必要なかったんですね！

　アネさんの柔やわらかい胸が僕の腕に当たる。

　それは嬉うれしいけど、でも彼女の顔を見る勇気は出ないんですよね！

　密着するアネさんと下半身半はん裸らのゆずき。ああ、もうシチュエーション意味わからなすぎるだろ！

　そして、ついにヒールの足音とともに女性たちの話し声も、ドア越ごしという所まで近づいた。

　まぁ、何はともあれ。

　間に合ったんだ！

　よかった。なんとか見られずにすんだ。たぶん、ゆずきとアネさんもこの緊急事態であれば許してくれると思う。僕たちは事前に中に人がいないかという確認は入念に行ったが、しかしあとから人が来る可能性について若干甘く見ていたところがあったのだ。ずいぶん人通りの少ない通路だったし。

　僕はとにかく一つ息をついた。よかった！

　が。

　この状じよう況きようで、そんな風にほっと息をつくなんて幻げん想そうでしかないんだよね。

　僕はドアの方に顔を向け、ゆずきから顔をそむけていたのだけれど。

　たぶん、タイミングが悪かったんだ。急なことで、それを止めることができなかったんだろう。

　音が。

　聞こえてきたのでした。

　ちょろちょろ、ちょろちょろと、奥ゆかしい音が聞こえて、得体のしれない鳥とり肌はだが僕の全身を包んだ。

　ご　め　ん　ゆ　ず　き　！

　背徳感に息が詰つまる。音を聞くだけで想像してしまう。ゆずきが、完全にパンツを下ろした状態で用を足している！　ゆずきもあえてトイレの水を流しながらにしてはいるが、しかしそれでも音は聞こえてしまうのだ。耳を塞いだくらいでは、この音は消えない。

　無心になれ無心になれ！

　僕は修しゆ行ぎよう僧そうだ。きっといま聞こえているのは湧わき水のせせらぎ。ゆずきから流れる湧き水だ──って何を考えてるんだ僕は！

　そうだ。こういうときは自らに痛みを与あたえ、ものを考えられなくすればいいんだ！

　僕は全力で指先に力を込め、思い切り右みぎ頰ほおをつねった。

　悲鳴が出そうになる。

　すると、なぜか僕の左耳が千切れそうになった。

（ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ）

　アネさん！

　なにするんだ！

　僕は悲鳴を必死に堪こらえる。その我慢はなんと女性二人組が出て行くまで続いた。あれ、まだ僕の左耳、ついてるよね？

　とにかく僕は個室から出たところですぐに謝ることにした。

「ごめん二人とも！　本当に緊急事態だったんだよ！」

　ゆずきは湯気が出そうなくらい顔を真っ赤にしていたが。

「わ、わかってますっ。こちらこそ、女子トイレにまでついてきていただいて、すいませんでしたっ」

　いや、謝られると謝られるでなんだかいたたまれない気持ちになるよ。でも、そんなゆずきが大好きです。

　僕はアネさんのほうに視線を向けた。アネさんはどこかスッキリした表情で、

「うん。知ってる。緊急事態だったわよね」

　朗ほがらかに笑っていた。

　で、笑ったまま僕の頰ほおをばちーんと叩たたいた。え、と思ってアネさんの方を見たら、またバチーンと叩かれた。さっきはあれほど耳を引っ張るし、今度は叩くなんて！

「な、なにするのさアネさん！」

「いや、なんだか小早川が殴なぐられたそうな表情してたから」

　理り不ふ尽じんな！

　でも、うん。なんだかわからないけど、殴ってもらえてすごい助かった気がしてきました。不思議だね！




　僕たちは再びバイトに戻もどって汗あせを流ながした。いつの間にか悪ガキたちへの対処も慣れてきたのもあって、またバイトは楽しくなってきた。そして再び休きゆう憩けいに入る。この休憩が終わると、次のクールでラストだ。もうだいぶ疲つかれているが、どこか心地ここちよい疲れ。

　そんな控ひかえ室しつに、青山と妹たちがやってきた。

「お、おう、小早川。調子はどうだ……」

　……あれ、なんか青山の顔色めっちゃ黒いな。そんなだったっけ。

「僕は普ふ通つうだけど、青山はどうなんだよ」

「俺は……大だい丈じよう夫ぶだ」

　小さなことで弱音を吐はかないというポリシーを持つ青山はこういうとき素す直なおになれない。明らかに体調悪いだろ。

「お兄ちゃん、青山、だらしないんだよ。ブルーライナー、たった十五回乗っただけで、すごい吐いてたんだよ。ね、菜々千！」

「うん。だらしないと思う」

　……青山。名物のジェットコースターへ強制的に連れまわされる青山の姿が頭に浮うかんだ。あわれだ……。

「千歌、菜々千。実はね、キミたちに言わなきゃならないことがあるんだ」

「「え？」」

「青山、本当は生きつ粋すいの人妻好きじゃないんだよ。ただ、人よりもちょっとだけ人妻好きっていうだけなんだ。だからさ、もうあんまりいじめてやるなよ」

　たぶん、それをネタにいろいろ付き合わされたんだろう。急に彼を弁護してあげたくなった。変なこと言ってごめんな、青山。

　僕が白状したところ、千歌が驚おどろいた顔をした。

「え！　騙だまされた！　お兄ちゃんに騙された！　でも、別にあたしたちは青山をいじめてたわけじゃないよ、一いつ緒しよに遊んでただけだもん、ね、菜々千！」

「そうだよ。それにお兄ちゃん。別に青山がそこまで人妻好きじゃないことくらいわかってたから。ちょっと好きなだけってくらいなのはわかってたから。ね、千歌」

「え？」

　まぁ、菜々千はそうだろうな。ただ、青山は不満気だった。

「菜々千ちゃん。と言うよりも俺は、むしろ人妻に対して特別な感情はまったく抱いだいていないんだ」

　弁解する青山に対し、菜々千は無視を決めました！

　それはともかく、どうして青山たちがここにやってきたかといえば。

「バイト、代わろう。お前ら、遊んできたらいい」

　そんな提案を、青山はしにきたのだった。

　でも、なんで？

「星空、あんまりこういうとこ来たことないだろ。それに、俺と、千歌ちゃん菜々千ちゃんがいるのは今日だけだ。明日からはこない。代わるなら今日しかない。だから、今日はもう遊べよ」

　青山、こいつ気き遣づかいができるいいやつだな。過か剰じような人妻好きだってレッテルはって、ほんとごめん。

　僕はその言葉に甘えちゃおうかな、と思ったんだけど、

「そんなっ。悪いですよっ！」

　ゆずきは慌あわてた。

　確かに、青山にはわざわざ千歌と菜々千のおもりに来てもらって、その上バイトまでさせるっていうのは悪いかも。もちろん後で働いた分のお金は払はらうとしても。

　それに。

「勝手に代わったら悪いだろ。仕事なんだぞ」

「それに関しては大丈夫だ」

　え？

　青山は振ふり返った。そこには職員のおばさんがいた。

「他ほかならぬ青山くんの頼たのみだもの～。聞かないわけないでしょ」

　なんというイケメンパワー。僕は一応気になったので聞いてみる。

「ところでおば──いや、お姉さんは人妻ですか？」

「あら、そうだけど～」

　初対面の人妻とすでにこれほどの関係を──青山！

　千歌と菜々千の目がキラっと光った。次いでゆずきとアネさんも青山に目を向けた。その場にいる全員が、おそらく青山に疑ぎ惑わくを感じたのだろう。

　まぁ、その疑惑はいいとして。

「アネさんは、どうする？」

　僕とゆずき。二人が遊ぶとしたら、ずっとバイトのアネさんはかわいそうだ。

　だけど。

「あたしはいい。バイトとか、途と中ちゆうで放ほうり出すのやだし。あんたたち、二人のほうがどうせ楽しいんでしょ」

　アネさんは地面に視線を落とし、なぜかさみしげに言った。

「そんなことないけど。ね、ゆずき」

「そ、そうですよっ」

「いいの！　これ以上言わないで！　あたしはバイトがしたいのよ！」

　アネさんは腕うでをピンピンさせて大きな声を上げた。

　僕は、ああ、本当に気を遣ってくれてるんだなとわかった。きっとアネさんも遊びたいんだと思う。

「青山。着ぐるみアクターの心構えを教えてやるから覚かく悟ごしなさいよね！」

　笑え顔がおを浮かべるアネさんに、僕は感謝でいっぱいになった。




　そんな訳で僕とゆずきは代わってもらうことになった。なんでも話を詳くわしく聞いたところ、千歌がどうしても着ぐるみをやってみたいと駄だ々だをこねたそうだ。年下のお願いごとはなるべく聞くことをポリシーとしている青山は、その願いを叶かなえてあげることにした。まぁ、結果として彼の人妻に対する執しゆう着ちやく疑ぎ惑わくが深くなったのは皮肉なものだ。

　夏なので、五時を過ぎても辺りは明るい。

　カタカタと音を立てながら、ブルーライナーは天に昇のぼる。まさか、一発目にこれに乗るとは思わなかった。

「高いですね、真春くん！　見てください。まるで人がゴミのようですっ！」

　いや、ゆずき意外と高いところ大丈夫なんだね。

　僕はあんまり大丈夫じゃないんだよ。

「あ、あれ、青山くんじゃないですかね！　あくあくまがとても良く似あってますねっ」

　へぇ。

　そうなんだね。

　ちょっと見てみたいんだけど、残念ながら下を見る余よ裕ゆうはない。でも、そうも言ってらんないよね。やっぱり男として、女の子と絶ぜつ叫きようマシンに乗って女の子より苦しむというのでは恰かつ好こうがつかない。要するに青山のようになってはダメなのだ。こういうときこそ僕の男らしい部分を見せてゆずきに僕を男として意識してもらわなぎゃあああああああああ！




　最高到とう達たつ点から落下するようにレールを滑すべるブルーライナーは思いのほか強きよう烈れつであって、鋼はがねの心を持つ僕でさえ意識を保つだけでぎりぎりだった。ちなみにその落下中に自動で撮さつ影えいされるという大きなお世話システムによって僕は白目を剝むいていたことが判明し、そんな僕にゆずきが苦く笑しようしていた。見ろ、まるで僕がゴミのようだ。

「次は何に乗る？」

　気を取り直して僕が訊たずねると、

「あ、あれにしませんかっ」

　ゆずきが指差す先にあったのは観覧車だった。よかった。アレなら乗れそうだ。というか、ゆずきが気を遣つかってくれたのかもしれないね。

　僕たちはアイスを買って列に並び、食べ終わるころに順番が回ってきた。係員に促うながされ、僕たちは揺ゆれるゴンドラに乗り込む。ゆずきは僕の服をつかんでいた。僕たちはそれが精せい一いつ杯ぱい。本当は手を貸したいけれど、それはできないしね。

　ゆずきが先に座って、僕はどうしようかちょっと迷って、迷った挙句正面に座った。横に座りたかったんだけど、なんとなくそれができなかった。

　横に座ったら、恋こい人びとっぽいな、と思ったからだ。でもゆずきは以前僕たちが付き合っているのかと千歌に訊ねられたとき、「そんなの絶対ないですから」と、言い切っていた。その言葉をとっさの意味のない言葉だと楽観視してみたり、付き合いたくないという意思表示だと悲観してみたり、僕は考えのまとまらない頭でずっとモヤモヤしていた。

　僕の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、にっこりと微笑ほほえみながら僕に言う。

「私、ジェットコースターって初めて乗ったんですよ。小さい頃ころにも遊園地に来たんですけど、そのときは身長がちっちゃかったので乗れなかったんです」

「楽しかった？」

「はいっ！　また、次に来たときも乗りたいですっ。あ、でも……」

「……ん？　どうかした？」

「いえ、真春くんはあんまりジェットコースター好きじゃないのかな、と思いまして」

　ああ、情けない姿を見せてしまった恥はずかしさがよみがえる。

「いや、僕ジェットコースター大好きだよ。もし僕がジェットコースターを怖こわがっているように見えるとすれば、それはジェットコースターが好きすぎる自分が怖い、みたいな感じだよね」

「それなら、また絶対乗りにきましょうねっ」

　……は、はい。

　ゆずきは両手を窓に付けて外を覗のぞく。少しずつ高度を上げるゴンドラはゆったりとしたもので、高くはあるけれどもブルーライナーのように怖くはない。

「真春くんっ」

　外に視線を向けたまま、ゆずきが僕に訊ねた。

「なにかな」

「あの、私が転校してきたとき、私に話しかけてくれて、一人ぼっちの私に話しかけてくれて、ありがとうございました」

　僕は、少しの間なんのことかわからなかった。脈みやく絡らくがなかったし、僕は転校してきた彼女に特別なことはできなかった。むしろ、僕のほうが救われたくらいだ。

　ずっとずっと、こっちの方がお礼を言いたいことが絶対多いはずで、でも彼女の言葉に「違ちがうよ」と返すのも変な感じがして、僕は言葉に詰つまってしまった。

　窓の外に向けていた視線を、ゆずきは僕の方へと向けた。

　大きな瞳ひとみ。

　どこか、笑顔がぎこちなく見えた。でも、その表情を僕は読み解くことができなくて、ぎこちなくとも笑顔の彼女はやっぱりかわいくて。

　僕がぼんやりと見とれているときに、彼女は言ったのだった。

「真春くん、だから、真春くんが良かったら、ですけど、これからも友だちとして仲良くしてくださいね」

　友だち。

　はっきりとした声の、僕にとって重い言葉。

　なおも高度を上げるゴンドラ。少し風でも吹ふいたのか、それは煽あおられて揺れた。大きな揺れではなかった。でも、ゆずきは小さく「きゃっ」と声を上げた。

　氷で胸をえぐられたような気がした。

　ゆずきはやはり、僕を恋人とか、そういう対象としてみてくれていないのかもしれない。さっきは言葉に詰まった僕だが、今度は考えるよりも先に、いや、考えとは関係なしに言葉が口をついた。

「もちろんだよ。こちらこそ、ずっと仲良くしてね」

　感情のない言葉。でも僕はきっとニコニコしていて、そんな自分がひどく気持ち悪いと思う。
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　ああ、違うんだ。僕が言いたいのはそんなことじゃない。僕はもっと、たくさん言いたいことがあるんだ。

「ゆずき……」

　だから。

「聞いて欲しい」

　僕の声は弱々しかった。

　でも、ゆずきはこちらに視線を向けて、

「なんですか？」

　ぎこちない笑顔のままで首をかしいだ。僕はキミの所作の一つ一つに惹ひきつけられる。言いたいことはたくさんある。ありすぎて、何を言っていいのかわからないほどに。だから僕は、はじめから一つずつ話すことしかできない。

「僕は、十歳のときにバーグ・ティーンになったんだ」

　唐とう突とつに感じられるかもしれない。でも、こうやって遡さかのぼって語ること以外、僕はなにも思いつかなかったんだ。

「ある日突とつ然ぜん、僕は、手から離はなれたものにふれられるようになった。机の上の鉛えん筆ぴつとか、触さわらなくても動かせるようになって、少しの間なら持ち上げたりもできるようになった」

　ゆずきは大きな瞳でまっすぐこちらを見つめ、小さく頷うなずいた。

「僕はそれが嬉うれしくてさ……クラスのみんなに見せびらかしたんだ。僕の力を。だってそうだろ。人ができないことを、僕だけができるようになったんだ。僕は小学生だったし、はしゃがないでっていうほうが無理だよ」

　じっと耳を傾かたむけて、僕から目をそらさないゆずき。

　その表情が僕にいつも勇気を与あたえ、ときどきそわそわさせる。

「そのときは、本当に単純にそれが嬉しかったんだ。なんだか不思議な力に、僕が僕じゃなくなったような感覚さえした。大したことができたわけじゃないが、ヒーローにでもなった気分だった。それに、僕が力を使ったらクラスのみんなもはしゃいだんだ……」

　僕は唐突に、過去の失敗をゆずきに告白していることに気づいた。

　急に恥ずかしくなって、少し彼女から目をそらしてしまったんだけど、でも。

「真春くん、続けてください」

　彼女の穏おだやかな表情に、僕は背中を押される。

「……それで僕の力はクラス中、学校中に広まった。僕は学校のことしかわからなかったけど、きっと数日で学校以外にも広がったんだ。どこで話を聞いたかはわからないけどさ、僕は黒い服を着た男に連れて行かれて、家族と友だちと引き離されてさ、わけわかんない場所で暮らすのを強しいられた」

　ゆずきが小さく頷く。

「わけわかんない場所はハウスと言って、僕はそこで本当に死んだように生活した。僕の力は大したことがなかったから二年で退たい寮りようすることができたんだけど、以前の学校に戻もどることは禁じられた。もっとも仮に戻ったとしても、僕の小学校での生活はもう二ヶ月を切っていたんだけど。この経験を通じて僕は学んだんだ」

　いま思えば、当たり前のこと。

「バーグ・ティーンは隠かくさなきゃいけない」

　愚おろかな僕は、当時そんなことにさえ気づけなかった。

「すべての元げん凶きようは僕がバーグ・ティーンになったことではなくて、バーグ・ティーンを隠さなかったことなんだよね。ハウスを退寮した僕は、その瞬しゆん間かんからもう絶対に自分の力を使わないって決め込んだんだ。使ったらまた、何が起こるかわからなかったから。……とか言って。最初こそ強くそう思ったんだけど、僕はすぐに自分の能力を意識しなくなった。バーグ・ティーンのない状態と同じように生活を送ることができるようになったんだ。なんて、大げさに言わなくても、僕の能力は意識して使わなければ本当になんでもないものだったから。そして、いつの間にか自分の能力も忘れそうになっていたときに」

　こんな話を長々と聞かされ、退たい屈くつなんじゃないかなって、不安になる。

　その不安を押し殺して。

　伝える。

「僕はキミと出会った」

　ゴンドラは頂点へと近づく。

　思い返せば、僕は本当に無責任なことを言った。ゆずきに対して、能力をいいことにだって使えるはずだ、なんて。でも、ゆずきの力は本当にそういうたぐいのものだった。《裏切り体質》のおかげでゆずきはトラックに轢ひかれても助かったし、僕も屋上から落ちたけど平気だったんだ。

　圧あつ倒とう的な力。

　だからといって、それを簡単に使えるかといえばそういうわけではない。少数派は少数派であるほどこの世では暮らしづらくなるようにできている。

　それでも、キミは少しずつ自分の力を誰だれかのために使うようになった。勇気をふりしぼって、自分の力を前向きに見つめるようになった。

　だからなんだ。

「僕は、キミに出会えたから」

　バーグ・ティーンの資料があるといって病院跡あとで肝きも試だめしをしたあの日、僕が思わず自分の力を使ってしまったのは。心の中に押し込め、もう二度と使うまいと誓ちかったくだらない力を使うようになったのは。

　あの日僕は、僕の力を使ってキミの手を握にぎった。それは本当に手を握ったわけではなかったかもしれないけれど、でもキミは涙なみだを流して喜んでくれた。

　僕はあのとき、キミのために自分の力を使ったと思っていた。でも、いまは思うんだ。それは、思いあがりだったかもしれないって。だってそのとき僕は、心の中の大きな塊かたまりが氷解するように、何かが軽くなるような感じがしたんだ。救われた、と思ったんだ。

　だから、キミが僕に感謝するよりもずっと僕はキミに感謝していて、これは口に出せないけれど、大好きで、友だちよりももっと、大切な存在になりたいんだよ。本当は。

　いつの間にか頂点を過ぎたゴンドラ。

　じっと話を聞いていてくれたゆずきは「あっ」と言って視線を僕の後方に向けた。なんだかみるみるうちにゆずきは赤くなった。

　何かと思って振ふり返ると、大学生くらいのカップルがキスをしていたのだった。ドキッとした。それはキスシーンをみたからという意味ではなくて、キスをしてもおかしくないような密室にゆずきと一いつ緒しよにいる、ということを意識してしまったからだ。さっき、「これからも友だちとして仲良くしてくださいね」なんて言われたばかりなのに。やっぱり思うんだ。僕はゆずきが僕のことをどう思っていようと、ゆずきのことが好きだ。

　ゆずきが喜べば僕は嬉しいし、ずっとゆずきの笑え顔がおを見ていたいと思う。

　観覧車の四分の三が過ぎてからは、僕たちの会話はなぜか途と切ぎれてしまった。カップルのキスを見てから、なんだかちょっとぎくしゃくしてしまった。当たりさわりのない話題を手て探さぐりし、

「次は何に乗ろうか？」

　と聞いた。まだ、観覧車に乗ってるのに。

「ブルーライナーにしませんかっ」

　いや、ゆずきさんごめんなさい。僕ジェットコースター苦手なんです。




　それから僕たちはお化け屋や敷しきに入り、そしてまさかのフリーフォールに乗った。その頃ころには辺りが暗くなり始めていた。僕たちは青山たちバイト組のところに戻った。ゲームセンターの前で風船を配るアネさんと青山。千歌と、唯ゆい一いつあくあくまじゃない菜々千が見当たらなかったけれど、二人は少し離れた所で風船を配っているらしかった。あくあくまって、三頭セットじゃなかったのか。

　人通りも減り始めた時間帯でぽつんと風船を持つアネさんと青山。子どもに囲まれることも少なくなったため、なんだか寂さみしそうにみえるね。あわれだ。

　あ、そうだ。

　せっかくマスコットキャラがいるんだし、写真撮とろう！

　僕たちはアネさんたちに近寄った。

「あの、写真撮ってもいいですかー？」

　アネさんがこっちを見た。少々首を傾かしげ、そして何を思ったのかかぶりものを外そうとした。すると、青山あくあくまがそれを阻そ止しした。アネさんは手をばたばたと動かし出した。

　アネさん、なにしてるんだ。いや、あえて言い直そう。にごう、なにしてるんだ。

　すると、にごうは僕に顔を近づけて、小声で言った。

「あたしも顔出して写りたい」

「いやいやにごうさん。聞いたことないよ。お客様が写真を撮ろうってときに、顔出ししたがるマスコットキャラとか。言っておくけどね、マスコットキャラに、中の人なんていないんだぜ」

　にごうの動きは止まった。ちょっとプルプル震ふるえてるけど。

　……これ、面おも白しろいな。

　いまの関係性は間ま違ちがいなく僕がお客様なので、アネさんはお店の人である。

　僕の知っている言葉に、こういうものがある。

『お客様は神様です』

　だから、おもてなしされて当然なんだよね。

「ねぇねぇそこのにごうさん。ほら、あれやってくださいよ。いつもの、あわれなポーズっていうか。やっぱりせっかく会えたんだから、あわれなあくあくまさんと写真が撮りたいです」

　ゆずきが小声で言った。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなんですか、アネさん怒おこってますよっ」

　え？

　怒ってるの？　いやいや、ゆずきなに言ってるんだ。着ぐるみをかぶってるから、表情なんて見えないし、アネさんって意外と人にお願いされるとことわれないところがあるから大丈夫だろ。

　というわけで、地面に片手をついて、すがるように片手を天に伸のばすにごう（アネさん）と僕とゆずきで、青山に写真を撮ってもらった。バイトが終わり控ひかえ室しつに戻った瞬間、僕がアネさんにボコボコにされたのは言うまでもない。




　　　　◆　◇　◆




　計画もそろそろ大おお詰づめですが、取り立てて気をもむこともありません。僕にとってこの計画は非常にイージーであり、間違いようのないミッションだからです。

　気をつけるべきは人とタイミングのみ。すなわち、誰が、いつ、星空ゆずきに触ふれるのかという部分だけなのです。

　誰が、には千歌を選びました。

　僕は千歌に《神視点Arbitrary Eye》を使っているので、彼女の心の中を見通すことができます。いつ、は千歌が僕の『大いなる計画』の逆の望みを思い浮うかべたときとなります。

　僕はいったん千歌と落ち合いました。コーヒーカップの横には割と大きな公衆トイレがあって、その裏は人通りからは死角となっており、落ち合うにはとても素す敵てきな場所でした。

　千歌には僕への忠誠の証あかしとして、あくあくまのファッションでくるように伝えておりました。彼女は言いつけ通り、あくあくま──さんごうのファッションできたようです。黒くてもふもふで、それはそれは。

「とてもキュートなのです」

「あ、喜んでくれた！　あたし嬉うれしい！」

「千歌」

「なにかな！」

「確かに千歌は僕の言いつけ通りちゃんとあくあくまできました。いいえ、言葉を間違えました。ここにきたのは千歌ではなく、『さんごう』なのです」

　千歌は不思議そうに首をかしげました。

　そんな彼女に、僕は言ってやります。

「あくあくまは、しゃべらないのです！」

「はっ！」

　そうなのです千歌、いや、あくあくま。おまえはそうやって、黙だまってキュートに動いていればいいのです！

「で……どうしてあたしたちをここに呼んだんですか？　意味がわからないんですけど、栗くり栖すひな子こ先せん輩ぱい」

　千歌、いや、さんごうには、菜々千もつれてくるように言っておきました。あくあくまは日本語力が怪あやしいので、命令を咀そ嚼しやくすることが難しいと判断したのです。その点菜々千であれば大丈夫でしょう。

　ところで菜々千。

「僕のことを知っているのですね」

「休学になっていた変な人がまた学校にくるようになったって、有名だから。タイミングがタイミングだし」

　タイミングとは、おそらくハウスが炎えん上じようしたことを言っているのでしょう。菜々千は、僕がハウスにいたのではないかと疑っているのかもしれません。だとしたらいい勘かんだと思います。

「千歌を危ない目にあわせようっていうのなら、あたしが許さない」

　尖とがった視線が僕を射貫ぬきます。

　何を危険視しているのかよくわかりませんが、よくわからないことは無視してしまえばいいと思います。おまえの感情はどうでもいいのです。僕の話を聞きさえすれば。

「星空ゆずきのバーグ・ティーンを知っていますか？」

　訊たずねると、菜々千の眼めの色が変わりました。

　知っていようが知っていまいが、まぁどちらでも構いません。これだけ伝えれば、双ふた子ごは理解するはずです。

「星空ゆずきは、ニナと同じです」

　すなわち、《ユダ》。

　僕は、双子がニナとの別れ際ぎわ、ニナのバーグ・ティーンについて本人から聞いたことを知っています。

「僕の命令はただ一つです。千歌、いや、さんごう。このあと僕が指示したタイミングで星空ゆずきに触れるのです。たったそれだけで、僕たちの『大いなる計画』は達成されます。簡単なことなのです」

　さんごうはキュートなガッツポーズを作りました。僕は急いでスマホを取り出して写メりました。とてもかわいいです。

「でも、《ユダ》に触れるなんて」

　菜々千はうるさいです。

　おまえはわかるべきです。誰だれを味方につけるべきで、誰を敵に回してはいけないか、ということを。

「菜々千、おまえは路上でニナを拾いましたね。『かってくだサイ』というニナの言葉を、おまえは、ペットを飼う、の『飼ってください』だと解かい釈しやくしました。でもあれは、そういうことではないのです。あのときのニナは、『匿かくまってください』という日本語が出てこなかっただけなのです」

　言うと、菜々千の血の気が引くのがわかりました。

　そうなのです。

　おまえは僕の手の中で踊おどる、猿さるに過ぎないのです。もっとも僕は、お釈しや迦か様よりも遥はるかに女子力が高いのですが。

「いいですか菜々千。僕は全知全能です。僕の言うとおりにすればなんの間違いもありません。なにが一番危険なのかということをよく理解するのです。わかりましたね、賢かしこい菜々千」

　息を吞のむ音が聞こえました。緊きん張ちようと動どう揺ようが伝わってきます。その中ででも頭を必死で巡めぐらせ、間違いを起こさないようにする菜々千の慎しん重ちようさに僕は好感を持ちました。

　菜々千は頷うなずきました。

　それでいいと思います。素す直なおな女は、好きです。
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　千ち歌かと菜な々な千せは控え室に遅おくれてやってきた。その頃ころには僕がボコボコにされ尽つくしたこともあり、やっとアネさんも落ち着いてきたところだ。やはりなんというか、命あってこその人生。

　そしてそろそろ帰ろうかというときにどこからともなく芹せり葉は先せん輩ぱいが現れて、

「夜はプール貸しきれるみたいだからー、入ってくといいわー」

　信じられないことを言った。

　ちなみにアクアマリン向むこう島じまの流れるプールの営業時間は六時で終わる。確かにそのあとに人はいないだろうし、大だい丈じよう夫ぶっちゃ大丈夫なのかもしれないけれど、でも僕は思ったよ。コネと権力あっての人生。

　ただ、芹葉先輩の厚こう意いは嬉しいんだけど、ちょっと困った問題がある。ゆずきがプールで遊ぶのは大丈夫だろうか、ということだ。水着に着き替がえるってことは肌はだを露ろ出しゆつするってことだし、流れるプールで自分の体をコントロールするのが難しい。

　もっといえば、

「着替え……どうしましょうか」

　そうなのだ。僕たちは半径二メートル以上離はなれることができない。それだけならばドアを隔へだてればいいように思えるかも知れないが、しかし、先のトイレでそうだったように、僕たちは違ちがう部屋に行くことができないのだ。

　千歌と菜々千にはまだこのことは話せていない。このことを菜々千になんて話せばいいかわからなかった。

　青あお山やまにはこっそり話した。と、いうことで僕たちは、青山にさっさと着替えてもらって、男子更こう衣い室で二人で着替えることにした。

　ロッカーの並ぶ細い通りで、僕とゆずきはいた。

「じゃあ……どうしようか……」

「ど、どうしましょう」

　けっきょく、二人だけの場所を確保できたからと言って簡単に着替えられるわけではない。気き恥はずかしいし、何より彼女は女の子だ。最初は櫛くし状に並んだロッカーを隔てて着替えようとしたんだけど、やっぱりそれはできないみたいだった。そうしようとすると、別空間だとみなされるらしくて体が引き戻もどされるのだ。

　別の部屋にはいけない。二人の間を壁かべや仕切りで隔てることもできない。

　だから僕たちは、振ふり向けば見つめ合えるような場所で着替えなきゃならなかった。バイトできた僕たちは当然水着なんて持ってなかったんだけど、芹葉先輩がわざわざみんなの分を準備してくれた。ちなみに本来バイト組でない千歌、菜々千、青山は水着の準備はしてきたらしいので問題なしだ。昼間はプールに入らなかったみたいだけど。それにしても青山……マジでノリノリだな。

　とにかく、早く着替えて行かないと妹たちに変に思われるかもしれないので、何とかしようと思う。

「じゃ、じゃあ……着替えようか……」

「は、はいっ」

　僕たちは限界まで離れ、背中を向きあわせた。実際には彼女のことは見えないので、本当に背中を向きあわせているかわからない。最初は、僕がタオルを顔に巻いたりして見えないようにしようか、とか提案したんだけど、「悪いですから、大丈夫です。それに、私は真ま春はるくんを信じてますっ」とゆずきは否定した。

　強い塩素の匂においが残るロッカールーム。僕が臆おくしてもしかたないので、シャツのボタンに手を掛かけた。後ろには、ゆずきがいる。そう思うだけで毛穴が締しまるようだった。ゆずきも着替えてるんだ。振り向けば裸はだかのゆずきがいるかもしれなくて、それはもう僕はいろんな葛かつ藤とうに苛さいなまれていた。小さな物音に敏びん感かんになり、やたら研ぎ澄すまされた五感にそわそわする。振り向きたくないかと聞かれればもちろん振り向きたいのだけれど、でも信じてますと言われて振り向くようなことはしたくなかった。
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　のだが、

「きゃっ」

　唐とう突とつに聞こえた悲鳴とドンという音に、僕は思わず振り返ってしまった。

「どうしたゆずき！」

「ま、真春くん！　蜘蛛くもがっ」

　と、僕の目に飛び込んできた光景はもう一いつ瞬しゆんで蜘蛛とかどうでもよくなりました。

　ゆずきは尻しり餅もちをついた状態で、上半身をひねるようにこっちを見て、びっくりした顔をしていた。ゆずきは着替え途と中ちゆうだった。どうやら芹葉先輩が渡わたしたのはスク水だったみたいだ。やった！　スク水だ！　素す晴ばらしい！　てゆーかスク水が見れた！　どうやら以前僕に掛けられたスク水が見れなくなる《裏切り体質》の効果はいつの間にか解けたらしい。よかった！　これならこれからも生きていける！　それにしても芹葉先輩がとても良くわかってる人でよかった！

　ただ、そのスク水は現時点でスク水としての効力を半分しか発揮していなかった。どういうことかというと、まだ穿はいたような状態だったのである。つまり足の部分を通しただけで、上半身の部分は腰こしのところで止まってシワになっており、上半身はもうまったくの裸であるゆずきがいたのだった。さんざんスク水に対して喜びのモノローグをしたあとだが、わりとスク水なんてどうでもよかった。だって、半分だけだが生まれたままの状態のゆずきがそこにいるのだから！

　頭が真っ白になった僕は、その場で動けなくなった。そして、動けなくなったから残念ながらゆずきから目が離せなくなったんだ。違うんだよゆずき僕も視線を逸そらしたいんだよ！　でもその真っ白な肌と普ふ段だんは服の下で絶対に明らかになることはない、一文字目が『お』で二文字目が『っ』で三文字目が『ぱ』で四文字目が『い』の部分があらわになっているゆずきから目を離すのは実はすごい至難の業わざなんだよマジで！

　細くて白い上半身。腰から肩かたにかけて本当に細く、そして鎖さ骨こつから首のラインが繊せん細さいだ。胸はほとんど平らだったんだけど、しかし服の上からじゃわからない膨ふくらみがあって、現在その先せん端たんまでもあらわになっている。

　そのとき、蜘蛛パニックから少しずつ思考が落ち着いてきて、ゆずきは別のパニックに気づいたみたいだ。真っ白な上半身がみるみるうちに赤く変わった。そしてばっと両りよう腕うでで体をかき抱いだき僕に背を向けた。そこでやっと、僕も金かな縛しばりから解かれた。

「ご、ごめん！」

　慌あわてて後ろを振り向いた。それからなんと言っていいかわからなくなった。弁解したいんだけど、弁解すべき言葉も無い。ゆずきは僕を信じてくれていたのに。そんな自分が急にはずかしくなったとき、ゆずきがポツリとつぶやいた。

「真春くん……み……見ましたか？」

「いや、だ、大丈夫だよゆずき……み、見なかったことにするから！」

「見たんですね……」

　ほらね。

　見なかったことになんてならないんだよ！

　僕は本当にダメなやつだ。こんなときにこそ適当な言葉を並べるべきなのに、なにも思いつかず喉のどばかりが渇かわく。当たり前だけどこんな場面は初めてで、なんと言っていいかわからないのだ。

　そして再び始まった沈ちん黙もく……それを破るように、

「あ、あんまり気にしないでください真春くんっ！　私が声をあげちゃったので、真春くんがこっちを見ちゃったのはしょうがないですから」

　許してくれるゆずき。

　彼女の優やさしさが僕の情けなさに追い打ちをかける。僕たちは気まずくて、それからプールに行くまであまりしゃべることもできなかった。

　でも、ときおり横を見ると、うつむきがちに真っ赤に火ほ照てる彼女がいるのだった。




「もー、お兄ちゃん遅おそいよ！　あたしはもはや待ちくたびれてしまったのですよ」

　え？

　どう見ても待ちくたびれてる様子ゼロなんだけど。

　だって千歌、すげー楽しそうにビーチボールで遊んでますね。それにしても千歌も菜々千も、その体型でセパレート水着でひもタイプは見み栄えを張りすぎなんじゃないだろうか。サイズもぜんぜん合ってないぞ。

　とは言いつつ、微かすかにライトアップされた夜の僕たち以外誰だれもいない流れるプール、というのはなかなかすごかった。普段見るよりも数段広く感じるのだ。本来楽しい場所なのに、どこか幻げん想そう的にさえ見える。

「はやくお兄ちゃんもプールきなよ！　ね、菜々千！」

「そうだね」

　しょうがないそろそろいくか、と思ったタイミングで菜々千があげたトスを、千歌が僕に向かって強打。それは見事に顔面にぶつかり、僕は倒たおれながら激しい水しぶきとともに入水したのだった。

「ちょ、大丈夫？　小こ早ばや川かわ！」

　近くにいたアネさんがこっちにきて、ぶくぶくと沈しずみかけていた僕に腕を貸してくれた。いや、そんなに助けてくれなくてもアネさん、ここ足つくよ。

　それに、

「あ、アネさん、胸あたってるんだけど！」

　芹葉先輩みたく巨きよ乳にゆう、というわけではないが、アネさんの形の良い胸が僕の肘ひじにあたって形を歪ゆがめていた。柔やわらかい感かん触しよくと、あとアネさんの心臓の鼓こ動どうが微かに伝わってきた。

　そしてアネさんは、ちょっと顔を赤らめ、

「だ、だからなんだって言うのよ！」

　と言って顔を背そむけた。いや、だからなんだっていうか、

「いや、なんでもないなら、いいんだけどね！」

「と、ところでさ、小早川……」

　いぜん胸が押し付けられたまま、アネさんは語る。

「着替え、大丈夫だったの？　ゆ、ゆずとなにかしなかった……？」

　なにかってなにさ……と一瞬思ったところで、僕の脳のう裏りに上じよう半はん身しん裸はだかで尻餅をつき、上体をひねるようにこっちを見たゆずきの姿が浮うかんだ。

「な、小早川顔が真っ赤よ！　な、なにかしたんだ……信じらんない……」

　アネさんの表情が腐くさった野菜を見るような感じに歪んだ。

　いや、ちょっと待って！

「僕は何もしてないよ！　もし何かしたとすれば、それは僕じゃない何かだよ」

　具体的には蜘蛛だよ。

「は？　そんな話信じられると思ってんの⁉　あんた、自分がいままでどれだけの噓うそをついてきたかわかってる？」

「いや、ホントに僕は何もしてないんだよ！」

　ただ、ちょっと蜘蛛がいたずらをしたせいで半はん裸らのゆずきをまじまじと拝んでしまっただけであって──なんて言えないので僕はどうしようもないくらいアネさんに頰ほおをつねられたのだった。

　痛いよ。

　そんなとき、ばっしゃーんという激しい水しぶきの音が聞こえた。何事かとそっちを向くと、そこには沈んだ状態から浮かび上がる青山の姿があった。

　流れるプールは流れないプールを囲むように流れていて、そして流れないプールはウォータースライダーの出口とつながっている。青山がめっちゃ楽しそうに降りてきた。……というか青山……楽しみ過ぎだろ！

「あ、青山ーあたしもそれやりたい！　菜々千いこ！　茜あかねちゃんも！」

「う、うん！」

「あ、ちょっと千歌！　待ちなさいよー！」

　なんだか知らないが、バイト中仲良くなったのだろうか。千歌の呼びかけにアネさんは快く応じていた。

　そんな中、ゆずきはまだプールの縁ふちに、肩を縮こませて立っていた。

「どうしたのゆずき？　意外と温かいから、入りなよ」

　言うと、ゆずきは、

「あの……実は……」

「ん？　どうしたの？」

「私、すごいちっちゃなときしか、プールきたことなくて……」

　それはそうだろう。小学校低学年で《裏切り体質》になった彼女は、裸に近い状態で人と触ふれ合うような可能性のある場所にこられるはずがない。

　顔面硬こう直ちよくでロボットのようになるゆずきに、僕は優しく声をかける。

「よかったね。こんだけ空すいてれば、大だい丈じよう夫ぶだ」

　空いてるっていうか、貸切なわけだしさ。だから人に触れる可能性なんてほとんどないしね。

　でも、ゆずきはなかなか入ってこれなかった。そんな様子を見て、僕は察した。

　ひょっとして。

「水が怖こわいの？」

「いやっ、怖いっていうか、違ちがいましてっ！　ほら、あの、えっと、ちょっと慣れてないだけですよっ！　怖いわけでは、決してないですっ」

　もうそんだけ慌ててるなら、怖いでいいじゃんか。

　ゆずきは足先を水面につけては離はなしを繰くり返すばかりで、なかなか入ってくることができない。

「大丈夫だよ。普ふ通つうに足つくし」

「え、でも……真春くん噓つきですし……」

　そこでジト目って、マジですか。僕への信しん頼らい感そんなですか。

「こ、こんなことで噓つかないよ！」

「ほ、本当ですか？」

「うん、僕を信じて」

「では、信じます」

　ああ、浮き輪わでも持ってくればよかったな。でも、ないならないで、いろいろやりようはある。

「ゆずき。手を出して」

　ゆずきは少しぽかんとしたが、しかしすぐに察してくれた。

　僕は、能力を使って彼女の手を取った。

　見えない手でゆずきと手を繫つなぐと、彼女の手の感触が僕へと伝わってくる。

　ゆずきはプールの縁に腰こしを掛かけ、ゆっくりと入ろうとした。

　でも。

「わっ！　きゃっ」

　ばっしゃーん。

　いや、その状態で落下するって逆にすごいな。その瞬しゆん間かん、僕とゆずきの手が離れてしまった。パニックになったのかゆずきは、ばちゃばちゃと暴れながら顔を水面から上げることができない。いや……ここ普通に足つくと思うよ？

　と、冷静になっている場合ではない。彼女を引き上げなければ！

　僕は能力を使って、彼女を引き上げようとした。しかし、彼女が暴れるので上手うまく手を貸せなかった。それでもなんとか彼女を摑つかんで、持ち上げる。

「ぷはっ──！　はぁはぁ！」

「大丈夫？　ゆずき」

「はぁはぁ。なんとか……大丈夫ですっ」

　と、慌あわてた顔が徐じよ々じよにもとに戻もどっていくゆずきの表情が、だんだん赤くなっていった。

　どうしたのかな、と思ったときに、僕はその理由を知った。

「い、いや！　違うんだ！　これはわざとじゃなくてですね！」

　僕は離れた場所からモノに触れることができる。

　すると、あたかも手で触れたように感触を受け取ることができるのだが、その感触が妙みように柔らかかったのだった。

「ほんと、違うんだよゆずき！　悪気があったとか、エロい気持ちで胸をもんでる訳じゃないんだよ！　ただ単純に、ゆずきが溺おぼれてたから、助けてあげようとしただけで、ホント、邪よこしまな気持ちは微み塵じんもなかったんだよ！」

「な、なら早く離してくださいよっ！」

　そのとおりですね！




　一ひと悶もん着ちやくありつつも、僕とゆずきはゆったりとプールで遊ぶ。

　プールの流れに乗りながら、僕たちはゆらゆらと流れている。彼女に泳ぎを教えてみたりしながらね。

　水面と平行になるゆずきを、見えない手で引っ張ってあげた。でも、ゆずきは脂し肪ぼうが少ないからかすぐ沈んでいくのだった。

　そしてばちゃばちゃと暴れ、再び慌てて水面から顔を出せなくなる。ぶくぶくいってる。どうしても暴れると僕の見えない手とゆずきの手が離れてしまうので、助けるにはもう一度彼女を摑む必要があった。

　そして、引き上げるのだが、

「ぷはっ。はぁはぁ」

「ゆずき、だからここ、足つくから大丈夫だって言ってるのに」

「でも、真春くん、とっさに慌てちゃうんですっ。……それよりも」

　ゆずきはジト目でこっちを見た。

「もはやわざとなんでしょうか」

　ゆずきは自分の胸むな元もとに視線を落とす。

　いや、ごめん。

　決してわざとっていうわけじゃないんだけど……。どうりで柔らかい感触が手元にあるわけですよね。

「じゃあ、早く離して下さいっ」

　目をつぶって顔を赤らめるゆずきに、少しだけ見とれつつ、僕は素す直なおな返事をするのだった。

「はい」




　ばっしゃーん！

　と、今度のそれはアネさんがウォータースライダーから入水したときの水音だ。

　流れない方のプールにウォータースライダーの出口があって、僕たちはそっちに移動した。ちなみに青山はいまプールのそとで横になっている。彼は千歌に『人妻好きじゃないならそれ相応の誠意を見せるべきだよ』と迫せまられ、菜々千に『確かに、人妻好きじゃなければウォータースライダーで三十回すべるくらい余よ裕ゆうだよね』とむちゃぶりされた。

　彼はすかさず、『いや、よく考えてみてくれ。人妻好きと、ウォータースライダーのどこに関連があるのだろうか？』と至し極ごくもっともなことを言ったのだが、しかし『関連があるかどうかはあたしたちが決めるんだもん！　ね、菜々千！』『そうだね』という俺ルールにより一いつ蹴しゆうされた。

　他人の言うことを無下にしないことをポリシーとしている青山は、それを切り捨てることはできなかった。ほんと、青山はこれからも難なん儀ぎな人生を送るのだと思う。

　結果として彼は『なにやら平へい衡こう感かん覚かくがおかしいんだ』と言い始め、プールの脇わきで横になっているわけだ。

「もう青山なんて放っておきなさいよ。あたしと遊びましょ。千歌、菜々千。ウォータースライダー行こ」

　アネさんのそのアネさんという呼び名は伊達だてじゃなかった。もうすっかり僕の妹達の姉のようだ。

「でもあたし、そろそろお兄ちゃんの相手してあげないと、お兄ちゃんがヘソを曲げますゆえ、お兄ちゃんと遊ぶことにする。だから、二人で行ってきなよ！」

　え？

　曲げる気ゼロなんだけど。

「あっそ。じゃあ菜々千、行こ」

「うん」

　ということで、僕とゆずきと千歌は流れるプールでゆらゆらしながらビーチボールで遊んでいる。ゆずきもやっと、足がつくとわかってくれたみたいで、急におぼれるということは無くなった。ポーンと上手にボールを上げる千歌と、弾はじいたり空から振ぶったりと、なかなかうまく行かないゆずき。

　そして、若じやつ干かん仲間はずれ気味な僕。僕にもボール回してね？

　と、思った直後、

「あ、上がりましたよ真春くんっ！　見てください」

　言うとおり、上手なトスが上がっていた。

　見事千歌の最高打点へと。

　ボールは千歌の右手フルスイングに吸い込まれるようにぶつかり、それは僕の顔面に強打した。お約束すぎるだろ。

「大丈夫ですかっ！　真春くん！」

「ゆずちゃん、お兄ちゃんなら大丈夫だよ。だって、あたしのお兄ちゃんだもん！」

　千歌。

　キミはお兄ちゃんを過大評価してるようだね。

　それはいいんだけど、

「千歌、なんでウォータースライダー行かなかったんだ？」

　仲良くなったように見えたし、一いつ緒しよに行けばよかったのに。

　アネさん、ああ見えて断られたのちょっと気にしたかもしれないね。

「あ、でも」

　千歌は視線を逸そらし、そして再び僕を見た。

「そろそろだから」

「そろそろ？」

「ううん、なんでもない！　あたしのいうことはね、大たい抵ていなんでもないことなのですよ！」

　慌てる千歌だったが、残念ながらその言葉に僕は同意せざるを得ない。

　なんとなく様子がおかしい千歌だったが、しかし彼女は最近いつもそわそわしてる感じもするし、こんなものかもしれないな。

　なんて考えながら僕はポーンと今度は柔やわらかく上げられた千歌のボールを、優やさしくゆずきに上げようとした。

　そんなときだった。僕はまだまだこうやって遊ぶ時間が続くものだと思っていて、ある意味で油断していたのだ。今日は慣れないバイトをしたりだとか、ゆずきと離れられなくなったりだとか、不測の事態が何度も起こった。

　気を張ることが多かったために、やっと落ち着いてきたところで緊きん張ちよう感かんが抜ぬけていた。だから、その威い勢せいのいい声に僕はビクリと震ふるえるのだった。




「そこまでなのですよ」




　突とつ然ぜん、一人の少女が現れたのだ。

　プールサイド。僕たちが遊んでいたのは入り口にほど近いところだった。明かりが消され真っ黒な入り口の向こうから、多少ライトアップされているとはいえ暗くなっているプールサイドへ、一人の少女がやってきた。

　少女はスラっとした佇まいだが、勝気な表情がどことなく猫ねこを思わせる。黒くろ髪かみが長く綺き麗れいで目をひくが、それ以上に治ち療りようのためとは思えないオシャレ感漂ただよう眼帯、日差しは全くないにもかかわらず自身を覆おおう日ひ傘がさが彼女の摑みどころの無さに拍はく車しやをかけている。

　そして、僕は気付いた。

　彼女が着ているのは。

　──白スクだ！

「やっとお会いできたのですね」

　お会いできた？　白スク少女が僕に会いに来た！　……わけじゃなさそうだな……。僕の方ぜんぜん見てないし。

　でも、どうしてここに見知らぬ人が？

　口元に生意気な笑えみをたたえながら、彼女はプールサイドを歩く。

「キミ……迷子？」

　迷子になる歳にも見えなかったが、しかしここに人がいるのはおかしい。なにせここは芹葉先輩に貸切だといって使わせてもらっているのだ。仮に誰だれかくるとすればそれは芹葉先輩か職員の人だと思うのだけど、もちろん彼女は芹葉先輩ではないし、職員の人と考えるには若すぎた。

「目的を持って歩くものに対して迷子という言葉はてんで的外れだと言わざるを得ないのです」

　プールの縁ふちまでたどり着いた彼女は、妖よう艶えんな、とも言えるような不ふ敵てきな笑みで僕たちを見下ろした。

　年若き少女だったが、なんだか不思議なオーラをまとっているようだった。

「僕は知っているのです」

　異様。

　そんな言葉が浮うかんだ。

　ふくらはぎに届くかという長い髪が怪あやしくきらめき、プールサイドであるにもかかわらず日傘を片手に歩く。何より水辺に似合わないのは、彼女が手に持つ原げん稿こう用よう紙しの束のような書類だ。

　彼女の所作と言葉は優ゆう雅がで、語り口調もなにか独特の、歌うようなリズムがあった。そして、見知らぬ彼女は。

　その言葉を口にしたのだ。

「《ユダ》を、使いにきたのです。僕の、『大いなる計画』のために」

　彼女は知っていた。

《ユダ》、という言葉を。

　背中に冷たいものを感じる。

　緊張が走る。

　おそらく僕だけではなくて、それはゆずきもそうだろう。千歌にしてみても、《ユダ》はよく知っている言葉のはずだ。千歌と菜々千の友だち──ニナが《ユダ》だったのだから。

《ユダ》という言葉はハウスで作られたものだ。ハウスでは利用価値の高いバーグ・ティーンの能力には名前がつく。僕たちが《裏切り体質》と呼ぶその能力を、利用したいと思う悪党はいくらでもいるだろう。

　目の前の彼女がなんなのかはわからない。が、少なくとも何の思おも惑わくもない人間が、プールサイドに立って平然と《ユダ》と口にするとは思えなかった。

　彼女は書類に視線を落とす。

　ちょうど、アネさんと菜々千は再びウォータースライダーに登ってしまった。青山はまだプールサイドでダウンしている。あいつ、肝かん心じんなときに……。

　ここにはゆずきと千歌、そして僕だけだ。

「ねぇ、聞きたいことがあるんだけど」

　何が何だかわからないが、とにかくとっかかりを作るために僕は話しかけた。

「なんなのですか？」

「キミの名前を教えてよ。そして、どうしてここに入れたの？」

「一つ目の質問ですが、そもそも名前とは人と人とが関係を築く上で必要になる要素なのです。ですが、僕はおまえたちと関係を築くつもりはないのです。だから、それに答えるつもりはありません。二つ目の質問ですが、反対に小早川真春はどうしてそこにいるのですか？」

　まともな答えは返ってこず、質問を質問で返される。

　しかし、そんなことよりも。

「……どうして……僕の名前を……？」

　彼女の口元が怪しく歪ゆがみ、尖とがった八や重え歯ばがきらめいた。

「知り得る情報というものは媒ばい体たいに由来するのです。僕がおまえの名前を知っているのは、僕が普ふ段だん触ふれる媒体におまえの名前が載のっていたからにすぎません。それ以上でも、それ以下でもないのです」

　そもそも僕は自分自身、媒体に名を連ねるような人間じゃないことをよく知っている。テレビになんて出たことはないし、新聞に載るような活かつ躍やくをしたこともない。雑誌のインタビューを受けたことなんて勿もち論ろんありえない。

　もしあるとすれば。

　それは想像だったのだけど、例えばハウスが入にゆう寮りよう者であるバーグ・ティーンの名めい簿ぼを作っていたとして、それが漏もれているのだとすれば。利用価値のあるバーグ・ティーンの情報を外部に流していることを、以前ハウスの総責任者である柏かしわ木ぎは示し唆さしていた。それが、どういう経けい緯いかはしらないが、目の前の彼女に伝わったのかもしれない。

　何よりも彼女は、《ユダ》の存在を知っているのだ。

　……いま彼女が手にしている書類は、いったいなんなのだろう。あの書類に、なにかゆずきの情報が書き記されているのではないか。

「わ、私に用があるんですか？」

　ゆずきが、一歩前に出た。

　どこか決意のこもったゆずきの表情を、僕は以前にも見たことがある気がした。

「そのとおりなのです、星ほし空ぞらゆずき。僕はおまえに用があります」

「じゃあ、用件を、教えてください」

　そして、僕は思い出した。

　それは、ハウスに向かうときに浮かべた彼女の表情と同じだ。アネさんを助けるために勇気を出したあのときの表情と同じだ。

「私に用があるなら、真春くんと千歌ちゃんは、遊んでてもらってもいいですよね」

　自分のために周りに迷めい惑わくを掛かけまいとする。

　彼女は深いところでいつもそうで、このときもまたそうだったのだ。

　でも、その勇気はきっと、いまはまだ必要ない。

「逃にげよう、ゆずき。あんな変な奴やつに付き合う必要はないよ」

　ゆずきがこちらに目を向ける。

　いつもより少しだけ攻こう撃げき的な表情が、僕と向き合って平静なものへと溶とけた。

「は、はいっ。真春くん」

　ということで、僕たちは得体のしれない何かから逃げようとしたのだが、

「ダメ！　行っちゃダメ！」

　珍めずらしく黙だまっていると思った千歌が、僕の腕うでを摑つかんだのだった。

「ど、どうしたんだよ千歌。千歌も一緒に逃げるぞ」

「ダメ、逃げちゃダメ！」

「なぜだ千歌！」

「とにかくいやだ！」

　どうしたのだろう。急にぐずりだす千歌に僕は動どう揺ようする。

「千歌ちゃん、行きましょうっ」

　ゆずきの呼びかけにも、しかし千歌は首を横に振ふった。

　そうこうしている間に、ついに少女は入水したのだった。生意気で妖艶な表情を振りまきながら、少女は穏おだやかな調子で言った。

「大だい丈じよう夫ぶなのですよ。僕が直接おまえたちになにかをするわけではないのです」

　一歩一歩、彼女は近づいてきた。

　僕は彼女と距きよ離りを作りたかったが、しかし千歌が邪じや魔まをするのだ。彼女がゆずきの前に立つため、避さけて通ることができない。ゆずきは当然、千歌に触ふれることができないので、強きよう行こう突とつ破ぱもできないのだ。

　しかしだからといって、僕がなにもできないわけではない。

　僕には、バーグ・ティーンがあるのだから。

　止めてやる。

「おまえたちはただそこに立っているだけで構わないのです」

　ただ立っている？

　そんな言葉通りになると思うなよ。僕は能力を使って、彼女の肩かたを摑もうとした。

　しかし。

　それは上手うまく行かず、そして摑んだのは運良くというか運悪くというか。

「ひッ！　いま、何やら変な感かん触しよくが胸のあたりを包んでいるのですが……」

　おっぱいだった。

　いや、果たして人類はそれをおっぱいと呼んでいいのだろうか。しなやかな体の平らな陸地は、若じやつ干かんの柔やわらかさと同時に肋ろつ骨こつ的な何かを感じる。

　しかし、彼女はそれがまだ何なのかわかっていないのだろう。首をかしげるばかりだ。しかし急にハッとして、

「小早川真春も……バーグ・ティーン。……まさか！」

　おそらく核かく心しんをついたのだった。

「ち、違ちがうんだ！」

「な、なにが違うのですか！　そして、何をしているのですか！」

　僕はひとまず彼女から見えない手を離はなした。すると、また彼女はこっちに向かってきた。

　だめだ。なんとか彼女を止めなければ！

　しかし、

「ひッ！　またやったのですね！　おまえ、僕にわざとえっちぃことやったのですね！」

　いや、誤解だ！　ちなみにどこが誤解かといえば、えっちぃことをやったかどうかではなく、わざとやったかどうか、という点だけですけどね！

　うわ、ゆずきがこっちに白い目を向けてる！

「と、とにかく、こんなことをしている場合じゃないだろ！　千歌、いいから逃げよう」

「ダメ！」

　なぜか追い詰つめられたような表情の千歌は、今度は僕に体を密着させた。ぴったりくっついて、離れようとしない。そして、残念ながら胸むな板いた的肉厚をまったく感じない。僕はなんとなく隣となりに立っている不安そうなゆずきを見た。彼女も同様に、千歌より若干マシとはいえ、ほぼ胸はないと言っていい。

　アネさんはウォータースライダーの方にあそびに行ってしまっている。

　残念ながら芹葉先輩はこの場にいない。なんか、胸が貧相な人ばっか集まってるな……。だからなんだということはないが。

　すると、白スク水少女が言った。

「ダメなのです！　千歌、わかっているのですよね。このままでは『大いなる計画』が達成できないのです！」

　僕が千歌に摑まれている、ということは、現状離れられないゆずきもあまり逃げられないということだ。ゆずきは僕から離れることができないのだから。

　てゆーか千歌、まさか共きよう謀ぼうしてるの？

　そう言えば、最近ずっと千歌はそわそわしていて、特に今日は様子がおかしかった。さらに言えば、千歌は純じゆん粋すいで、騙だまされやすい女の子だ。

「千歌、なんだか知らないけどさ……キミ、騙されてるぞ！」

「何よお兄ちゃんなにも知らないくせに！」

[image: ]

　声を振り絞しぼる千歌に、少女が語りかけた。

「千歌！　そんなことをしてると、一生甘いものが食べられなくなるのです！　いいのですか！」

「え⁉　一生甘いものが食べられなくなるの⁉　やだー」




　　　　◆　◇　◆




「え⁉　一生甘いものが食べられなくなるの⁉　やだー」

　千歌は一いつ瞬しゆん思おもい浮うかべてしまったのです。

　すべての甘いものが消えさり、食しよく卓たくからデザートという概がい念ねんが消え去った世界を。

　それはとても貧しい食生活でした。あるいは食の地じ獄ごくと言ってもいいかもしれません。なぜならばそれは、ただ単純にケーキやアイス、ジュースなどが消えるわけではないからです。

　砂糖やはちみつなどの甘味料は、デザートだけでなく多くのおかずに使われます。だから、それらが使われなくなった食事は、辛から味み、苦味、酸味ばかりが主張し、味の黄金比率を大きく逸いつ脱だつしたものだったのです。さらに、ご飯やパンなどに含ふくまれるデンプンは、唾だ液えきと反応して糖質に変わります。だからこそ嚙かめば嚙むほど甘くなってくるのです。甘いものがなくなるというのはつまり、ご飯をいくら嚙んでも甘さがにじみ出ないということなのです。また、新しん鮮せんな野菜というのは自然な甘さがあります。この世から甘いものがなくなるというのはつまり、野菜に新鮮さを感じなくなるということなのです。




《心の原稿Fluoroscopy》に書き出されるそんな文面を見て、僕は思いました。

　いまだ、と。




　　　　◇　◆　◇




「千歌、いまです！　《ユダ》に触さわるのです！」

　白スク水の少女がそう言ったとき、僕はなんとなく、変な予感がしたんだ。《裏切り体質》は思っていることと反対の現象を引き起こす能力である。もちろんそれを知っているからこそ、白スク少女は千歌に指示を出しゆずきを利用しようとしているのだろう。

　でも、このタイミングで？

　だってさっきから、甘いもの関連の話しかしてないと思うんだけど。




　　　　◆　◇　◆




　僕の『大いなる計画』。

　甘いものに囲まれた幸せな生活を送る、を叶かなえるために、千歌！　いまこそ《ユダ》に触れるのです！




　　　　◇　◆　◇




　まぁなんだかよくわからないけど、とにかくゆずきを利用しようとしているのならば僕はそれを阻そ止しするまでだ。

　僕は千歌の水着の肩かた紐ひもを摑んだ。それはほどけ、彼女の背中があらわになり、それは要するに上半身が裸はだかになったということだ。

　彼女はこっちに振り向いた。

「ちょっと、なにするのさお兄ちゃん！」

　いや、まずその貧相な上半身を隠かくせ。

　そして、

「むしろキミこそなにしてるんだよ」

「あたしはただ、甘いものに囲まれた生活が送りたいだけだもん！」

　ひょっとして……本当にそれだけなのかな……。

　彼女……思わせぶりに登場しておいてそんな感じで大丈夫か。僕は白スク少女の方に目を向けた。

　白スク少女は腕をバタバタさせ、水面をばちゃばちゃ叩たたいていた。

「じゃ、邪魔するななのです！　小早川真春は邪魔なのです！」

　いや、そんなこと言われましても……。そりゃ、なんかよくわからないけどそこまで思わせぶりに登場されたらひとまず邪魔だってするよ。

　あれかもしれない、僕は彼女を初めてみたとき、どちらかというとミステリアスだと思ったんだけど、明らかにコミカルな人っぽいよね。

　白スク少女は近づいてきて、僕をぽかぽか叩いた。

「いて！　なにするのさ」

「邪魔なのです！　小早川真春なんて嫌きらいなのです！」

「やめてよひな子こちゃん、お兄ちゃんを叩かないで！」

　なるほど。

　白スク少女はひな子ちゃんというのか。

　キッと八や重え歯ばをむき出しにして、ひな子ちゃんは激高した。

「千歌！　『大いなる計画』を忘れたのですか⁉」

　しかし。

「あたしはお兄ちゃんが痛い思いをするなら、甘いものなんて食べられなくていいもん！」

　不覚にもなんか感動的なセリフキタ！

　僕はこんな意味不明なタイミングで若干感動してしまった。なんで僕はこんなタイミングで感動しているのだろうか。

　千歌は、僕のことをぽかぽか叩く少女──もといひな子ちゃんを突つき飛ばした。ひな子ちゃんは流れるプールの流れに乗って、ゆずきの方へ流れ着いた。流れは急に変えられず、水の中で上手に動けないゆずきはとうぜん避さけられない。そして、二人はスク水同士だ。だから、もちろんスク水は水着の中では面積の大きいものではあるのだが、しかしそれでも水着である。

　流れるプールで二人が近づけば、接せつ触しよくがとてもしやすいということだ。

　──これが理由か。

　僕は思った。千歌を何に使おうとしたのかはわからない。わからないが、とにかくプールという露ろ出しゆつの多い場面では、ゆずきはまったくの無防備に違いないのだ。だからこそこのタイミングを狙ねらって白スク少女は現れた。

　僕は、不意に怒いかりがこみ上げてきた。ひな子ちゃんはどう見ても僕たちと年ねん齢れいが近い。にもかかわらず、ゆずきを利用しようとしたのだ。それも、甘いものに囲まれた生活を送りたいとか、そんな感じの理由で。

　僕はゆずきと触ふれそうになっているひな子ちゃんを、僕の能力を使って強ごう引いんに引き寄せた。そして、能力でなく自分の両手で、彼女の手首をつかむ。僕の顔と彼女の顔が近づいた。

「ひゃっ。な、何をするのですか！」

「それはこっちのセリフだ。ゆずきに近づくのは、僕が許さない」

「い、痛いのです。手を離はなせなのです！　ぼ、僕に暴力を振ふるうのですか！」

「振るうつもりはないよ。いまは、ね。でも、もしキミがゆずきに危害を加えようっていうのなら、僕はどうなってしまうかわからない。それに、僕はキミに考えなおして欲しいと思ってる。キミ自身のために。もしキミの願いが僕たちの納なつ得とくのいくものだったら協力だってするつもりだ。でももしそうじゃないのなら、そんな人を利用するようなことは、キミは、キミのためにやめるべきだ」

　言い切った。

　思っていた以上に強い語気になってしまい、息がかかるほど顔が近づいているひな子ちゃんは呆ぼう然ぜんとなっていた。ただ呆然とした表情とは対照的に、彼女の心臓の音が僕に聞こえるほど高鳴っている。僕の言葉が、彼女にどれほど伝わるかわからない。でも、いま言ってやらないとダメな気がしたんだ。

　誰だれも言葉を継つがず、変な間ができた。いぜんとして僕たちは顔を突き合わせて見つめ合っている。彼女の顔は真っ赤で、目は見開いていた。怒おこっているのかもしれない。

　そして静せい寂じやくを破るように、ひな子ちゃんは小声でつぶやいた。




「…………すてき」




　…………え？

　ひな子ちゃんの顔は真っ赤だ。え？　それはさ、得体のしれない男子に急に怒られたから興奮して顔が赤いわけ……だよね？

「真春……僕は真春のことが好きです」

　……告白キタ！

「いや……なに言ってるのさ。僕の話……聞いてた？」

「はい！　聞いておりました。聞いた結果、僕は真春のことが好きになったのです。真春、結けつ婚こんしましょう」

　目がトロンととろけ、ひな子ちゃんはさっきまでとは別人のような表情になっている。

「ひな子ちゃん。年齢的に結婚は無理だ」

「あと数年の辛しん抱ぼうなのです」

「数年辛抱しても結婚しないし」

「な、なぜなのですか！　この僕が結婚を申し出ているというのに‼」

　いや、おまえ誰だよ。

「真春、聞いて下さい。僕はいままで、可愛かわいい可愛いと言われて育てられてきました」

「そうですか」

「まぁ、それは当たり前のことなのです。なにせ僕は、事実可愛いのですから」

「羨うらやましい自信ですね」

「でも、結果としてその可愛さが悲劇をもたらしたのです。僕のあまりの可愛さがゆえに、だれも僕のことを叱しかれなくなったのです」

「甘やかされたんですね」

「その結果僕は心おだやかな日々を送ることはできましたが、同時に物足りなさを感じていたのです」

「へー」

「真春。僕は真春に怒られて、心に衝しよう撃げきが走ったのです」

「ふーん」

「真春は初めて僕に怒った人なのです。でも、ただ怒ったのではなくて、その中に愛があったのは明白なのです。真春は僕のこと、嫌いですか」

「好き嫌い以前に、よく知らない人なんですけど」

　好きの反対は無関心って言葉、知ってますか？

「真春、真春は僕の初めてなのです。初めてを奪うばったのですから、結婚しなきゃいけないのです」

「人が聞いたら誤解する表現だね」

　いったいなんなんだこの子は。

　千歌は「え、どういうことどういうこと？」とよくわかっていない様子で声を上げ、ゆずきはおどおどしながら僕たちの様子を見ていた。

　僕自身も、ひな子ちゃんをどう扱あつかっていいのかわからない。

　さっきまではどちらかと言うと猫ねこみたいだったひな子ちゃんの視線は、いつの間にか従順な犬のようになっていた。試ためしにお手と言って僕が手を出してみると、すごく純真な目をしながらひな子ちゃんは僕の手の上に彼女の手を重ねた。まったく意味はわからなかったが、けっきょくひな子ちゃんが可愛い女の子であることは変わらず、僕は変にドキドキしたが、同時に周りの皆みなさんの刺さすような視線に気づいたのだった。

「小早川って、調教趣しゆ味みがあるんだ」

　いつの間にかウォータースライダーを滑すべってきたアネさんが、目め尻じりをぴくぴくさせながら言った。

「いや違ちがうよアネさん！　これは……えっと……気の迷いっていうか！」

「てゆーかその子誰よ」

「い……いや、それは僕もよくわからないっていうか」

「なによ小早川、ちょ、調教なら、あ、あたしにすればいいじゃん！」

　なに言ってるんだアネさん。

　僕たちはひとまずプールサイドに上がった。ひな子ちゃんはここに来た当初よりも遥はるかに従順だった。改めて名前を訊たずねたところ、彼女の本名は栗くり栖すひな子ちゃんというらしい。僕が訊ねることは快く答えてくれそうなので、色々聞いてみるとする。

「ひな子ちゃんは、どうして《ユダ》を知ってるの？」

　この質問は割と核かく心しんに近いので、緊きん張ちようしながら訊ねたのだけれど。でもひな子ちゃんは目をキラキラさせながら快く答えてくれた。

「はい、真春！　僕はハウスにいたのです！　そこではニナという、《ユダ》の女の子がおりました」

　変わり様すごいな……。

　それにしても、キミもハウスにいたんだね。

　……待てよ。ハウスにいたってことは、

「じゃああんたもバーグ・ティーンなんだ」

　僕よりも先に、腕うでを組んだアネさんがふてぶてしい態度で訊ねた。

　しかし。ひな子ちゃんは一いつ瞬しゆんアネさんに顔を向けたが、ぷいと顔を背そむけた。

「なによあんた！　質問に答えなさいよ！」

「おまえの質問に答える義理はないのです」

「小早川の質問には答えてたじゃん」

「おまえは僕のフィアンセではないのです」

　僕も違うけどね！

　ということで、今度は僕から訊ねる。

「ひな子ちゃんのバーグ・ティーンは、どんな能力なのかな？」

「はい、真春！　僕の《神視点Arbitrary Eye》は、他人の視点で描えがかれる物語を読む能力なのです」

　すごくあっさり答えてくれるひな子ちゃんに、アネさんの怒ど髪はつがガンガン天を衝ついてます。

　ひな子ちゃんはそんなアネさんの様子に構うことなく、マイペースに続ける。

「僕の能力をお見せするのです。心して見るがいいのです」

　ひな子ちゃんは天に両手を掲かかげた。

　不思議な少女のゆったりとした所作がどことなく神秘的で、空気がピンと張り詰つめた。

『《心の原稿Fluoroscopy》』と彼女がつぶやくと、その両手の上に青いふわりとした光がきらめき徐じよ々じよに薄うすく形作られる。

　それは、一枚の紙になったのだった。

　それは明らかにバーグ・ティーンの能力。

　その紙はひな子ちゃんがここにきたときも持っていたものだと気がついた。そのときのものは、いつの間にか消えてしまったようだが。

「その紙が、能力？」

「はい、真春！　僕はハウスにいたときから、この《神視点Arbitrary Eye》を使って、ニナとその周辺のことを知っていたのです。だから真春のことや、星空ゆずきが《ユダ》であることも知っていたのです。僕は《ユダ》を使って、甘いものに囲まれた生活を送ろうと思ったのです。真春、僕と一いつ緒しよに甘い生活を送るのです」

　送りません。

「ひな子ちゃん。やめたほうがいいよ。僕は高校生にして人妻しか愛せなくなってしまったただの変態だから。ひな子ちゃんにはもっとお似合いの人がこれから現れると思うんだ」

「そ、それは青山ではないのですか！」

　なんで青山って、妹たちとか初対面の女の子に青山って苗みよう字じ呼び捨てで呼ばれるんだろう。

　それはともかく、ひな子ちゃんは続ける。

「この原げん稿こう用よう紙しには、特定の人物の物語が書きだされます。千歌」

「なにかな！」

「僕は以前、千歌におまえの物語を読んでみたいと言ったのです。そのとき、おまえはなんと言いましたか？」

　というか、僕の知らないところで二人はやっぱり会っていたんだね。

「え、えっと……。忘れた！」

　千歌、うん、キミは確かにそんな子だよ。知ってた。

「そうです。千歌は『もちろんだよ。任せて』と言ったのです」

　どこがどう「そうです」なのかまったくわからない。これはあれだ。マイペースな子が二人交わっちゃったパターンのやつだ。相手に質問しといて聞く気ゼロという。

「それが、僕の能力の発動条件なのです。僕が相手の目を見て物語を読みたいと言って、その相手が肯こう定ていの意を示せば、その瞬しゆん間かんから《心の原稿Fluoroscopy》にその相手の物語が書き出されるようになるのです」

　意い気き揚よう々ようと語る彼女。

　なんだか、ストーカーにもってこいの能力だ。

「だから、僕は千歌のことも真春のこともよく知ってるのです」

　ストーカーですね！

「結婚するのです。真春」

「しません」




　思えば、ひな子ちゃんもハウス出身ということは、僕たちは同窓生ということではないだろうか。いや、だからなんだってことはないのだけど。もっともひな子ちゃんがハウスに入ったのは五月の頭の頃ころらしく、歴史は非常に浅い。

　ひな子ちゃんはたまたま《ユダ》であるニナと食事の席で横になった。ハウスでニナは明らかに他ほかの利用者とは違い、厳重に管理されていた。ニナは、きっと面おも白しろいに違いない。だからこそ、ひな子ちゃんはその能力を使ってニナの物語を読もうと考えたそうだ。

　入にゆう寮りようしてから一ヶ月ほど経たち、ひな子ちゃんはハウスにいることに飽あきてしまった。ひな子ちゃんはその頃にはニナの能力を完全に理解していた。そして、いいタイミングでニナを押して、ハウスの職員にぶつけた。

「そうなのです。《ユダ》を脱だつ走そうさせればハウスは混乱すると僕は確信していたのです。そうすれば、僕があそこから脱だつ出しゆつできることは火を見るよりも明らかだったのです。そして見事成功したのです。知的なのです」

　うん。すごい色々な場所で思考の飛ひ躍やくがある気がするんだけど、まあそれは黙だまっておこう。何にせよ、彼女はハウス脱走を計画し、そして成功させたことには変わりないのだ。大きな原因は圧あつ倒とう的運の良さだと思うけど。

　そして彼女は、自身の能力、飛躍したアイディア、圧倒的な運を頼たよりに、今度は「甘いものに囲まれた生活を送る」という計画を実行に移した。

「でも、今回は失敗しちゃったんだね……」

　僕が言うと、ひな子ちゃんは下くちびるをつきだしながら、

「むーん、それは……今回はちょっと手加減したからしかたなしなのです」

　なんだそれは。

「でも今回は僕のフィアンセに出会えたから、成功と言ってもいいと思わないですか⁉　真春、結けつ婚こんするのです」

　当初の目的から脱だつ線せんしすぎですよね！

「とにかくもう、人を利用するようなことはやめるんだよ」

　ひな子ちゃんは少し視線を足元に逃にがし、ふてくされたような表情で、

「はーい。真春が言うなら、しかたないのです」

　一応素す直なおに答えてくれたのだった。

　ただ。

　忘れていたのだけど、ひな子ちゃんの計画には、共きよう謀ぼう者がいるのだ。

「えー？　じゃあ甘いものはどうなるの！　あたし、食べたいよ」

　知らねぇよ。

　千歌、キミもいい加減諦あきらめてほしいな。

「お兄ちゃん、最後に一回だけ、ゆずちゃんを利用しようよ」

　なに言ってんだこいつ。

　千歌は僕の腕にしがみつきわめいた。

「千歌、僕は割とキミにがっかりした」

　そんな僕に、アセアセといったふうにゆずきが語りかける。

「真春くんっ。きっと千歌ちゃんだって、冗じよう談だんで言ってるんですから、あまり怒おこらないでくださいっ」

　違うんだよゆずき。こういうときの千歌は割とマジなんだよ！

　そして僕たちが言い争っているところへ再び彼女が割り込んでくる。

「おまえ、今日ずっと真春とくっついているのです。不ふ愉ゆ快かいなのです」

　ひな子ちゃんはゆずきにビシィと指を突つきつけた。

　困こん惑わくの表情を浮うかべるゆずき。

「は……はぁ」

「僕は知っているのです」

　ひな子ちゃんは僕たちの方へ再び近づいてくる。

　その表情は、いつの間にかここに現れたときのような生意気なものへと変わっていた。

「千歌……知っていますか？　実はもう、ゆずきと僕の真春は一生離はなれられないのです。つまり、これからドーセーが始まってしまうのです」

「え？　そうなの？」

「そうなのです。それはつまり、千歌。おまえは見捨てられるのですよ。それを許していいのですか⁉」

　すごい飛躍ですね！

　確かに、現状僕とゆずきは離れることができないのは本当だけど。

「お兄ちゃんに見捨てられたくない！」

「星空ゆずきと真春が一生離れられなくても、いいのですか⁉」

「やだー！」

　そのタイミングで、千歌をひな子ちゃんが押した。

　千歌はバランスを崩くずし、ゆずきの方へ流れる。そして、ゆずきと千歌が触ふれ合う。青い光が顕けん現げんする。

　な　に　や　っ　て　ん　だ　！

「ひな子ちゃん！　さっきゆずきを利用しないって言ったばっかりじゃないか！」

「ま、真春！　ぼ、僕はただ真春と……」

　待て、よく考えろ。ひな子ちゃんの目的は甘いものに囲まれた生活を送ることだ。そして、彼女は手元の原稿に視線を落としつつ、千歌を押した。

「千歌も千歌だぞ！　なんであんなタイミングで、甘いものが食べられないなんて考えられるんだ──痛ッ！」

　後頭部に衝しよう撃げきが走り、僕は振ふり返った。

　そこには、右みぎ腕うでのフォロースルー美しいアネさんが立っていた。

「そんなわけないでしょ。小早川……あんたってホント馬ば鹿かね」

「え！」

　なんか僕、間ま違ちがえたの⁉

　混乱する僕の腕うでを、アネさんは引っ張った。逆らえず、ずるずると引きずられている僕。え、何してんの？

　ちょっと！　待ってよアネさん！　それ以上引っ張ると、僕から離れられないゆずきがこっちに引っ張られることにッ……なってない。

　あれ？

「まだわかんないわけ？」

「真春、もうその女と一緒にいる必要はないのです。真春は僕だけを見つめているんじゃダメですか？」

「ダメです」

　それはともかく、思い出せ僕。

　千歌がゆずきと触れる瞬間、ひな子ちゃんはなんと言った？　えっと。そうだ、確か……ひな子ちゃんは、

　──星空ゆずきと真春が一生離れられなくても、いいのですか⁉

　……そうか！

　ピンときた。

　千歌は見事に、僕とゆずきが一生離れられないという未来を想像したんだ。結果、僕とゆずきは離れることができるようになった。

　うわぁ……。

　そりゃそうだよな。いままでの展開を考えたら、すぐそのくらいのことには思い至らないと……。

　僕はゆずきの方を見た。彼女は首を傾かたむけて苦く笑しようを浮かべていた。

　ひな子ちゃんの方を見た。

　彼女は目をうるうるさせて、両手を握にぎってこちらを見ていた。

「真春はその女と一いつ緒しよにいる必要はないのです。僕だけの真春になればいいのです！」

「なりません」

　言葉の内容はともかくとして。

　けっきょく、ひな子ちゃんは僕とゆずきの離れられない状態を解除してくれた。気づかないうちに、僕はひな子ちゃんに助けられてしまったのだ。

　う～ん。

　でもそれ、一応《裏切り体質》を利用してるんだよね……。

「まぁ、いいじゃないですか真春くん。せっかく離れられたわけですし」

　離れられて嬉うれしいんだゆずき。

　嬉しいんだね。

　もっとも表情は相変わらずの苦笑いなわけだけども。

　なんだかこのタイミングでひな子ちゃんに強く注意する気力が僕にわかなかった。だから、僕はひな子ちゃんにもう一つだけ伝えた。

「今回は、もう仕方ないけどさ。これからは、本当に、ゆずきを利用しないでほしいんだ。僕はキミに、他人の力を私利私し欲よくに使うような女の子になってほしくないからね」

「それはつまり、俺の女であれば慎つつましやかであれ、ということなのですか？　真春」

「……まぁ……」

　若じやつ干かん違ちがう気がするけれど、もうそれでいいです。




　　　　◆　◇　◆




　僕は、真春を愛してしまいました。

　それは、いわゆる、運命にほかなりません。

　人が運命に挑いどむとき、どういうわけか天はそこに障害を創つくるのです。今回の障害は星空ゆずき、彼女に違いないでしょう。真春が彼女にかどわかされているのは火を見るよりも明らかなのです。

　一方で、星空ゆずきにそんな気持ちはないと思うのです。根こん拠きよは、彼女は真春と離れることができるようになった瞬しゆん間かんから、彼と距きよ離りをおくようになったことです。楽しそうに真春の横で笑えみを浮かべておきながら、心の中では鬱うつ陶とうしく思っていたのかもしれません。あるいは、自分に気のある真春を馬鹿にしていたのかもしれませんが。

　あぁ、かわいそうな真春。

　でも、安心するのです。僕が、これから助けてあげます。

　僕はもう、星空ゆずきのバーグ・ティーンを利用したりしません。それは、真春の愛のある言いつけなので、大切にしようと思うのです。

　それがなくとも僕には。




《心の原稿Fluoroscopy》があるのです。




　僕の能力は、決して星空ゆずきに引けを取るものではないのです。

　ところでプールサイドには、新たな登場人物が現れました。

「あらー、不思議な星人がいるわね～」

　見知らぬ女でした。胸がやたらと大きいのです。

「あ、芹葉先輩」

　と真春が彼女を呼んだのでした。芹葉先輩と呼ばれた女は、カラフルな南国を思わせるビキニ姿でした。一歩動くたびに、その巨きよ大だいな脂し肪ぼうが揺ゆれるのです。

　すると、

「な、何をするのですか！」

　女は突とつ然ぜん僕に抱だきついてきたのでした。

　その脂肪分が僕に押し付けられます。不愉快なのです！　あてつけなのですか！

「かわいい子を見てると抱きつきたくなるのよねー」

　知らないのです！

「や、やめろなのです！　ま、真春！　助け──」

　真春はなにやらほっこりとした顔で僕たちの様子を眺ながめておりました。

　やめろなのです！　い、息が！　窒ちつ息そくす──




　はぁ……はぁ……。

　そんな災難を、僕はなんとか乗り切りました。

　脂肪女がきたことによって、面々は再びプールで遊び始めました。

　しかし、星空ゆずきは参加しないようです。「ちょっと疲つかれちゃったので、見学してますっ」と言って、プールサイドで体育座りをしておりました。

　ぽつんとした彼女に、僕は近づきます。

　星空ゆずきは、僕に警けい戒かい心しんをむき出しにした目で見つめてきました。

　僕は言ってやります。

「大だい丈じよう夫ぶ。真春の言いつけは守ります。おまえを触さわったりはしないのです」

　星空ゆずきは怪け訝げんな表情に変わりました。おそらく、僕のあまりの可愛かわいさにあらためて驚おどろいたということでしょう。

「いくらこちらに目を向けようと、おまえは劣れつ等とう感に押しつぶされるだけなのです」

　ときに『カワイイ』は罪なのです。罪であり、正義なのです。

　星空ゆずきは、少し困惑しておりましたが、ついに言葉をつぶやいたのです。

「そうですね……」

　と小声でつぶやきました。

　図星だったのでしょうか。なかなか素す直なおでよろしいでしょう。

「もっと『違ったら』いいのに、とかいつも思っちゃいます。ないものねだりなんですけどね」

　くしゃりと、彼女は僕に笑いかけました。

　その表情が少し悲しげで、僕はちょっぴり動どう揺ようしました。

「だ、大丈夫なのです！　おまえは、そこそこなのです！　僕はいろんな人間が主人公の物語を読んできましたが、おまえが主人公の物語はきっと、まぁまぁ素敵だと思います。僕は読んでみたいのです」

　彼女は少し考えてから、「ふふ」と笑い、「ありがとうございます」と続けました。

　星空ゆずきに動揺してしまったついでではありましたが、しかし。

　僕の計画の第一歩が達成されたのです。

　これで、《心の原稿Fluoroscopy》には星空ゆずきの物語が描えがき出されるでしょう。ただ、現状《心の原稿Fluoroscopy》に書かれる文字は、僕以外には可視化されていません。物語は、読んで欲しいと願うキャラクターと、読みたいと思う読者が必要なのです。

　待っているのです真春。

　僕がきっと、真春を救い出してみせるのです。




　真春はウォータースライダーの階段を登っておりました。

　なんでもビーチボールのレシーブミスをしたので、頭を下に向けてウォータースライダーを下りるという罰ばつゲームをやらされるそうです。

　僕は早足で階段を上がって声をかけてあげます。

「真春！」

　彼はこっちを振ふり向きました。

「あ、ひな子ちゃんもウォータースライダー滑すべるんだ」

「滑らないのですけど……で、でも！　ま、真春と一緒なら、滑っても……いいのです……」

　そのとき。

　僕はなんだか得体のしれない感情に支配されました。どうしてか真春と目を合わせることができず、顔を背そむけてしまったのです。

「どうしたの？　ひな子ちゃん」

「わ、わからないのです……」

　僕は視線を上げ、勇気を出して真春の顔を見ました。

「かっこいい」

「え」

　思わず言葉が漏もれてしまいました。顔がすごく熱いのです。

「正直、僕そんなこと初めて言われたよ、ひな子ちゃん」

「かわいそうなのです」

「…………」

　真春はなぜかものすごく悲しげな顔を浮うかべました。

「で、でも僕は真春のことを恰かつ好こういいと思うのだから、それで十分ではないですか？」

　僕が見つめると、今度は真春が目を背け、頰ほおをぽりぽりかくのでした。

　そんな所作も恰好いいのです。

　そうだ。

「結けつ婚こんしましょう」

「しないよね」

　そこは反応の速い真春でした。でも、こんなに可愛い僕がこんなに言っているのになびかないなんて。

　それはやっぱり。

「真春は、そんなに星空ゆずきのことが好きなのですか？」

　口にするだけで、少し嫌いやな気分になります。

　真春は真しん剣けんな表情になって、少し考え込んだあと、僕をまっすぐ見ました。

　なんとなく、いまからの真春の言葉が聞きたくないと思いました。

　理由は判然としません。

　でも、僕はとにかく真春が話し始めるより先に言葉を告げました。

「例えば真春は、星空ゆずきが主人公の物語を読んでみたいと思いますか？」

「……ど、どうしたのかな急に」

　思わず出た言葉は核かく心しん。

　僕は真春に、この答えを聞きにきたのです。

「どうもしていないのです。単純な疑問なのです」

　真春は顎あごに手を当て、少しのあいだ考えました。そして、考えた割りには迷いのない言葉で、言ったのです。

「読みたいよ。僕はいつだって、彼女のことが知りたい」

　真剣な表情に、僕の心が痛みました。

　悲しいのです。

　それは、真春が僕のことを見ていないのもそうですが、それ以上にこんなにも騙されている真春がかわいそうだからです。

　人間は、多くのたてまえで自分の本心を隠かくします。人間の本心とは、思いのほかドロドロしているものなのです。むしろ体面を綺き麗れいに整えている人間ほど、そのくせ内面は醜みにくいものなのです。僕はこの能力があるがゆえに、そのことをよく知っています。

　真春、これから僕が助けてあげます。

　本来僕しか読めない《心の原稿Fluoroscopy》には、とあるルールがあります。

　それは。




　物語を読みたいかと僕が訊たずね、それに肯こう定ていの意を示すとその人物も《心の原稿Fluoroscopy》を読めるようになる。




　というものです。

　そして、それは今達成されたのです。真春は、物語の素敵な読者になるのです。

　いいですよ、真春。読ませてあげます。星空ゆずきの物語なので、彼女と二人きりのときが一番でしょうか。そして、人間の本ほん性しようを思い知るがいいのです。より伝わりやすくするために、文体は一いち人にん称しようにしましょう。

　そうすればきっと。

　真春は僕のものになるしかなくなるでしょう。だって、それはそうです。人間を信じられなくなった真春は人間を愛すことができなくなり、そうなってしまえば人間を超ちよう越えつした存在しか認めることができないために、隣となりに立つ人間を超越した可か憐れんな栗栖ひな子その人を──

「さて、そろそろ滑ろうか」

　え？

　きゃっ！

　真春が僕の腕うでを摑つかんだのです。うれしいのです。

「一いつ緒しよに行こう、ひな子ちゃん」

　言うと、真春は僕に抱きついてきたのです！　なんて大だい胆たんな！　これがプロポーズというものなのでしょうか！

　しかし真春は。

　斜しや面めんに倒たおれるように。

　ウォータースライダーに頭から突つっ込んだのでした。

　僕を巻き添ぞえにして。

　きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。







[image: 第四章　裏ギリ少女の物語]
















　なんだかこんなに遊んだのは久びさな気がする。

　バイトに遊びに大おお忙いそがしで、時間があっという間に過ぎるみたいだった。もっともバイトは五日間続くので、明日もあるのだけれど。

　更こう衣い室で着き替がえを済ませると、その後、僕たちは芹せり葉は先せん輩ぱいに夕食に誘さそわれた。ホテルのパンフレットに紹しよう介かいされている、若じやつ干かんびびるくらい高そうな和食屋さんを指し、ニコニコ笑え顔がおで「みんなで食べていくといいわ～」と言う芹葉先輩はマジでお嬢じよう様さま力高いと思う。

　喜ぶ妹たちと目を輝かがやかせる青あお山やま。もはや青山はただのコミカルな人だよね。アネさんなんかは千ち歌かとすごく仲良くなったようで、引っ張られるようにエレベーターの方へと向かう。

　そんな中で、

「悪いですから、私はもう帰ります。明日もまたバイト頑がん張ばらなくちゃですし。家のこともしなきゃですし」

　ゆずきは少しさびしいことを言うのだった。

　芹葉先輩も「気にしなくていいのよ～」と言うものの、「いえ、今日は楽しかったです。明日もまたよろしくお願いしますっ」とゆずきは健けな気げに笑った。

　しかたがないのでみんなには先に和食屋さんにいっててもらい、僕は駅までゆずきを送ることにした。

　みんなと別れるときに、

「真ま春はる、ちょっと待って欲しいのです」

　ひな子こちゃんが僕にハンドバッグを渡わたしてきた。てゆーかひな子ちゃん、今日初めて会う芹葉先輩にメシまでごちそうになる気なんだね。その図ずう々ずうしさはある意味僕も見習いたい。

「これは……なに？」

　ひな子ちゃんは背せ伸のびをして、僕に顔を近づけた。不意をつかれてドキッとしていると、彼女は口元を僕の耳によせ、ささやいた。

「愛する真春にプレゼントなのです。中身は、星ほし空ぞらゆずきと二人のときに確かく認にんして欲しいのです。内容は、実はまだ僕も確認していないのですけれど、だからこそ結果にワクワクするというものなのです」

　なんだろう、と思ったんだけど、すぐに「ひな子ちゃんも早くいこ！」と千歌に呼ばれ、「待つのです千歌！　僕を置いていくとはいい根こん性じようなのです」と踵きびすを返してダッシュした。まぁ何にしても、みんな楽しそうだからそれはそれでいいか。




　ということで僕とゆずきは、紫むらさきの光が差すような夏の夜道を歩いていた。少し距きよ離りのある駅までの道を、なんとなく大通りを避さけつつ歩く。ゆずきの小さな歩ほ幅はばに合わせ、僕たちはゆっくりと進む。

「ごめんなさい真春くん。真春くんもきっとお腹なか空すいてるのに、送ってもらっちゃいまして……」

「ううん、気にしないで。僕が来たくて来てるだけだから」

　空気がそよぐ音とか、遠くで鳴く虫の声とか、人の営みとか、小さな音が無数に絡からまって、しーと流れる安らかな音。昼よりはだいぶ過ごしやすくなった気候。

　かすかな街灯が、ゆずきの顔を照らす。両手を後ろに組んで、少しうつむきがちで彼女は歩く。

「今日は、楽しかったですねっ」

「うん、着ぐるみのバイトなんて暑そうで大変かなって思ってたんだけど、まぁそれはそのとおりなんだけど、でも、面おも白しろかったよね」

　着ぐるみに入って、いつもと違ちがい人気者である状じよう況きようを体感した。それは大変ではあったけど、でも思いのほか気分のいいものだった。

「でも、《裏切り体質》のせいでくっついちゃったり、いろいろご迷めい惑わくをお掛かけしました」

「ううん」

　それはある意味で、僕にしてみればラッキーくらいの感じでしたので。

「でも、栗くり栖すさんが来てくれて、離はなれられて良かったですね」

　ゆずきは笑顔で言った。

　そして。

「……うん。そうだね」

　僕はまた、思ってもないことを口にする。

　ゆずきは、そのことを『良かった』と思ったんだ。もちろん彼女は女の子だから、男の僕とくっついているのはいろいろと大変なのはわかる。わかるけど、でも、どこか僕と彼女と、ぜんぜん違うことを考えてたんだなって思うと、暗い夜空にあてられたのか、すごく寂さみしい気持ちになる。

　いろいろなことがあったはずの一日。それなのに、その瞬しゆん間かんから僕はとたんに何を話していいかわからなくなった。そして生まれる沈ちん黙もくが、さらに僕を寂しくさせる。僕たちはまだ、沈黙が邪じや魔まにならないほどに仲良くはないみたいだ。

　今日はよく晴れていて、見上げると満天の星空が広がる。月がいつもより近くて、ずっと見ていると落ちてくるんじゃないかと思えるほどに。

「真春くん……もう駅は近いですし、私は大だい丈じよう夫ぶですから、真春くんは戻もどってみんなとご飯を食べてください」

　ねぇゆずき。

　まだ、駅までは半分もきていないよ。

　その言葉がもし、僕を気き遣づかってくれているものならば、少しだけ寂しい。その気遣いがなくなってくれたほうが、僕は遥はるかに嬉うれしいのだから。

　その言葉がもし、早く一人になりたいという意味ならば、とても悲しい。早く僕と離れたいと思っているとすれば、僕は本当に取り残されてしまう。どちらにころんでも、その言葉は僕にとって嬉しくはなかった。

「あ、そうだ」

　僕は唐とう突とつに、ひな子ちゃんにプレゼントを貰もらったことを思い出した。ゆずきと二人のときに中を見て欲しい、と言っていたハンドバッグ。

　話のいとぐちが欲しくて、すがるような気持ちでバッグの口を開ける。

「どうしたんですか？　真春くん」

　バッグを開ける僕の手元を、ゆずきが覗のぞき込んだ。

「いや、よくわからないんだけど」

　中には、何やら紙のようなものが入っていた。それは束になって折りたたまれていた。僕はそれを取り出して、開く。原げん稿こう用よう紙しらしかった。すでに、文字が刻まれている。

　……いや、違う。

　街灯の明かりに照らされて、微かすかに読めるそれは、いままさに文字が刻まれているように見えた。僕はその意味をとっさに理解した。これは、ひな子ちゃんの能力の原稿用紙だ。この瞬間、この紙は誰だれかの心を通して物語を紡つむいでいるに違いない。

「なんですかね、これ」

　ゆずきも顔を近づけ、原稿用紙を覗く。

　よく見ると原稿用紙の下の部分に通し番号が振ふってあるので、さかのぼって文面を追った。そこには、プールサイドからみんなが遊ぶ様子を眺ながめる主人公の気持ちが描びよう写しやされていた。

　追う文面に現れる、『真春くん』『アネさん』『青山くん』の文字に、これは僕たちのことをよく知っている人の物語だと気づく。そして、僕は当然その可能性に思い至る。

　だから、一番大きな通し番号の、今まさに文字が刻まれる原稿用紙に視線を移した。

『真春くんは神しん妙みような表情で原稿用紙を覗いていました。私はそれを見て──』

　ああ、思ったとおりだ。

　これは。




　ゆずきの物語なんだ。




　僕は頭が熱くなるのを感じた。ここには、ゆずきの気持ちが記されている。そうわかっただけで、なんだか目眩めまいにくらくらする。

　読みたい。でも、読むのが怖こわい。

　僕はゆずきの方を見た。目と目が合う。

　ゆずきは不思議そうに、小首を小さくかしげるのだった。

　……あれ？

　いいのかな、僕がこれを読んでいても、大丈夫なのかな。

「ねぇ、ゆずき……」

「なんですか？　真春くん」

「いや、別に……大丈夫なら、いいんだけど……」

　僕は、再び文面に視線を落とした。小さな通し番号の原稿用紙から、ぱらぱらとめくる。文面が頭に飛び込んでくる。

　なんだか、全身がしびれるみたいだ。僕の中の芯しんが抜ぬかれたみたいだ。

　文面を目で追うだけで、僕は動けなくなる。内容を頭で理解するよりも早く、文章が頭に流れ込んでくる。それでいて、条件反射のように体が反応する。どんな反応とは言葉に表しづらいが、しいて言えば、小さな震ふるえのような。

　ゆずきの物語に、僕は満たされてゆく。

　そんなとき、当のゆずきが口を挟はさんだ。




「真春くん、この白紙の原稿用紙が、どうかしたんですか？」




　……あれ？

「ゆずき……これが白紙に見えるの？」

「白紙に見えるっていうか……白紙じゃないですか？」

　ゆずきが噓うそや冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。しかし、少なくとも僕にははっきりと文面が読める。

　書き出される、ゆずきの物語が、である。

　混乱して文面とゆずきの顔を交こう互ごに見る僕に、彼女は言った。

「これ、たぶん栗栖さんのですよね？　もしかしたら、真春くんにだけ読めるようにしたのかもしれません。彼女もバーグ・ティーンですから、そういうこともできるかもです」

　そうかもしれない。彼女は自身の能力について語ってはいたが、それがすべてだったとは限らない。

　でも、どうして？

「何が書いてあるんですか？　真春くん。ラブレターとかですか？」

　ゆずきは「ふふ」とかわいく笑って、僕の瞳ひとみを見つめてくる。

　そして。




　彼女の血の気が、スッと引いた。




　僕の態度があからさまだったのだろう。彼女もそれに気づいたのだ。

　暗い中でも、それがはっきりとわかった。少しの間彼女は動きが止まり、しかし次の瞬間僕の手元から原稿用紙を奪うばった。

　ゆずきは原稿用紙をぐちゃぐちゃにした。

　奥歯を嚙かみしめるようにして、まなじりに涙なみだをたたえた。くちびるが震えていて、僕を見つめながら一歩二歩と後あと退ずさりする。

「待ってよゆずき、キミは……間ま違ちがってる」

　しかし、彼女は踵きびすを返し僕に背を向けた。

「私は……私の中の裏切りを……真春くんに知られたくなかった」

　絞しぼりだすように言葉を形作り、そして、逃にげるように僕から遠ざかる。

　待ってよ。僕は、キミといま話がしたい。

　裏切り？

　どこがさ。先ほど僕の体の中に流れてきたゆずきの物語。それを僕は、体の中で少しずつ咀そ嚼しやくする。

　キミは、なんて自分を追い詰つめてしまうのだろう。

　どうしてそう考えてしまうのだろう。

　きっと同じ方向を向けるはずなのに、どうして僕たちはすれ違ってしまうのだろう。

　小さくなるゆずきの背中に、僕は、泣きそうになった。




　　　　◆　◇　◆




　嬉うれしいことでも、心から喜んじゃダメです。

　今日は嬉しいことがいっぱいあって、でもそれは本当に受け取ったらいけない幸せだから、ご飯は遠えん慮りよして帰ることにしました。本当は、みんなと食べたかったです。

　帰ると言ったら、真春くんが送ってくれると言いました。

　そうやって真春くんが私に優やさしくしてくれるたび、私は特別な気持ちになります。私は反射的に喜んでしまいますが、頑がん張ばって、喜んじゃダメだって、必死に思い直すのです。

　ごめんなさい真春くん。

　真春くんはいつも私を気き遣づかってくれます。喜ばせようとしてくれます。だから、私が私の中の嬉しいを否定することは、真春くんに対しての裏切り行こう為いだってわかってます。いつもです。いつも私は真春くんを裏切っています。

　いまもこうして、隣となりを歩く真春くんを裏切っているのです。

　真春くんは優しい人です。みんなに優しくて、そんなところが私は大好きで、きっと私だけじゃなくて、妹さんたちも、芹葉先輩も、アネさんも真春くんが大好きなんだと思います。好きな人と一いつ緒しよにいられることは幸せです。でも一緒にいるということは、その人の時間を奪うばうということだと、私はわかっています。それは同時に、妹さんや、芹葉先輩や、アネさんの幸せも奪っているということです。
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　私の存在は、みんなの幸せを奪います。

　真春くんは優しいから、私の境きよう遇ぐうを不ふ憫びんに思ってくれます。でもきっと、私の境遇は真春くんより辛つらくないと思うんです。だって私は、真春くんと違ちがってハウスに軟なん禁きんされたことがないのですから。だから真春くんと違って、ハウスの本当の意味での怖こわさも知らないです。真春くんはバーグ・ティーンであることの辛さを誰だれよりもよく知っているから、同じバーグ・ティーンである私を大切にしてくれます。私に時間を費やしてくれます。

　卑ひ怯きような私はその厚意に甘え、その喜びをあとから否定します。そうしないと本当に、私はもっといろいろな、手に入らないものまで欲しくなってしまいそうで怖いのです。もっと真春くんの時間を奪い、みんなの幸せを奪いたくなってしまいそうで怖いのです。

　だから、私は。

「真春くん……もう駅は近いですし、私は大だい丈じよう夫ぶですから、真春くんは戻もどってみんなとご飯を食べてください」

　真春くんと距きよ離りを置くのが正しいことだと知っています。知っているのに、ここまで真春くんに甘えてしまう自分自身のずるさに嫌いや気けが差します。

　真春くんは少し黙だまってしまいましたが、何かに気づいたように「あ、そうだ」と言いました。真春くんは持っていたフリルの付いた女の子もののハンドバッグの口を開けます。どう見ても真春くんの趣しゆ味みではないそれを、私はずっと気になっていました。

　真春くんが中から紙を取り出します。それは原げん稿こう用よう紙しでしたが、まだ手の付けられていないまっさらな状態でした。女の子もののバッグに白紙の原稿用紙とは不思議な取り合わせです。

　真春くんは白紙の原稿用紙にあたかも文字が書いてあるように視線を走らせていました。私が白紙じゃないかと言うと、不思議そうな表情を浮うかべました。

　そこで、私はひらめきました。

「これ、たぶん栗栖さんのですよね？　もしかしたら、真春くんにだけ読めるようにしたのかもしれません。彼女もバーグ・ティーンですから、そういうこともできるかもです。何が書いてあるんですか？　真春くん。ラブレターとかですか？」

　軽く言ったつもりです。

　笑顔を作って、真春くんを見つめます。本当は、とても苦しいのに。でも、私は苦しがっちゃいけないです。例えばこれが本当にラブレターだったとして、これがきっかけで栗栖さんと真春くんが仲良くなったとして。真春くんがいままで私に使ってくれていた時間を、栗栖さんに使うようになったとして。

　私はそれを、受け入れなきゃなりません。

　だって、私は真春くんと触れることもできない女の子です。真春くんの能力は別としても、私は彼に触れることも、キスも、エッチもできない女の子です。真春くんは男の子だから、きっとそういうこともしたいはずです。

　仮に真春くんがそういうことを私に望んでくれたとしても、私はそれを、叶かなえてあげることができないのです。

　優しい真春くんは、いま私と一いつ緒しよにいてくれますが、でも、それをあとから後こう悔かいすると思います。私のせいで、真春くんが後悔するのは嫌いやです。

　だから、私は真春くんが他の女の子と仲良くなることがあっても、それを応おう援えんしなきゃなりません。それは真春くんの幸せのためだから、私にとっても本望なはずです。

　それなのに。

　こんなに苦しいのはなんでですか？　真春くんが私以外の女の子と仲良くするのを想像するだけで泣きそうになるのはなんでですか？　真春くんに私と一緒にいて欲しいと、そうすがってしまうのはなんでですか？　私と一緒にいても真春くんは絶対に幸せになれないのに、なんでこんなに真春くんに嫌きらわれたくないって思ってしまうんですか？




　私はどうして、真春くんに、私と一緒にいるという不幸を願ってしまうんですか？




　私の動どう揺ようを知ってか知らずか、真春くんは原稿用紙から視線をこっちに移しました。言葉なく私を見つつも、くちびるが震ふるえているようでした。そこで、私はついに思い出したのです。栗栖さんの能力が、他人の心を読み取る能力だということを。

　真春くんの驚おどろいた視線が、私をじっと見つめています。




　ああ！

　私の心の裏切りが、真春くんに知られてしまう！




　理解すると同時に、恐きよう怖ふに。そうです。私は恐怖に包まれたのです。真春くんの厚意を、いつだって私は否定していました。しかし、それを真春くんに知られるということは、私にとって恐怖なのです。

　言い訳することはできません。もう、私はここにいられません。




　　　　◇　◆　◇




　なんでそう考えてしまうんだ！

　どうして僕に話してくれなかったんだ！

　ゆずきは小さな女の子で、体力もある方じゃない。追いついた僕は、ゆずきの肩かたを摑つかんだ。

「待ってよ……ゆずき」

　彼女は《裏切り体質》だから、その手を振ふり払はらうことができないと僕は知っている。

　力を込めると、彼女の足が止まる。

　何十秒にも感じる一いつ瞬しゆんは時が止まったようだ。

　ゆずきは、こっちに振り向いてくれない。

　くれないまま、ポツリとつぶやく。

「なんで……追ってくるんですか？　……私が……かわいそうだからですか」

　そんなわけ、ないのに。

「違ちがうよゆずき。僕はただ、キミと──」

「やめてください、そういうの。迷惑ですから」

　ゆずきが、僕に壁かべを作る。

　目をつむり、何かをこらえるような表情を浮うかべる。

　やめてくれ。

　僕は、キミのそういう顔が見たくない。

「ひどいですよ、真春くん。私のことを笑いにきたんですか？」

　違う。

　そうじゃない。

　敵意。そんな視線で、ゆずきは僕のことを見ていた。それでも、変わらない。僕の気持ちは、ひるまない。

　ねぇ、ゆずき。聞いて欲しい。僕はただ、たったひとつだけ、キミに伝えたいことがあるんだ。

　キミはいつだって、見けん当とう違いなことで自分を責めてしまう。でもそれはキミの優しさだから、僕はそれを強く言うことができない。キミは、キミが思っているよりもずっと価値の高い存在で、だからそのことを知って欲しかった。

　それは、そんなに難しい話じゃない。

　伝えたいのは単純な。

　ちょっとした言葉だ。

　だから、僕も少しだけ勇気を出す。いつものキミからしたら僕の勇気なんて本当にちょっとしたものかもしれないけれど、でも。

　いま、この言葉を伝えたくて。

「私のことなんてほっといて──」

　柄がらにもなく叫さけぶゆずきに、僕は言った。




「好きだよ」




　しん、という、静せい寂じやくの音がした。辺りには何も存在せず、まるでここが世界の中心であるかのような、そんな、静かな空間だった。

　ゆずきの敵意が、ふっと解ける。

「それは、友だちとして、とか、そういう意味じゃなくてさ、僕は、キミと、恋こい人びとになりたいんだ」

　ぽかんとしたものに、ゆずきの表情が変わる。

　言ってしまった、と思った。

　この一言で、何かが大きく動く気がした。

　清すが々すがしさと、緊きん張ちようが僕の中で渦うず巻まく。

　ゆずきは一度大きく息を吐はき出して。

　そして。

　再び敵意を瞳ひとみに宿すのだった。しかし、攻こう撃げき的な瞳の中にはどういうわけか寂さみしさがこもり、言葉はまるで懺ざん悔げのような響ひびきとなる。

「真春くんは、肝きも試だめしのときに私と、能力を使って手を繫つないでくださいました。それは、嬉うれしかったです。でも、私は、真春くんと本当の手を繫ぐことができません」

　まっすぐ、ゆずきはこっちを見つめる。

「私は真春くんと、キスをすることができません」

　大きな瞳が、まるで僕を試すかのように。

「私は真春くんと、エッチすることができません」

　微かすかに吹ふく夜風がゆずきの髪かみをかすめ取る。絞りだす言葉が徐じよ々じよに勢いを増し、いつの間にか思いの丈たけは溢あふれだす。

「私は、私と真春くんは、やっぱり友だちでいるのがいいと思います。だって、真春くんは、もし私が恋人になっても、たくさん我が慢まんすることになります。私は人に触ふれられない女の子なんですから。でも、私はそれが嫌です。私のせいで真春くんに迷惑をかけるのが嫌です。私のせいで真春くんが我慢することになるのが嫌です。だから、私は真春くんの恋人にはなりたくありません。私だって、わがままなんですよ。本当は、離はなれるのが一番だってわかってるんです。でも、私は真春くんと一緒にいたい。だから、私は真春くんと友だちでいたい。本当は私だって、真春くんと付き合いたいです。でも、それはできないんです。真春くんだってそのくらいわかるはずです。それなのに、そんなこと言わないで下さい。私を苦しめないで下さい。真春くんはわがままです。私が苦しいのを知ってるはずなのに、どうしてそんなことを言うんですかっ！　私にどうしろっていうんですかっ！　真春くんはどうして私を苦しめるんですかっ！　真春くんなんて、真春くんなんて大だい嫌きらいですっ！」

　途と中ちゆうから涙なみだが混じり、ゆずきは興奮した様子で声を荒あららげた。

　たぶん、彼女の言うことは正しい。

　理性的に考えるのならば、僕たちは友だちでいるべきなのかもしれない。でも、なんだか、そんなのどうだっていい気がした。

　やっぱり、この気持ちはどうしようもないんだ。

　目の前で、僕のことで涙を流して声を荒らげるキミを見て、僕はこらえきれないほどに強く想おもってしまうんだよ。

　ゆずき。

　大好きだ。

　この気持ちはきっと、これからずっと変わらないほどに。

「ゆずき、そんなことないよ」

「……なにがですか？」

「僕たちは、手も繫げるし、キスもできる。いずれは……その……エッチだって……」

　急に、僕の顔が熱くなる。

　この選せん択たくでどんなことが起ころうと、僕が絶対に、幸せな結末に向かわせてみせる。

「気休めなら、やめて下さ──」

　多分、いくら言葉を並べても、足りない。

　だから。




　声を荒らげるキミを。

　僕は強く抱だきしめた。




「……ま……真春くん……」

　ゆずきの細くも柔やわらかい感かん触しよくを全身に受ける。僕たちは夏の薄うす着ぎで、当然素す肌はだが触れ合ってしまう。

　バチバチと、青い光が顕けん現げんする。いままで僕たちを苦しめてきたこの光を、僕は。

「いままでバーグ・ティーンのことでいろいろあったけど、でも。いまは思うんだ。僕たちがバーグ・ティーンで、よかったって」

　ゆずきはまっすぐこちらを見ている。

「僕たちは、バーグ・ティーンだったから出会うことができた。仲良くなれた。こうやっていま、抱き合うことができている」

　それは、少なくとも僕にとって、いままで受けてきたどんな苦労も天てん秤びんに掛かけられないほどに、素す敵てきなことだ。

「僕はわがままだから、この気持ちが僕一人なんて嫌いやだ。ゆずき、聞かせてよ。キミはいま、僕と抱き合えて、嬉しい？」

　バチバチと、青い光が強くきらめく。

　ゆずきの頰ほおを大おお粒つぶの涙が伝う。泣きながら、顔をくしゃりとゆがめ、その表情はしわくちゃなのに、なんでこんなにかわいいのだろう。

　僕は指先で、ゆずきのあふれる涙を拭ぬぐった。拭っても拭っても、彼女の涙はまたあふれてきた。

　これまでキミは、自分が幸せだと感じることさえ禁じてきた。それはきっと、どんなことより苦しくて、だからこそ、僕は力になりたくて、キミと誰よりも近づきたくて、素直なキミを、もっと知りたかったんだ。

　涙を流そうとも、ゆずきは。

　そのとびきりの笑え顔がおで。

　頷うなずいた。




「──はいっ」




　ああ。

　たったこれだけのことなんだ。僕はキミに気持ちを訊たずねて、キミはそれに応こたえてくれた。僕たちは通じ合っていて、だからこそ、もうなにも恐おそれるものなんてないんだ。

　僕はゆずきの頰に手を当てた。

　触れた指先から、青い光が静電気のように跳はねる。

　僕はキミに、少しだけ顔を近づけた。キミは精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびして、僕の気持ちに応えてくれる。キミは僕の首に両りよう腕うでを回して、僕はキミの背中に両腕を回して、引き合うように抱き合った。互たがいの温かい感触を受けながら。




　僕たちは。

　穏おだやかなキスをした。
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　なんでもそうかもしれないけれど、流れの中にいるとそれが永遠に感じられ、しかし終わってみれば一いつ瞬しゆんに思える。少なくとも僕の高校生活はそうだった。たくさんの『あのときこうしていれば』を積み上げながら、時間は僕に止とどまることを許さず、それでも僕は無事大学に入学することができた。

　社会学科を選択したのは、その講義の中にバーグ・ティーンを研究対象にするものがあるらしかったからだ。超ちよう自然的な現象、あるいは医学に関する事こと柄がらをなぜ社会学科でと疑問に思うかもしれないけれど、しかし最新の研究によればバーグ・ティーンとは、社会における個々人のあり方が密接に関係しているらしい。

　というのは講義の受け売り。

　いまも白衣の女教授が、小さな講義室を歩き回りながら語る。

「その現象がどういった原理で発生するのか、というのは科学の分野に任せるとして。しかし現象を起こすきっかけが人間の脳にある、というのは間ま違ちがいありません。

　例えば多重人格になる人というのは、苦しい体験を自分ではない誰だれかに任せるためにだとか、あるいは寂さみしい自分を励はげますために別の誰かを用意するだとか。要するに自分を強いストレスから守るために別の人格を生み出すのです。

　バーグ・ティーンも同じ事で、例えば先のことに対してものすごく不安があれば、未来のことがわかるようになったりだとか、人と触れ合いたいという気持ちが強ければ、実際に触れずとも感触を覚えるような能力を得るかもしれません。あるいは、バーグ・ティーンの中でもっとも有名な能力である《ユダ》というものは、他人を極度に信じられない幼年の子供に発生するようです。気持ちを信じられないから、それと反対のことを起こすようになるわけですね。

　現象自体は超現実的だったとしても、しかし一般的な心因の精神病と治ち療りよう法は相そう違いありません。つまり、心因を取り除くこと。

　簡単にいえば、ストレスをなくせばいいのです。

　将来に悲観せず、実際に人と触れ合い、信じることの出来る相手に出会う。自分に負担をかけない範はん囲いで、心の在りようを変えることが何より重要です。

　それとともに、自身のバーグ・ティーンを受け入れてあげることです。バーグ・ティーンは自分由来の現象でありながら、あたかも自分の中のもう一つの生命のような存在です。そして、寂しがり屋で、嫉しつ妬と深ぶかいものなのです。バーグ・ティーンはその人を、ストレスから守るために生まれます。それなのに、その人がバーグ・ティーンのためにストレスが増えてしまうと、バーグ・ティーンはもっと頑がん張ばってしまう結果となるのです。だから、バーグ・ティーンを、少しでも好きになることが大切です。

　そうやって自身のバーグ・ティーンを受け入れられる年ねん齢れいは多くの場合思春期から青春期へと移り変わる頃ころだと言われており、だからこそ多くの人は大人になるまでには能力を失っているのです」




　専門的な講義だったり、基き礎そ演習のような高校のクラスの延長のような授業だったり、サークルを見学してみたり、バイトを探してみたり、僕の大学生活はまだ始まったばかりで慌あわただしい。

　新生活が始まってからまだ日が浅く、でも、少なくともこの慌ただしさは悪く無いと思う。ただ、たまにはサボったってバチは当たらないよね。僕は退たい屈くつな政治学の授業を抜ぬけだしてきたのだった。

「いいんですか？　真ま春はるくん」

　そして。

　僕のとなりには、ゆずきがいる。

　可愛かわいらしい笑顔で、僕を見上げている。

　高校一年の夏休み、僕たちはファーストキスをした。その時以来、僕たちのバーグ・ティーンは消えてしまった。僕とゆずきは、バーグ・ティーンを受け入れることができたんだと思う。

　でも、もしかすると。それは大きな変化ではなかったのかもしれない。僕にとっても、もちろんゆずきにとってもバーグ・ティーンは大きな問題だったのだけど、それがなくなったら悩なやみがなくなるわけじゃなく。日々小さなことから大きなことまで悩みを積み重ね、解決したり保留したり、ときには絶望してみたりしながら過ごすというのは、バーグ・ティーンどうこうとは別次元の話だったと、今いま更さらながらに思うのだ。

　僕とゆずきの関係にしてみても、キスをしたからといって大きく進むなんてこともなくて、それからは気き恥はずかしくてちょっとぎくしゃくしたりしながら、友だちなのかそれ以上なのかわからないまま高校一年のときを過ごした。でも、大学受験を意識し始める二年生になってからは、同じ大学に進むために一いつ緒しよに勉強し、冷やかされながらも離はなれないくらいに。そして、沈ちん黙もくが邪じや魔まにならないくらいに、僕たちの関係は進んでいった。

　変化は僕とゆずきの間のことよりも、むしろ周りの方が大きかった。

　例えば芹せり葉は先せん輩ぱいは社長になった。海外の大学に在学中に、なんでも父親の製薬系の会社を一つ任されることになったそうだ。もっともあの人は、別の星からやってきたような不思議な人だったから、なにが起きてもそう驚おどろくことはないのかもしれない。

　僕とゆずきのバーグ・ティーンを消し去るきっかけを作ってくれたひな子こちゃんは、一年前にアイドルになった。アイドルグループのセンターを務める彼女は、『僕ほどかわいければセンターなのは当然なのです』という自信満々発言で、大量の信者と大量のアンチを抱かかえながらそれでもマイペースにやっているらしい。

　そうそう、千ち歌かと菜な々な千せも高校へ進学した。二人は別のクラスになったのだが、驚くことに千歌のクラスには二人の元ペット──ニナがいた。ニナは以前から日本の高校に通おうと決めていた。そのことは、千歌と菜々千を驚かせるため日本に来てから直接会って伝えようとしていたそうだ。しかし手続きでバタバタしてしまい来日が入学の前日になってしまったため、二人に連れん絡らくする時間が取れなかった。そして、入学式で衝しよう撃げきの対面を果たしたということだった。三人はみんなで生徒会に所属し、なにやら学校を掌しよう握あくしようと企たくらんでいるらしい。

　そして。

　いろんな変化がありつつも、もっとも驚いたのはこれから話すことだ。それは、高校三年の五月の初め、青あお山やまの口から発せられた言葉である。

『小こ早ばや川かわ。俺、月つき丘おかと付き合うことになったから』

　前まえ触ぶれもなく、青山は突とつ然ぜんそう言ったのだった。ぽかんとする僕は、その内容に驚きすぎて、どうでもいいことを訊たずねてしまう。

『な、なんでそれを僕に言うのさ』

『……友だちだから、言うものかと思ったんだ』

　その言葉は、妙みように僕の腑ふに落ちた。

　若じやつ干かん落ち着いた僕は、もう少しだけ的を射ている（と思う）質問をした。

『なんで、付き合うことになったの？』

　青山は少し視線を逸そらしながら言った。

『好きだから、告白したんだ。そうしたら、待ってくれと言われた。ひと月待って、そして、いいよと月丘は返事をくれた。だから、付き合うことになった』

　事実を淡たん々たんと話すのは、彼なりのテレ隠かくしなのかもしれない。僕はその話はそれ以上掘ほり下げず、ただ『そうなんだ』と返した。

　受験シーズンだったのだけれど僕たちはなかなか同好会から離はなれられず、週に一度は後こう輩はいに交じってプラカードを持つ。

　ただ、その日はゆずきが風邪かぜで休みで、木こ陰かげのベンチに座るアネさんは一人ぽつんとしていた。人通りが止んだとき、僕はいてもたってもいられずにアネさんにこう声をかけた。

『アネさん、青山と付き合うんだってね。水くさいじゃん、言ってくれればよかったのに！』

　三年に上がってすぐ青山に告られ、それからひと月の間アネさんは誰だれに対しても、もちろん青山に対してもいままでと変わらず振ふる舞まっていた。少なくとも僕にはそう見えた。

　友だち同士が付き合うわけだから当然祝福したい。でも、どういうわけか僕はそれがすごく寂さびしく感じ、なんだか置いていかれたように感じ、明るさで誤ご魔ま化かさなければ声が震ふるえそうだったのだ。

　僕の言葉を聞いたアネさんは、急に顔を真っ赤に染め、ちょっと表情が引きつった。テレてるのかなと思ったんだけど、次の瞬しゆん間かんにはアネさん、すごく落ち着いた、穏おだやかな表情に変わっていた。

『あたし、青山に言ってやったのよ。他に好きな人がいるって』

『……え⁉』

　まさかのセリフが飛んできた。青山、付き合うことになったって言ってたのに、一体どういうことだよ。まさか青山、見栄を張ったのだろうか……。

　てゆーかアネさん。

『アネさん、好きな人いたんだ！　だれ？』

　僕の疑問に、アネさんはため息をついた。表情は、なぜか笑っていた。それはテレ笑いとかじゃなくて、苦笑、という感じだった。

　そして、アネさんは僕の鼻先に人差し指を当てる。小指にきらめくリングは、僕にとって思い出深いものでもある。

『あんたにだけは教えてやんない』

　と言ったのだった。

　なんだそれは。

『いまはもうあたしが好きなのは青山だけだから、どうでもいいでしょ』

　ああ、やっぱり青山とは付き合うことにしたわけね。

　ひと月の間にアネさんはその人のことを忘れ、そして青山に想いを寄せるようになったらしい。

『どうして青山を好きになったの？』

　訊ねると、アネさんは今度は間ま違ちがいなくテレ笑いを浮うかべた。『だって』と、なぜか言い訳するみたいな口ぶりで、それなのに少し誇ほこらしそうに、彼女は言うのだ。

『あいつ、あたしに向かって真顔で言うんだもん。「他に好きな奴やつがいるのは知ってる。知ってて俺はおまえに告白したんだ。好きだから。好きだ、月丘。好きだから、付き合ってくれ」……頭いいくせに、好きだ、しか言わないのよ。ボキャブラリー無いんかっつーの。モテるくせに、告白くらいで動どう揺ようしてんじゃないっての』

　アネさんは少し前に、髪かみの毛を栗くり色いろに染めてバッサリと切った。いつの間にか耳元のピアスは消えている。それらはもう彼女にとって、必要なくなったのかもしれない。

　アネさんは、首筋の白い素す肌はだを少し赤く染めながら、今度は本当に純じゆん粋すいな笑顔を浮かべた。

『でもね』

　僕は、ドキリとした。

『あたしなんかに告白してくれて、動揺してくれる人がいるんだって、それがすごく嬉うれしかったんだ』

　この日見たアネさんの笑顔が、あまりにも可愛かわいくて。そして、青山はこんなにもアネさんを可愛くするのかと、僕は彼をすごいやつだと、あらためて思ったんだ。

　その日を過ぎたあとも、青山もアネさんも、僕とはいままでと同じように友だちだった。青山はどうやら、アネさんと同じ大学に行きたかったらしい。だから、三年になって進路を本格的に決める段階で告白したのだ。そして、二人は見事第一志望の国立大学に合格した。だから、それがどういうものかは分からないが、これから二人の時間を積み上げていくのだと思う。

　さて、話を僕たちに戻もどそう。

　僕たちには、たぶん周りほど大きな変化はない。新生活が始まったとはいえ、心は落ち着いている。それは、いままでと同じようにずっと、二人一緒だからだ。

「ねぇ、ゆずき」

　僕が訊ねると、ゆずきはいつものように小さく首を傾かしぐ。

「なんですか？」

　僕は、思うんだ。

　大きな変化は、もう必要ないんじゃないかなって。ただただ少しずつ、深くなっていければいいんじゃないかなって。

　だから、その……これも大きな変化じゃなくて、延長線上の話だと思う。

「気が早すぎるとかって、引かないでね」

　ゆずきは僕の方を見て、にっこり笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、真春くん。私は、真春くんの言葉は、いつも嬉うれしいですから」

　そうやって背中を押されるから、僕は少し気が大きくなってしまうのかもしれない。でも、それでもいいと思う。この気持ちは、きっと変わらないと思うから。

「ゆずき」

「なんですか？　真春くん」

「大学卒業したらさ、結けつ婚こんしよう」

　新生活を明るくする満開の桜並木。桃もも色いろの花弁を反射してか、ゆずきの頰ほおがほんのりと色づく。少し驚いた表情を浮うかべ、それは徐じよ々じよに穏おだやかな笑えみへと変わる。

　僕たちは言葉もなく、どちらともなく手を繫つないだ。手のひらから、キミのぬくもりが伝わってくる。

　僕は、できるだけゆっくり歩こうと思った。

　少しでも長く、この手を繫いでいたいと思ったから。
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　あとがき







　皆みな様さまこんにちは、川かわ崎さき中あたりと申します。いきなりですが、私は新人賞に投とう稿こうしていた頃ころからプリンターを持っておりません。最近はコンビニでも印刷できますし、あまり不便はしません。スニーカー大賞に投稿した『裏ギリ少女』は、大学のマルチメディアルームで印刷しました。つまり私が優ゆう秀しゆう賞を受賞し、こうやってあとがきを書けるのもひとえに大学のマルチメディアルームのおかげです。ありがとうございます。

　という流れのままに謝辞を。

　イラストのＴＥＬ‐Ｏ様。私はネットの書評を逐ちく一いち確認する方なのですが、その中で「イラストが可愛かわいい」とか「表紙に惹ひかれて購こう入にゆう」とか、そういったご意見を数多く目にしました。本作を形作ったのはＴＥＬ‐Ｏさんのイラストでした。ＴＥＬ‐Ｏさんにイラストを描えがいて頂けた私は、本当に幸運でした。

　話を聞いてくれた友人知人、温かい言葉をかけて下さったネットの向こうの皆様。この日を迎むかえられたのはあなた方のおかげです。これからもよろしくお願いします。

　最後に、この本を読んで下さった皆様。

　文章というのは所しよ詮せん記号の羅ら列れつですから、それ自体に意味はありません。『赤』と書いたところで『柔やわらかい』と書いたところで、印字された紙が赤くなるわけでも柔らかくなるわけでもありません。記号の羅列、そこに何かがあるわけではないのです。私は意味の無いものを、何百と時間を掛かけて作成しております。

　この記号の羅列にできることはただ一つ。それは皆様の頭の中から『意味を借りてくること』です。皆様の頭の中に『赤』がどういうものか、『柔らかい』とはどういうものか、というのがあるからこそ、それをお借りすることで物語は生まれます。まとめてしまえば当たり前の話なのですが、読んで下さる方がいないと、小説は文字通り意味が無いのです。私の使った何百時間に意味を与あたえて下さり、本当にありがとうございました。

　そうだ、本当の最後の最後に大学のマルチメディアルーム様。

　私の大学のマルチメディアルームは、学生のバイトさんが管理人を務めます。管理人さんのお仕事は、出入り口の鍵かぎの管理や、室内にある各機器の説明などです。とりわけ重要な仕事は、パソコン、プリンターを学生が正しく使っているかどうかの監かん視しです。

　ちなみにプリンターの使用にはこんなルールがあります。

『複数部印刷禁止』

　どういうことかといえば、例えばクラス全員に配りたいプリントがあるとして、それをクラス全員分印刷することは禁止なのです。一部（一人分）しか刷ってはいけないのです（複数部刷る場合は輪転機を使うのですが、それはまた別のお話）。なので、プリンターの前で長時間、大量の印刷物が刷り上がるのを待っていると、管理人さんが複数部ではないかと疑ってきます。

「内容を確認させてもらってもいいですか？」

　赤いジャケットを着た女子大生管理人が寄ってきて、私に訊たずねました。百数十枚の投稿用ラノベとはいえ、一部ですから、私はルールを犯してはいません。堂々と、読ませてやります。『小学生』『おっぱい』などの単語が並ぶ私の原げん稿こうを、女子大生管理人が読みます。私の後ろではプリンター待ちの女子大生が列をなし、私にイライラしてます。管理人さんの怪け訝げんな視線、列の女子大生の非難の視線が私を突つき刺さします。

　素す敵てきなご褒ほう美び、ありがとうございました！




　　二〇一三年　四月


川崎　中　　












裏うらギリ少しよう女じよ２








川かわ崎さき 中あたり
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